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第一章　進学しても、おまえはあたくしの家来よ







　あたくし、綾あや小のこ路うじ麗れい花か。

　高級食品店として有名なスーパー小こう路じ屋の社長令嬢よ。

　し・か・も。

　なにをかくそう、このあたくし、日本一……いえ、世界一……いいえ、宇宙一のお嬢さまを自認しておりますの。

　おうたがいなら、ごらんになって！

　レースにフリルにギャザーたっぷりのお嬢さまファッション。

　そして、たてロールの髪にピンクのリボン。

　笑うときには、手を口もとにそえて――。

　ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。

　いかが？　わかっていただけて？

　ふっ。

　今日は、何人の少年たちがあたくしのとりこになることかしら。

　美しいということは、罪なことだわね。

　けれども、このあたくしの魅力は、いかな神でも裁くことはできなくってよ！

　オホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。




「工く藤どう君っ♡」

　キャピキャピっとした声が、教室にひびいた。

　声の主は、かわいこぶりっ子の山やま本もとアケミ。

　愛らしいおさげ髪をゆらしながら、学園のプリンス・工藤圭けい一いち君にかけよる。

　その姿は、男の子のハートをゆさぶるには充分。

　けれども、彼女の執念は、獲物をめがけて急降下するイヌワシにも匹敵する。

　それがわかっている工藤君は、おいつめられた野うさぎのように、壁ぎわで硬直した。

「これ、あたしが焼いたクッキーなの。食べてっ♡」

　アケミは、赤いハートの飛び交うおそろしげなつつみを、工藤君にさしだした。

　教室にいた工藤君ファン数人の目が、ギラリと光る。

　彼女らにとって、山本アケミは史上最強のおじゃま虫。

　だけど、アケミは工藤君のおさななじみ（自称）であるうえ、幸さち子こという気の強い親友がついているし、そもそも、アケミ自身も相当しぶとい。

　ヘタに攻撃しかけて、反対にやられて、闇に消えていった少女が、何万人いることか……。

「工藤君、おねがい。受けとって」

　アケミは、ズイッとせまった。

　奇跡のように美しくかっこいい工藤君は、おびえた目で、無言のままアケミを見返す。

　じつは、この工藤君、モテモテのくせに、けっこう女の子が苦手ときている。

　勉強も運動もできるし、顔も性格もいい。

　なのに、純情すぎて、女の子に積極的に出られると、すぐに逃げ腰になっちゃうのよね。

「工藤君……」

　アケミの声は、ウルウルしてくる。

　工藤君は、親友のアクタガワとお杉すぎ君に、助けを求めるような視線を送った。

　だけど、無責任なアクタガワはヒューヒューひやかし、硬派のお杉君はかかわりたくないというようにそっぽを向いたまま。

　工藤君は青ざめた顔で、だれか助けてくれる人はいないかと、教室に視線をさまよわせる。

　しかたないわね。

　ここは、あたくしが出ていってあげるわ。

　なんたって、工藤君は、スーパー小路屋練ねり馬ま店の店長の息子ですもの。

　ここ花はな園ぞの学園では王子さまでも、あたくしにとっては、父の部下の息子というわけよ。

「アケミさん」

　あたくしの美しいソプラノが空気をふるわせる。

　とたんに、教室はシーンとなる。

　アケミは、おずおずとした動作で、あたくしのほうを向く。

　ふんっ。

　早くも被害者の態勢に入ったわね。

　さすがは、自分のことを「ドジでおっちょこちょいでかわいい」と信じているだけのことはあるわ。

　あたくしは、くつをカツンとひびかせて、一歩前に出た。

　アケミは、にぎりこぶしを口もとにそえた「ぶりっ子ポーズ」で、おどおどと、

「な、なに？」

「悪いけど、工藤君は、あたくしの親衛隊のひとりなのよ」

　シーン。

　教室は、水を打ったように静かになる。

　……あら。

　なによ、工藤君。露骨におびえること、ないのではなくって？

　せっかく、あたくしが救いの手をさしのべてあげたというのに。

　けっこう、あなたって、無礼者なのね。

「いいこと、アケミさん？　あたくしのことわりなく、彼に手を出さないでちょうだい」

「で、でも、綾小路さん、つきあってる人がいるじゃない。高等部の岡おか野のさんが……」

「だから、工藤君は単なる親衛隊のひとりよ。いいこと？　おぼえておいてちょうだい。工藤君とお杉君とアクタガワは、本人がなんと言おうと、あたくしのとりまきなの」

「ええーっ！」

　すっとんきょうな声をあげたのは、アケミではなく、アクタガワ。

　すでに、ひょうきん黒ぶちめがねは、ずり落ちている。

「なんで、ぼくが、綾小路さんのとりまきなんだよぉ！　勝手に決めないでよぉ！」

「お・だ・ま・り」

　あたくしは、ピシャリといった。

　すると、今度は、アクタガワは、すぐ横にいるお杉君に、

「おまえも、落ち着いてないで、否定しろよぉ！」

　ところが、お杉君は無表情のまま、いつものしぶい口調で、

「綾小路さんのそばにいたほうが、工藤にとっては幸せだと思う」

「お・ま・え・なぁ！　たしかに、綾小路さんがいれば、ほかの女の子がよりつかないから、工藤が危険にさらされる心配は減るよ！　だけど、ぼくがきいてるのは、おまえ自身のことだよっ！　おまえは、自分の意志ではなく、綾小路さんのとりまきにされて、平気なのかよぉ？」

　アクタガワ……なんて無礼者なの。

　彼は、このあだ名からもわかるように、文芸部の部長をしている。

　そのくせ、書くことよりもしゃべることを得意とし、うるさいったらないのよ。

　一方、お杉君は、無口な硬派で、しぶいことこのうえない。

　アクタガワは小柄でやせているけど、お杉君は背が高く男らしい。

　そんな彼は、なにかを真剣に考えるように、かすかに眉間にしわを寄せた。

　そして、シリアスな口調で、

「工藤さえ無事なら、おれはどうなってもいい」

「うっわあぁぁぁーっ！」

　アクタガワは、お杉君のあぶない発言をかき消すようにわめいた。

　しかし、お杉君、「どうなってもいい」とは、どういう意味なの？

　あたくしに召し使われることには危険がともなうとでも、おっしゃるの？

　まあ、ここは深く追及しないことにして、もうひとつの問題点をあきらかにすると――。

　じつは、硬派でしぶくてかっこいいお杉君は、ズバリ、親友の工藤君に友情以上の気持ちをいだいている。

　けれども、さいわいというべきか、不幸にしてというべきか、鈍感な工藤君はまったく気づいてないのよね。

　……ハッ！

　いけない！

　みんなの注目が、この美しいあたくしから、アクタガワごときにうつってしまったわ！

　とっさに、あたくしは、カツンとくつを鳴らした。

　アケミは、ハッと身を硬くする。

「アケミさん、もう、おわかりよね？　工藤君は、あたくしのものなのよ」

　すると、アケミは、いきなり守りから攻めに入った。

「な、なによっ。綾小路さんのよくばり！」

「まったくだ」

　背後で、お杉君がボソリとつぶやく。

　ひそかに同意するんじゃないわよっ！

　アケミはあなたの敵でもあるのよ！

「工藤君は、あたしのおさななじみなんだからっ！」

　あらあら。

　強気の発言ね。

　でも、すぐに粉砕してさしあげてよ。

「だから、なんだとおっしゃるの？　工藤君はおさななじみのものだと、練馬区の条例では決まっているのかしら？　じゃあ、いわせていただきますけど、お杉君だって彼のおさななじみよ。だったら、お杉君にも権利は――」

「わあああああぁぁぁぁぁーっ！」

　今度は、アクタガワ、あたくしの発言をかき消すようにわめく。

　うるさい子ね。

　彼はいつも、お杉君と工藤君にはさまれ、苦悩しているのよね。

　いつ工藤君がお杉君の気持ちを知ってしまうか、あるいは、いつみんなにバレるかと、アクタガワはヒヤヒヤしているのよ。

「ちょっと、工藤君っ！　あんたねぇ、もっとしっかりしてよ！」

　ついに出たわね、幸子！

　ドジでおっちょこちょいで明るい――を自認するアケミに、いつもひっついている気の強い親友。

　ズケズケ言いたいこと言って、うっとうしいったらないのよ。

　おまけに、恋愛問題となると男の子同士はけっこうクールだったりするけど、女同士のきずなは強いのよね。

　幸子はさらに、工藤君に、

「いいかげん、自分の気持ち、はっきりさせてよね。こっちは、なにかあるたびに、アケミをなぐさめるやら、はげますやら、なだめるやら……もう、わたし、限界だよっ！」

　幸子……最近、つかれてきたようね。

　工藤君は、幸子の言葉に、もう、たじたじ。

　彼女は残酷にも、そんな彼の前にアケミを押し出した。

「さあ、工藤君、この子の手作りクッキー、受けとるのっ？　受けとらないのっ？」

　すると、女の子たちの中から、

「イヤーッ！　工藤君っ！」

「受けとらないでっ！」

「はやまっちゃだめよ、工藤君！」

「一生を棒にふるわよ！」

　けっこうするどいところを突いてる妨害が入る。

　工藤君は、青ざめた顔で立ちつくす。

　そのとき、ポンと彼の肩をたたいたのは――。

　お杉君だった。

「工藤、受けとってやれ」

　ガシャーン！

　アクタガワが、動揺のあまり、缶ペンケースを落とす。

　お杉君……なぜ？

　なぜ、アケミの味方を？

　工藤君は、おびえた顔のまま、お杉君を見返した。

　よほど、アケミがこわいのね。

　それでも、お杉君は表情を変えずに、

「受けとってやれ」

「で、でも……」

「今度の日曜、おれがシャルロット・オ・ポワールを作ってやるから」

「えっ？　ほんとっ？」

　とたんに、工藤君、現金にも顔をかがやかせ、アケミのクッキーを受けとった。

　ドガシャーン！

　アクタガワ、今度は豪快に机を倒した。

　教室はシーンとなっている。

　単なるクッキーと、シャルロット・オ・ポワール。

　……これは、ひどく差をつけられたわね、アケミ。

「ひどい……ひどいわ、杉すぎ本もと君！」

　アケミは、やり場のない怒りを、結局はお杉君に向ける。

「杉本君って、幼稚園のころから、いじわるだったわ！　おままごとのこと、おぼえてる？　あたしと工藤君が新婚の食卓をかこんでいるところに、杉本君、いきなりわりこんできて、メチャメチャにしてくれたわよね！」

「あれは、山本さんが無理矢理、工藤に泥だんごを食べさせようとしたから、それを阻止しただけですよ」

　アケミは、グッと言葉につまった。

　けど、すぐに、

「でも、あのとき、杉本君は赤ちゃんの役をやってたのよ！　いきなり起きあがって食卓ひっくりかえす赤ちゃんなんて、きいたことないわ！」

　とたんに、アクタガワはお杉君を指さし、ヒイヒイ笑いだした。

「こんな赤ん坊、いるかよーっ」

　ところが、お杉君は、大まじめで、

「あのころのおれは、思わずほおずりしたくなるような、愛くるしい子供だった」

「お……おまえ、真顔でいうなよぉ！」

　たしかに、長身でがっしりした体格の彼には、ブキミなセリフだわね。

「あのときは、おれの愛らしさをみとめて赤ちゃん役に抜ばつ擢てきしてくれた山本さんに敬意を示し、ままごとにもつきあった。だが、不幸な結果に終わってしまった……」

　そして、お杉君は、いきなりアケミのほうにクリッと向くと、

「ところで、山本さん」

「な、なによっ」

「あの家庭、新婚ホヤホヤなのに、赤ちゃんがいましたね。……不思議な家でしたね」

　とたんに、アケミ、ボンッと赤くなる。

　そして、両手でほっぺたをつつむと、涙ぐみつつ、

「イヤッ！　杉本君のエッチ！」

　言い放つと、教室をとびだした。

　杉本君のエッチ――ですって？

　見事に外してくれたわね。

　シーンとした中、パタパタと軽やかな足音が遠ざかっていく。

　おそるべし、ぶりっ子魂！

　いつもは、ここで「アケミ！」なんていいながら後を追う幸子も、今回ばかりはぼうぜんとして立ちつくしている。

「アケミ……だれもフォローできないよ」

　まったくだわね。

　工藤君は大きなため息をつくと、へたりこむように、いすにすわった。

「お杉、ありがと。たすかったよ」

「気にするな。よくあることだ」

　お杉君は、しぶい口調でこたえる。

「おまえら、まさか、一〇年もこんなこと、くりかえしてきたんじゃないだろうな」

　アクタガワがこわごわときいたら、お杉君はきっぱりと、

「もっと長い。工藤の女難は、三歳のときにはじまった」

　な、なんだか、納得できてしまうわ。

　すると、アクタガワは、ささやき声で、

「おまえ……まさか、三歳のときから、工藤のことを……」

　お杉君は、首を横に振った。

「そ、そうだよな。いくらおまえでも、三歳のときは、ただの子供――」

　アクタガワが言い終えるまえに、お杉君は小声でボソッと、

「目をつけたのは、二歳のときだった」

「うわあぁーっ！」

　アクタガワは、またしても、頭をかかえてわめく。

「もう、ぼく、おまえと工藤の友達、やめたいよーっ！」

　あいかわらず、往生際が悪い子ね。

　やめられるわけ、ないじゃないの。

　アクタガワだって、充分、お杉君に愛されてるんだから。

　と、そのとき。

「麗花さま！」

　教室に入ってきたのは、あたくしの忠実な部下・佐さ伯えき。

　ひっつめのポニーテールとビン底めがねが、トレード・マーク。

　どうも、少しばかり、あわてているようね。

「どうしたの？　佐伯」

「来週あたり、進路希望調査があるようなんですっ」

「あら、そう。別に、あわてることはないのではなくって？」

　ここ私立花園学園中等部では、ある程度の成績をとっていれば、高等部に推薦ですすめる。

　もちろん、成績優秀なあたくしは、推薦をねらっているわ。

　佐伯だって、楽々入れる成績のはずよ。

「れ、麗花さま、やっぱり、高等部に進まれるんですよねっ？」

「ええ。もちろんよ」

　だって、高等部には、あたくしの彼（というよりは、あたくしのしもべかしら？）の拓たく人とがいるもの。

　現在、彼は高等部の二年生。

　あたくしは、中等部の三年だから、まあ、一年はおなじ高校に在籍できるわけね。

　佐伯は、おずおずと切り出した。

「麗花さま……あのぅ……わたしもお供することを、お許しいただけますか？」

「まあ。今さら、なにをいうの。進学しても、おまえはあたくしの家来よ。おまえには、高等部に入る義務があるのよ。それ以外の進路は、あたくしが、許さなくってよ！」

「あ、ありがとうございますっ」

　佐伯は、パッと顔をかがやかせ、頭を下げる。

　すると、幸子が、ブツブツと、

「あいかわらず、佐伯さんったら、綾小路さんを増長させてるんだから……」

　いちいち、うるさいわねっ。

　あたくしは無視し、工藤君・お杉君・アクタガワの三人組に、

「いいことっ？　あなたたち三人も、あたくしといっしょに高等部にすすむのよ！　これは命令よ！」

　クラスは、また、どよめきにつつまれる。

　優等生で合格確実の工藤君と、なんとか基準点は満たしているアクタガワは顔をひきつらせた。

　だけど、めぐまれない学力を人並外れた体力でカバーしているお杉君は、つぶやくように、

「おれは、だめかもな」

「なにいってるんだよっ！」

　たちまち、アクタガワが身を乗りだす。

「おまえ、ろくすっぽ努力もしないで、いきなり投げだすんじゃないよっ！」

　そこで、あたくしも、有無をいわせない口調で、

「まったくだわ。だいたい、あたくしの命令を『だめかもな』のひとことで拒否できると思ったら、大間違いよっ！」

「そうだぞ！　これは、綾小路麗花さまのご命令なんだぞっ！　おまえ、このまま従わずに、生きてこの学校から出て行けるなんて思うなよっ！　この無礼者っ！」

「無礼者はあなたよ、アクタガワ君。いきなり、態度を変えるのではなくってよ」

　あたくしが静かな声で怒りを表明したら、アクタガワは顔をこわばらせた。

　で、とっさに、

「おい、工藤、おまえもなんとかいったらどうなんだよっ！」

「……おれは、けっこう、お杉なら平気じゃないかと思う」

「おまえって、つくづく、のんきなやつだなっ！」

「だって、お杉は、柔道部の部長だし……きっと、高等部は、お杉をほしがってるよ。だから、ちょっとは、おまけしてくれるかもしれないよ。成績よくなくても、あきらめずに、努力するべきだよ。な？」

　最後の「な？」は、お杉君に対してだった。

「そうだな」

　こんなときも、お杉君は、感情をあらわにしない。

　ほんとうは、うれしいに決まっているのに。

「いいこと、お杉君っ？　あたくし、かならずや、あなたを高等部にすすませてあげてよっ！」

　あたくしは、ビシッと決めた。

　なのに、お杉君は静かな口調で、

「遠慮しときます。お気持ちだけで、充分です」

「……あなた、やっぱり、無礼者と呼ばれたいようね？」

「おれは、裏口入学までして高等部にすすみたいとは思いません」

「んまあ！　あたくしがあなたのために綾小路家の巨額の富のほんの一部でも使うとでも思って？」

「金で解決するのでないなら、どんなふうに、人の道から外れたことをするんですか？」

「どうして、あたくしを、きたない手に結びつけようとなさるのっ？」

「お嬢さんのやることといったら、そんなことばかりじゃないですか」

　とたんに、教室のあっちこっちで、吹きだす者が続出。

「ええい！　静まりなさいっ！　この無礼者ども！」

　シーン。

　ふっ。決まったわね。

　あたくしは、ふたたび、お杉君のほうに向き直った。

「いいことっ？　聞いておどろいてちょうだい。あたくしはね、あなたの学力を高めるための特訓を思いついたのよ！」

「お嬢さんが特訓してくれるんですか？」

　いつもは無表情のくせに、お杉君、露骨にいやな顔をする。

「ばかねっ。よく考えて物を言ってちょうだい。このほこり高いあたくしが、あなたの家庭教師役を買って出るとでも思って？　あたくしは、拓人にあなたの教育を担当させようと思ったのよっ」

「岡野さんの個人教授……」

　お杉君は、つぶやくと、なにやら妙にうれしそうなふくみ笑いをもらした。

　で、真顔にもどると、きっぱりと、

「お嬢さん、おれ、がんばります」

　がんばるのはいいけど、さっきの笑いはなんなのっ？

「いいなぁ、お杉」

「岡野さんをひとりじめするなんて……」

　工藤君とアクタガワが、うらやましそうにつぶやく。

　ええい！

　うっとうしいわねっ！

「わかったわよっ。あなた方ふたりも、面倒みてあげるわよっ。お杉君といっしょに、拓人に勉強を教わればいいわよっ」

「わーいっ」

　ふたりは、小学生みたいに単純によろこぶ。

　どうでもいいけど、軽々しく拓人になつかないでいただきたいものね。
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　モノトーンの家具で統一された部屋は、なにやら、無機質的な雰囲気。

　生活のにおいがしない、とでもいうのかしら。

　まるで、雑誌のグラビアのよう。

　いきなり、ここで、最新モードに身をつつんだファッションモデルが出てきても、違和感ないわよ。

　ここは、佐伯のマンション。

　彼女のたったひとりの肉親である父親は、ニューヨークへ単身赴任している。

　家事をやってくれていたお手伝いさんには、勝手にひまをやっちゃって、彼女は今、ひとりぐらしなのよ。

「じゃあ、杉本君、第三問いくよ」

　クイズ番組の司会者のように、拓人はニコニコしながらいった。

　テーブルのうえには、国語の問題集。

「彼女の冷たい仕打ちに〈僕〉は内心どう思ったか。つぎのうちから選べ。


　　①「またか」と内心、苦笑した。

　　②やはり、彼女なしでは生きていけないと、実感した。

　　③ふと、無常観にとらわれ、いつものように心に空虚な宇宙をかんじた。

　　④「このアマ、お高くとまりやがって！」と苦々しく思った。

　　⑤悦よろこびにうちふるえ「もっと！」と心で叫んだ。



　――はい、どれでしょう？」

　お杉君は、宙の一点を見つめた。

　まったく答えがわからないようね。

　で、真剣な顔で拓人をまっすぐに見ると、

「岡野さん、これ、ほんとうに中学生用の問題集ですか？」

「そうだよ」

「なんだか、おれには、むずかしすぎます」

「じゃあ、最初から、問題文を読み直してごらんよ」

「はい」

　お杉君は、素直に問題集に視線をおとした。

　いつも好き勝手やってる彼も、拓人に対しては、調教師を前にしたライオンのように従順になる。

　やがて、顔をあげると、

「おれがこういう目にあわされたら、③の『心に空虚な宇宙をかんじた』ってなると思います。でも、この主人公の性格からすると、⑤ではないでしょうか？」

「おしい！　③でいいんだよ。杉本君、きっと、考えすぎなんだよ。ほら、最初のほうに、この主人公がかんじる『空虚な宇宙』について、ちゃんと書いてあるよね。ここを読めば、すぐに③だってわかるじゃない」

　お杉君はがくぜんとした顔で、宙に視線をただよわせる。

「……信じられねえ。この男は、この女が好きなわけだよな？　しかも、冷酷なところが好きなわけだ。だったら、なんで⑤じゃないんだ？　……わからないな。男心ってもんは。どうりで、おれが苦労するわけだ」

　本気で苦悩するんじゃないわよ。

　アクタガワが、顔をひきつらせてるじゃない。

「いい？　杉本君。これは推理小説じゃないんだから、書かれてないことまで想像しなくてもいいんだよ。注意深く読めば、この短い引用の中でも、答えはかならず見つかるんだよ」

「おれ……恋愛小説は苦手です」

「じゃあ、今度は、評論の読解問題で説明してみるね」

　拓人は人のよさそうな笑顔でいう。

　相手は、思考回路のおかしさがたたって普通の人より理解がおそいお杉君。

　なのに、拓人は、まったくへこたれない。

　これは、生まれながらの家庭教師だわね。

　一方、佐伯は、キッチンでお茶を入れてる。

　ピーッとケトルが笛を鳴らし、沸ふつ騰とうを知らせている。

　アクタガワと工藤君は、理科の参考書を広げて、ああだこうだと言いあっている。

「地球の自転の方向なんて、わかるかよぉー。だいたい、地球が動いていることだって、信じられないのにっ！」

　根気のないアクタガワは、早くも駄々っ子口調で、さじを投げている様子。

「問題がとけないからって、おこるなよ」

「だって、いきなり地球の絵を出されて、どっちにまわってるか矢印を書けなんていわれても、無理な注文だよぉ！　こんな問題が出るくらいなら、普段から地球がどっちにまわっているのか、体でかんじることができてたっていいじゃないかっ！」

「いいか？　アクタガワ。朝のテレビ番組の各地からの中継、思い出せよ。北海道は明るくなっているのに、九州は日の出まえで暗いってこと、よくあるだろ？　あれは、太陽が東からのぼっているからなんだ」

「そりゃ、わかるよ」

「でも、動いているのは太陽じゃなくて、地球なんだ」

「らしいね」

「この問題の絵、よく見ろよ。北半球に、日本列島を描いてみるよ。ここが北海道、ここが九州だろ？　で、北海道のほうが、早く明るくなる。ってことは、地球はこっちの方向に回転してるってことなんだ」

「えー、わかんなーい」

　アクタガワは、わざとバカっぽい口調でいう。

「おまえね、ちゃんと人の話、きけよ。ここまで説明して、どうしてわかってくれないんだよ」

　工藤君は、つかれたようにいう。

「でも、ぼく、国語と英語以外は、苦手だもん」

「自分で決めつけて、あきらめるなよっ。数学と理科と社会、おまえの成績じゃ、けっこうやばいんだよっ。わかってるのかよっ？」

「え。そう？」

「おまえ、もっと、真剣になれよっ。このまえのテスト結果、ありゃ、なんだよっ？　英語と国語が満点で、どうしてほかのが、みんなそろって、三分の一の点数なんだよっ。だいたい、おまえ、好ききらいが、はげしいんだよっ」

「やっぱり、それって、すごくやばいの？」

「やばいに決まってるだろ！　ちゃんと、進学資料室で、合格ラインをしらべてこいよ！」

　優等生の工藤君にどやされ、短気なアクタガワは、たちまちむくれる。

「もう、いい」

「なにがいいんだよ？」

「合格ラインに入ってないなら、もう、いい。高等部あきらめて、うちの地元の高校ねらう」

　アクタガワは県境を越えて、東京の花園学園に通ってきてるのよね。

「許さないぞ」

　きっぱりといったのは、いちばん進学が危ぶまれているお杉君。

　アクタガワは、不機嫌な口調のまま、

「なんでだよっ」

「おまえみたいにおもしろいやつを、埼玉の高校に渡してなるものか」

　すると、工藤君も、

「そうだよ。高等部でも、おれ、アクタガワと遊びたいよ」

　アクタガワの不機嫌顔は、少しばかりやわらぐ。

　そこに、お茶を運んできた佐伯が、

「わたしも、アクタガワ君と遊びたいです」

　とたんに、パッとアクタガワは顔をかがやかせる。

　この子、いまだに佐伯に執着しているようね。

　お杉君と工藤君と佐伯は、あたくしを見て、無言で同意を求める。

　しかたないわね。

「あたくしも、アクタガワ君で遊びたいわ」

　そこで、お杉君ははじめて、アクタガワに、

「みんなも、ああいってる」

　ところが、アクタガワはそれにはこたえず、

「綾小路さん……今、なんていった？」

　ふん。

　けっこう、するどいじゃないの。

「気にするな。単なるみんなの本音だ」

　お杉君が、きっぱりという。

　アクタガワは、ますます顔をこわばらせ、

「おい、工藤！　今、うなずいただろっ！　けっこう、おまえ、油断のならないやつだなっ！」

「だって、アクタガワって、ほんとうに遊べるやつだし……」

「結局、おまえも、ぼくの心と体をさんざんもてあそんで、ボロボロになったところですてるつもりなんだなっ！」

「なに、わけのわかんないこと言ってるんだよ」

　アクタガワったら、工藤君がお杉君に同意したのが、よほどショックだったようね。

「おまえも、お杉とおなじなんだ！　ぼくの気持ちなんかより、自分がいかに楽しめるかを優先するんだ！」

　さては、以前に女装させられたことが、心の傷となっているようね。

　そこに、拓人が、

「ねえ、アクタガワ君」

　ニコニコしながら口をはさむ。

「文芸同好会のアキさんがね、アクタガワ君が来てくれるのを楽しみにしてるよ。あの子は才能あるから――って」

「えっ？　ほんとですかっ？」

　たちまち、アクタガワは、目をかがやかせる。

　拓人は大きくうなずき、

「それから、おなじ部室棟に入ってる文化部の女の子たちもね、アクタガワ君が高等部に来るのを楽しみにしてるよ。弟みたいでかわいいって」

「えーっ。かわいいじゃなくて、かっこいいって言われたいのに……」

　だけど、言葉とは裏腹に、アクタガワの頰ほおは完全にゆるんでいる。

「アクタガワ君って、高等部の女の子に人気あるよね。華道部の部長さんとか、このまえ映画研究部で主役やった人とか、パソコン研究会の二年生とか……みんな、アクタガワ君を待ってるよ」

「わーっ！　美人ばかりだ！」

　美人ばかり、って……アクタガワ、しっかりと高等部の女子までチェックしてるのね。

「あと、調理部の一年生の子たちもね、アクタガワ君にお菓子を試食してほしいっていってたよ。中等部にいたころみたいに」

　それを聞いたとたん、アクタガワの目に情熱の光が宿った。

「岡野さんっ。ぼく、ぜったい、高等部に入りますっ！　これからは、ちゃんと、数学と理科と社会も勉強します！」

　お菓子と女の子の二本立てが、けっこうきいたようね。

　そのとき――。

　ピンポーン。

　チャイムが鳴った。

　佐伯はインターホンの受話器を取る。

「はい。……は？　花束？　はい。……そうですか。わかりました。すぐ、そちらへ、おうかがいします」

　で、受話器を置くと、

「すみません。管理人さんに呼ばれました。すぐ、もどってきます」

　そして、出て行った。

　宅配便でも、とどいたのかしら……。

　やがて、もどってきた佐伯は、大きな花束をかかえていた。

　きれいな赤いバラ。

　それも、血のように深い赤。

「どうしたの？　それ」

「このマンションのロビーに、置いてあったそうです」

　甘い香りが、ふわりとただよう。

　佐伯は、あたくしにそれをさし出した。

「どうぞ」

「あら。おまえがもらったんでしょ？」

　佐伯は首を横に振った。

「麗花さまにです」

「まあ。どなたから？」

「わかりません」

「どういうことよ？」

「管理人さんのところに、電話があったそうです。さっきマンションに入っていった六人の中で、いちばん美しい人にこれを渡してください――ということだそうです」

「まあ！　なんてロマンチックなのかしら！」

　あたくしは花束を受けとった。

　そして、香りをかぐふりをしながら、拓人の反応をこっそり見た。

　――つもりだったのに、目があってしまった。

　彼はニコーッと笑うと、

「きれいだね。ここまで咲かせるのって、なかなか大変だよ」

　まったくもう……この園芸部員は！

　バラの観賞などしている場合ではないのよ！

　ライバル登場なのよ！

　少しぐらい、あせってもいいのではなくって？

　まあ、彼、美しいものには敏感だから、しかたないけど。

　だからこそ、彼はあたくしを崇拝しているわけだし。

　そのとき、アクタガワが、ボソリと、

「それって、佐伯さんに来たのかもしれないよ」

　んまあ！

　なんて無礼な発言なの！

　あたくしの美貌が佐伯におとるとでもいうわけ？

　たしかに、佐伯はビン底めがねを外すと、じつは美人だったりするわ。

　でも、あたくしのほうが美しいに決まってるじゃないのっ！

「アクタガワ君、口はわざわいの元、ということわざをご存知？　あなたの口では、命がいくつあっても足りないわね」

　アクタガワは、あわてて、

「別に、ぼくは、綾小路さんをけなしたわけじゃないよっ。綾小路さんも佐伯さんも、おなじくらいきれいだよ。でも、人にはそれぞれ、好みがあるじゃないか。すべての人が綾小路さんのほうを選ぶわけじゃないよ」

「あら。すべての人があたくしを選ぶに決まっているじゃないの」

「決まってないよっ。ぼくは、佐伯さんのほうがいいもんっ」

「アクタガワ君……ほんとに、あなたの口って、尊い命を散らすのには最適ね」

　あたくしは、ゆっくりと、右手を平手打ちの型にかまえた。

　とっさに、アクタガワはお杉君のうしろに逃げこむと、なさけない声で、

「とりけしますぅー。ごめんなさいー」

　で、お杉君は、きっぱりと、

「おれは、お嬢さんのタイプが好みです」

「あなたに好まれたって、うれしくなんかなくってよ」

　どうせ、工藤君がいちばんなんでしょうからね。

　アクタガワは、あたくしの怒りをそらそうとしてか、唐突に、

「工藤っ」

「え？」

「おまえも、佐伯さんがいいんだよな」

「……」

　工藤君、あきらかに動揺している。

　図星だったのね。

　だけど、ここは、あたくしのプライドにかけて、真実を語らせてなるものですか！

「工藤君、はっきりこたえてちょうだい。あなたは心底、あたくしのほうが、美しいと思っていらっしゃるわよね。かくすことなんてなくってよ。さあ、白状なさい！」

「……ええと……あの……」

　工藤君は口ごもる。

　ふっ。

　賢明で平和を愛するあなたは、どうこたえるべきか、わかっているはずよ。

「おれ、やっぱり……」

　そこで、いきなりニコッと笑うと、

「アクタガワがいちばんかわいいと思うな」

　……うまく逃げたわね。

「なんだよ、それーっ！」

　アクタガワの声は、動揺のあまりうらがえっている。

「とり消せよぉ！」

「いいじゃないか」

「あのなぁ！　なにがいやかっていうとなぁ、男にかわいいって言われることほど、いやなものはないんだからなっ！」

「あ。そっか。アクタガワ、しょっちゅう男からかわいいって言われるの、気にしてたんだよな」

「言ってるのは、お杉だけだよっ！」

　ところが、お杉君は、なんの反応もせず、アクタガワをじーっと見つめる。

　アクタガワは、少々びびった様子で、

「な、なんだよっ」

「……アクタガワ、工藤にかわいいって言われた」

　そして、お杉君はだまりこむ。

「なんだよ、その言い方！　なんなんだよっ！　はっきり言えよっ！」

　アクタガワはむきになってお杉君を問いつめる。

「なんでもない」

「なんでもないわけ、ないだろっ！」

「ん……。ちょっと、な」

「なにが『ん……。ちょっと、な』だよぉっ！　陰にこもった感情表現、するんじゃないよっ！　うらやましいなら、うらやましいって、はっきり言えよーっ！」

　ついに、アクタガワ、キレたわね。

　お杉君も、おもしろがって、からかうんじゃないわよっ。

　もう、この三人は、相手にならないわ。

　ここは、やっぱり、拓人にあたくしの美しさを語らせるべきだわね。

　……あら。

　彼は、どこ？

「あ！　これだっ！」

　となりの部屋で、拓人の声。

「品種、わかったよ。ほら。やっぱり、これだった」

　重そうなバラの図鑑をかかえて、出てきた。

　佐伯もいっしょ。

「このパパ・メイヤンっていうやつ」

　拓人は図鑑を開く。

「フランスで作られた四季咲き大輪。ハイブリッド・ティー系だね。やっぱり、きれいだなぁ」

　彼、ひょっとしたら、園芸部員どころの話ではなくて、すでにマニアの領域に達しているのでは？

　まあ、いいわ。

　美しいものに敏感だということは、いいことよ。

　だけど……。

　たまには、このあたくしの美しさをたたえてみては、いかが？
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　結局、花束は、佐伯のところに置いていくことにした。

　だからといって、断じて、あたくしが美しさにおいて、佐伯に屈したわけではなくってよ。

　あたくしの家は、ここから一五分ほど歩いたところにある。

　アクタガワ、工藤君、お杉君は駅の方向へ。

　だけど、途中まではあたくしといっしょ。

　拓人は買い物があるといって、別の道を行った。

　かどを曲がったとき、ふわりと、甘い香りにつつまれた。

　まあ、すてき！

　古いレンガづくりの洋館だわ。

　庭には、色とりどりのバラの花が咲き乱れている。

　アーチには、ピンクと白のつるバラ。

　そして、競いあうように咲いている、大輪のバラたち。

　こんなにたくさんの種類があるなんて！

　たとえば、おなじ赤でも、明るいものから、深い色彩のものまであって、さらに、オレンジがかっていたり、紫がかっていたり。

　むこうには、温室も見える。

　庭がそのまま、バラ園になっているんだわ。

　でも、ここの主人は、けっこうズボラなのかしら。

　レンガを積んだ高い塀は、なかばくずれてしまっているのよ。

　原形をとどめているところは二メートル以上あるけど、くずれて低くなっている部分は三〇センチほどの高さ。

　すでに古代ローマの遺跡のような状態だわよ。

　まあ、それがまた、退廃的な美しさをかもし出しているのよね。

「ここ、日本？」

　工藤君がおどろきをかくせない様子でいい、アクタガワは、

「この塀の状態から推理すると、昔は金持ち、今貧乏。もはや、修理する金もない」

　そして、お杉君は、シリアス口調で、

「農薬散布が大変だな」

　パチン。

　パチン。

　花ばさみの音だわ。

　住んでいるのは、どんな人？

　あ……男の子だわ。

　歳は、あたくしたちとおなじくらい。

　栗色の巻毛に、すきとおるような白い肌。

　彫りの深い上品な横顔は、まるで、ヨーロッパの貴族の子弟。

　たぶん、この子、ハーフだわ。

　あら。

　こっちを向いた。

　まあ！

　なんてすてきな笑顔！

　あたくしが連れてる三人とは、あきらかに質がちがうわ！

　気品ただよう西欧風美少年！

　学校ではちょっとお目にかかれない男の子だわね。

「こんにちは」

　なんて耳に心地よい声……。

　ハッ！

　当然、彼、あたくしに声をかけてくれたのよね！

　ああ、いけないわ。

　あたくしには拓人という人が……。

　美しいって、罪なことね。

　でも、あたくしのそばにいたいとお望みなら、とりまきに加えてあげてもよろしくってよ。

「こんにちはー！」

　く、工藤君……。

　あたくしがあいさつを返すまえに、元気よくわりこまないでいただきたいわね。

　西欧風美少年は、花ばさみと、かかえていたバラの花を、優雅な動作で地面に置いた。

　そして、ちょっとはなれたところに咲いている赤いバラを手折ると、こっちに近づいてきた。

　あっ！

　彼が手にしているバラの花、佐伯の家にとどけられたのと、おなじだわ！

　もしかしたら、あの花束は、彼がとどけたもの？

　だとすると、彼がいう「いちばん美しい人」というのは、あたくし？

　それとも……まさか、佐伯？

　ああ、佐伯だなんて、あたくしは、みとめなくってよ！

　だいたい、男の子の価値のわからない佐伯には、猫に小判よ！

　……まあ、あの花をとどけたのが、彼かどうかはわからないけど。

　彼は、くずれかけた塀に片手でふれながら、

「みなさん、ひょっとして、花園学園の人？」

「ええ、そうよ。あなたは？」

「ぼくは、私立の男子校に行ってる。あまり、雰囲気、あわないんだけど」

　でしょうね。

　彼にピッタリの学校なんて、日本には、まずないわね。

「あ。とつぜん、ごめんなさい。ぼく、朝あさ比ひ奈な杏あん里りっていいます。中学三年です」

「あたくしは、綾小路麗花。それから、こちらは、お杉君、工藤君、アクタガワ君よ」

　三人は、口々に、あいさつする。

「みんな、あなたと学年はおなじ。よろしくね」

　杏里は、パッと頰を染めて、うれしそうに、

「よ、よろしく……」

　けっこう、はにかみ屋さんのようね。

「アンリ君だなんて、フランス人の名前みたいね」

「……母がフランス人だから。でも、両親は、ぼくが小さいときに、死んでしまったんだ」

　ちょっと悲しそうに、目をふせる。

　男の子にはもったいないほどの、長いまつ毛。

　すぐに、彼は気をとりなおしたように、明るい声で、

「もし、よかったら、明日、もっと早い時間に来てよ。庭を案内するよ。このバラ、ぼくが育てたんだ」

「まあ、すてき。よろこんで、おじゃまするわ」

　あたくしがいったら、杏里はパッと顔をかがやかせる。

　茶色い瞳ひとみは、よく見ると、緑がかっている。

　神秘的な色彩。

「きっと、来てね」

　彼はいうと、手にしていたバラをさし出した。

「はい、これはきみに」

　と、ご指名されたのは、工藤君。

「ありがと」

　彼は素直に受けとった。

　男の子にとっては、花なんて、別にうれしくともなんともないでしょうけど。

　でも、杏里は、なぜ、工藤君にバラを？

　まさか、ハンサムな彼をライバル視しているとか？

　……ああ、いけないわ！

　あたくしのために、工藤君を敵視したりしてはだめよ。

　彼は単なる、とりまきのひとりなのよ。











第二章　まさに死に値する大罪ですわ！







　杏あん里りは、ティーポットから、六個のカップに紅茶をそそいだ。

　あたくし、佐さ伯えき、お杉すぎ君、工く藤どう君、アクタガワ、そして杏里の分。

　拓たく人とは今日はバイトでいない。

　カップもソーサーもスプーンも、見たところ、アンティークのようね。

　ここは、赤レンガを敷きつめたテラス。

　あたくしたちは、白い木のテーブルをかこんでいる。

「どうぞ」

　サンゴ色の唇から、耳に心地よい声がひびく。

　ほっそりとした指が、カップを運ぶ。

　風が栗色の前髪をゆらし、白い額が見えかくれする。

　いちいち、絵になる子だわねぇ。

　杏里は、極上の微ほほ笑えみを浮かべると、

「うれしいな。お客さま、めったに来ないから。ティーカップ、いちどにこんなにたくさん使うの、はじめてだよ」

　けっこう、この子、孤独なのかしら。

　学校に友達はいないの？

　近づきがたい容姿をしていることはたしかだけど……。

「あの……ほかに、この家に住んでる人は？」

　工藤君が遠慮がちにきく。

　ご両親は杏里が小さいころに亡くなったって言ってたわよね。

　まさか、こんな広い家で、ひとりぐらし？

「ぼくは、祖母と暮らしているんだ。父方の、ね」

　父方ということは、日本人ね。

「でも、彼女は、ほとんど家にはいない。今だって、別荘に行ってしまってるんだ。ぼく、あまり、おばあさまに愛されてはいないんだ」

「そ、そうなの？」

　悪いことをきいてしまったとさとり、工藤君はうろたえる。

　だけど、杏里は、もうなれているといったかんじで、

「おばあさまは、ぼくの両親の結婚には反対だったんだ。最愛の息子をうばったぼくの母を憎んでいるんだ。ぼくは、母親似だからね。おばあさまは、ぼくを見ると、母を思い出すんだろうね。小さいころから、かわいがられた記憶はないよ」

　まあ！

　なんてドラマチックな身の上なの！

　美しいうえに、不幸だなんて……。

　まるで少女まんがに出てくる薄幸の美少年だわ。

　だけど、これでいいのよ！

　やっぱり、美しい男の子には陰がなくてはね。

　なかなか、この子、ポイント高いじゃないの！

「ごめん。変なこと、きいちゃって」

　工藤君はカップをおくと、しずんだ声であやまった。

　あとの三人も、だまりこんでいる。

　どうやら、感動していたのは、あたくしだけだったみたいね。

「こっちこそ、ごめんね。暗い話、きかせちゃって」

　いいながら、杏里は笑顔を作る。

「ぼくは、もうなれてるから、気にしないで。それより、きみに暗いやつだって思われることのほうが、悲しいな」

「そんな……思わないよ」

　工藤君は真剣な顔でこたえる。

「よかった。せっかくできた新しい友達、失いたくないよ」

「あ。おれも」

「じゃあ、ずっと、ずっと友達でいてくれる？　圭けい一いち君」

「もちろんだよ」

「うれしい！」

　ふたりは、男の子同士で、盛りあがっている。

　このあたくしをさしおいて……。

　ちょっと、これは、ワナワナきてしまうわね。

　工藤君、あたくしの親衛隊員候補に、あたくしより先に近づくんじゃないわよ。

　いつもは、けっこう、人見知りする人が。

　ちょっとは、気くばりというものをしていただきたいものね。

　見たら、アクタガワは、工藤君と杏里にはさまれて、目をパチクリさせている。

　さっきから、この子、なんだかソワソワしていたのよね。

　口数も、彼にしては異様に少なかったし。

　どうも、杏里の持つ優雅な雰囲気のせいで、落ち着けないらしいわね。

　やっぱり、凡庸な男の子にとって、杏里は別世界の人なのね。

　でも、お杉君は、平然としている。

　最もこの家に場ちがいなかんじの人が、ね。

　佐伯も、お杉君とおなじく、変わらない。

　まあ、佐伯がおそれるのは、この世でただひとつ……あたくし綾あや小のこ路うじ麗れい花かの言葉だけでいいのよ。

「ねえ、見てほしいものがあるんだ」

　杏里は立ちあがった。

「新種のバラ。ぼくが作ったんだ。今朝、はじめて咲いたんだよ」

「へぇー、すごいな。品種改良までやってるんだ」

　工藤君は、目を丸くする。

「来て」

　いきなり、杏里は歩き出す。

　妙にウキウキした様子で。

　けっこう唐突な子だわね。

　スッと工藤君も自然な動作で立ちあがり、あとにつづく。

　でも、あたくしたちは、出遅れた。

　まだ、紅茶も充分あじわっていない。

　クッキーだって、手をつけてない。

　アクタガワは席を立ちながら、お杉君に小声で、

「あいつ……杏里って、なんだか変だよ。そう思わないか？」

「そうか？」

「そうだよっ。工藤に対する態度、おかしいよっ。妙になれなれしいじゃないか」

　そういわれてみれば……。

「お杉、おまえも、気がついてたんだろっ？」

「いや」

「うそだっ。おまえが気づかないわけ、ないじゃないかっ。きっと、あいつ、おまえと同類だぞっ」

　おお！

　なんという、おそろしいことを、アクタガワ！

　杏里は、あたくしのとりまき候補なのよ！

　工藤君に横どりされるなんて、そんなの、あたくし、許さなくってよ！

　アクタガワの言葉を受け、佐伯が、ボソリと、

「同類……？　同類、ということは……」

　アクタガワは「しまった」というように、顔をこわばらせる。

「……やはり、杏里君も、柔道部の部長さんなのでしょうか？」

　ガクッ。

　さ、佐伯……その思考回路、ぜったいに変よ！

　お医者さんか生徒指導の育いくちゃんにみてもらったほうがいいのではなくって？

　お杉君は、落ち着いたもので、アクタガワに、

「なんで同類だとわかる？」

「男の勘だよ」

「おまえ、いつのまに、その方面に敏感になったんだ？　……一体、なにがあった？」

　キラリ、とお杉君の目にするどい光が宿る。

「な、なにもないよっ」

「うそ」

「な、な、なんだよ、その言いかた！　いいかっ？　この勘は、もともと持って生まれたものなんだよっ！」

　するとお杉君、背中を向けて、余韻をもたせると、

「だったら、おれの気持ちに気づいてくれても、よさそうなものを」

「わーっ！」

　最近、お杉君、ますます過激にアクタガワをからかうようになったわね。

「ぼくは、そういう冗談が、いちばんきらいなんだよーっ！」

「冗談ではなく、本気ならいいのか？」

　おそろしいセリフをのこし、お杉君はバラ園の中をスタスタと歩いていってしまう。

　アクタガワは、つかれきった顔で、しゃがみこんだ。

「ほらっ。なにやってるのよっ。おいてくわよっ」

　あたくしがいったら、アクタガワは、なさけない声で、

「いっそ、おいていってほしいよー」

　けっこう、今回は、深刻な打撃を受けたようね。




＊




　ここは温室。

　新種のバラは、温室育ち。

　まだ、ひとつしか花を咲かせていない。

　白い花弁に、内側から紫色のぼかしが入っている。

　なかなか上品な色彩の大輪の花。

「すごいね。ほんとに、世界にひとつしかない花なんだね」

　工藤君は、しきりに感動している。

　杏里は、そんな彼の横顔を、うれしそうに見つめつつ、

「名前は、まだ決めてないんだ。よかったら、圭一君、きみがつけてくれない？」

　おお！

　やっぱり、彼、工藤君を気に入ってるわ！

「え？　おれが？」

　工藤君は、澄んだ瞳ひとみを大きく見開いた。

　だけど、すぐに、三枚目的動作で頭をかきながら、

「おれ、苦手なんだよな、こういうの」

「でも、ぼくも、苦手なんだ」

「こまったな」

「うん。ぼくも、こまってるんだ。だから、おねがい」

「じゃあ、アクタガワ、おまえ考えてくれよ」

　がくっ。

　いきなり、アクタガワに責任を押しつけるんじゃないわよっ。

　で、杏里には、

「こいつ、文芸部の部長だから、いろんな言葉を知ってるよ。おれなんかより、ずっといいのを考えてくれるはずだよ」

　杏里の笑顔が、しぼみかける。

　少なくとも工藤君よりは敏感なアクタガワは、当然、それに気づいている。

「工藤、おまえが考えろよ。杏里は、おまえに考えてほしいっていってるんだからさ。名誉なことじゃないか」

「えーっ。でも、おれ、こういうの、すごく苦手なんだよ。たのむよ。な？」

　工藤君は両手をあわせる。

　なにも、そんなにいやがること、ないのに……。

　杏里は、あきらかに、がっかりしている。

　だけど、すぐ、アクタガワに、

「じゃあ、きみ、おねがいできる？」

「いいけど……」

　アクタガワも、遠慮がちにひきうける。

　これは、すべて、工藤君がいけないわよ。

　杏里は、花弁を指さして、

「和風の名前がいいな。この白と紫が、雰囲気出てるでしょ？」

「和風ねぇ……。和風、和風、と……」

　アクタガワは、うでを組み、考える。

　で、ポンと手を打つと、

「大福餅」

「ダイフクモチ？」

　杏里は、けげんそうな顔で、くりかえす。

「うん。大福餅。このまわりの白いところが皮、中心の紫があんこ。まさに和風だろ？」

　そ、それは、あまりにもぞんざいな命名よ、アクタガワ！

　杏里は平静を保とうとしているけど、ほっぺたがヒクヒクしている。

　ところが、工藤君は、

「うまいっ！　それで決まりだよっ！」

　同意するんじゃないわよっ！

　この、無責任一代男！

　さすがの杏里も、今度ばかりは工藤君の意向にも賛成しかねるらしく、

「で、でも『大福餅』だなんて……あまりにもアバンギャルドすぎて、ちょっと、ぼくには……」

「でしょ？」

　アクタガワも、ニコーッと笑い、調子をあわせる。

　あの命名は、この大役をのがれようとする、彼なりの作戦だったのね。

　ところが、そこへ、お杉君がひとこと、

「ぼたもち」

「あっ！　それもすてがたい！」

　ど、ど、どこが、すてがたいのよ、工藤君！

　そんなもの、とっととすててきなさいよっ！

「……あ。でも、ぼたもちは、色が反対だよ。お杉、失格ね」

　工藤君、いいかげんにしてちょうだい。

　まじめにチェック入れるんじゃないわよっ。

　で、さらに、佐伯までが、

「葬式まんじゅう、というのはいかがでしょう？」

「あーっ！　それ、いいっ！　ぜったい、いいっ！」

　工藤君、あのね……。

　なにも、とどめをさすことないじゃないの。

　今は、バラの名前を決めているのよ。

　どこに「大福餅」やら「ぼたもち」やら「葬式まんじゅう」なんて品種があるのよ？

　杏里は、ワナワナふるえている。

　けっこう、彼、プライド傷ついたわよ。

　しかも、あのふるえかたからすると、けっこうほこり高い部類に入る子だわね。

　ふっ。

　これは、ますます、ほしいわね。

　杏里が、あたくしよりも工藤君に興味を持っているなら、それはそれでいいわ。

　作戦を変更すればいいことですもの。

　つまり、あたくしの魅力を使わずして、彼をものにする。

　ここは、工藤君をエサに、杏里を釣りあげようというわけよ。

　だいたい、絶世の美少年が、そのままあたくしのような絶世の美少女に、あっさりと心ときめかせてしまうなんて、ちょっと安易すぎて興ざめですもの。

　出会った瞬間にあたくしによろめかなかった男の子なんて、ますます希少価値があるというものだわ。

　杏里は、キッとアクタガワをにらんだ。

　アクタガワは、ギクリとする。

　それを見とどけると、杏里は目をそらし、

「ぼく、『大福餅』に決めたよ」

　無理に笑顔を作ったけど、目が笑ってない。

　あーあ。

　工藤君にまかせたのが、いけなかったわね。

　まあ、「ぼたもち」や「葬式まんじゅう」よりは、ましでしょうけど。

「大福餅、か。ぴったりだな。さすがは、アクタガワ。センスいいよ」

　工藤君は、大満足。

　かえって、アクタガワのほうが、おどおどしている。

　本人は、まさか本当に「大福餅」になるとは、思っていなかったようね。

　一方、杏里は、必死に頰のひきつりをおさえている様子で、

「圭一君、おねがいがあるの」

「え？　なに？」

「玄関に、鉢植えのバラがあるんだ。それを、持ってきてくれない？」

「いいよ」

「赤い花で、素焼きのポットに植えてあるの」

「わかった」

　工藤君は、去っていった。

　杏里は、そのスラリとしたうしろすがたを、幸せそうなまなざしで見送る。

　が、しかし！

　工藤君が温室の外に消えたとき、杏里の微びし笑ようも消えた。

　彼は、アクタガワに視線をうつす。

　アクタガワは、笑ってごまかそうとした。

　けれども、杏里は、いきなり先をこしてクスッと笑うと、

「きみって、はっきりいって、ギャグまんが顔だね」

　おお！

　いきなり真実を語るとは、どういうつもりっ？

　アクタガワは、声も出ない。

　ただ、めがねの奥の大きな目を、まん丸にする。

　杏里はわざとらしく、

「あ。気にさわったら、ごめん。だけど、はっきりいって、ぼく、顔がギャグまんがしてる子とは、あまりあわないみたい」

　けっこう、トゲも持っていたのね！

　さすがは、バラ園の美少年だわ！

　ここまでくると、アクタガワも、だまってはいない。

「お、おまえねぇ、自分のいってること、変だと思わないっ？　大福餅のことで頭にきたなら、そういえよっ！　ぼくだって、あれは、悪かったって思ってるんだからっ！　あやまるよっ！」

「ふーん。きみって、けっこう、短気なんだね」

「ええ、短気ですよ！　いつも、みんなに、いわれてますよ！」

　アクタガワってば、なに、プリプリしてるのよっ。

　これでは、あたくしまでが、杏里に悪い印象を持たれてしまうわ！

　ここは早いところ、彼をあたくしのとりまきのひとりにしたいのに！

「アクタガワ君、いいかげんになさったら？　杏里君に失礼ですわよ」

　あたくしは、いつもの気品あふれる言葉づかいを、さらにグレード・アップさせる。

「冷静に考えていただけませんこと？　あなたがギャグまんが顔だということは、否定しようのない事実ですのよ。おわかり？」

　この程度の発言は、許されるわよね。

　彼がいちばん気にしていることは、「ギャグまんが顔」じゃなくて「素顔が美少女」だものね。

　アクタガワは杏里には反撃したものの、あたくしの言葉には絶句する。

　さあ、ここで一発、ビシッと決めるわよ。

「そのうえ、美しいバラを『大福餅』などと呼ぶとは、これぞまさしく、美に対する冒ぼう瀆とくですわ！　すなわち、美しいこのあたくしに反旗をひるがえしたことにもなりますのよ！　まさに死に値する大罪ですわ！」

「そうかー？」

　背後で、お杉君がひとりごとのようにいう。

　うるさい人ねっ。

　一方、杏里は、あたくしの言葉で力を得たらしい。

　アクタガワに、きっぱりと、

「悪いけど、帰ってくれない？　きみは、この家にはふさわしくない」

「いわれなくても帰りますよーだ！」

　むきになって言い、アクタガワはおこったような足どりで温室を出ていった。

　変なところで、子供っぽいんだから。

　杏里は、うっすらと笑った。

　どこか退廃的なものをかんじさせる、妖しい微笑み。

　そして、彼は、お杉君に視線をうつした。

　ふたりの目があう。

　けれども、お杉君は心動かされた様子もなく、

「言っておくが、アクタガワはああ見えて、じつはかわいいぞ」

「あ・そ」

　杏里はわざと冷たい口調でいう。

「ぼく、きみみたいに見るからに野蛮な人とも、仲よくできそうもないな」

　やっぱり、彼、「ぼたもち」のことも根に持っているんだわ！

　ふっ。

　このように、正統派美少年は、あつかいにくくなくちゃね。

　それでこそ、飼いならす楽しみがあるというものよ。

　で、当然、お杉君は、この程度では動じるはずもなく、

「ちょうどよかった。おれも、居づらくなっていたところだ」

　平然というと、背を向ける。

　そして、スタスタと出ていってしまった。

　のこるは「葬式まんじゅう」佐伯。

　杏里は佐伯をまっすぐに見つめた。

　さあ、くるわよ。

「ぼく、美しくない人には興味ない」

　ふふっ。

　彼、佐伯のかくされた美貌には気づいてないようね。

　そのほうが、あたくしには、つごうがいいわ。

　佐伯は、クソまじめな調子で、

「わたしも、自分は場ちがいなところにいるのではないかとかんじていたところです」

　どうも、佐伯ったら、心底そうかんじていたようね。

　で、あたくしに向かって、

「では、門の外でお待ちしております」

　そして、温室から出ていった。

　甘い花の香りたちこめる温室に、あたくしと杏里はふたりきり。

　ああ、傍から見れば、なんて絵になる光景でしょう。

「麗花さん」

「なぁに？」

「圭一君って、日に焼けた肌が男らしくて、かっこいいね」

　がくっ。

　いきなり、工藤君の話題？

　そんなことより、目前の、この綾小路麗花の「美」を愛めでてはいかが？

　顔のわりに、大ボケかます人なのね。

　でも、まあ、ここは余裕を見せて――。

「彼、サッカー部のレギュラーですもの。しかもフォワード。女の子にもてるわよ」

「ふーん。サッカーやってるんだ……。ぼく、病弱だから、うらやましいな」

　ちょっとさびしそうにいう。

　だけど、パッと顔をあげると、いきなり、

「あなた、圭一君の、なに？」

　こ、この質問は……。

　たらーっ。

　やっぱり、彼、ひたすら工藤君に興味があるんだわ。

　でも、ここは、うろたえてなるものですか。

　あたくしは、きっぱりと、

「彼のお父さまのつとめ先の、社長の娘ですわ」

「じゃあ、別に恋人でもないんだ」

「ええ。彼はあたくしのとりまきのひとりですわ」

　杏里の目がキラリと光る。

　やっぱり、これは羨せん望ぼうの光？

　でも――。

　なかなか、おもしろくなってきたわね。

「彼が気に入ったようね」

「ええ。とっても」

「あたくしの配下に入れば、彼といっしょにいることができてよ。いかが？」

　杏里はなにもこたえず、フッと笑った。

　自分を安売りしないつもりね？

　これは、ますます、ほしいわね。

　そのとき、工藤君がもどってきた。

「おまたせー。……あれ？　みんなは？」

「お杉君の特訓のために、もどったわ。そろそろ拓人が来るころだし」

　あたくしはフォローした。

「なんだー。つまんないの」

　工藤君の手には赤いバラの鉢植え。

　佐伯のマンションにとどけられた花束とおなじ品種だわ！

「これ、どこに置けばいい？」

「きみにあげる」

「えっ？」

「最初は花束。つぎには一輪のバラ。そして、今度は鉢植え。気づいてくれた？　みんな、おなじ花だよ」

　ああっ！

　やっぱり、あの花束は、杏里からだったんだわ！

　なら、あれは、あたくしでも佐伯でもなく、工藤君にだったのっ？

　それじゃあ、それじゃあ……。

　杏里のいう「いちばん美しい人」って、工藤君だったんじゃないのっ！

　たしかに、杏里が工藤君をおそろしく気に入ってるのは、あたくしにだってわかったわ。

　でも、「美しい人」といわれたとき、だれもが最初に連想するのは、このあたくし綾小路麗花よ！

　工藤君にプレゼントしたいなら「いちばんハンサムな人」っていえば、それで一発で通じるものを！

　それを、わざわざ「美しい人」ですって？

　なんて、言葉を知らない人なの！

　だけど……。

　まあ、正統派美少年だから、大目に見てあげるわ。

「美」こそがすべて――というのは、いい心がまえですもの。

「……花束？　おれ、もらってたっけ？」

　ほーら、ごらんなさい！

　工藤君にだって、通じてないじゃないの！

　ところが、杏里は、ペースをくずしはしなかった。

「赤いバラ。花言葉は〈愛情〉」

　フッと笑い、頰にかかった髪を人差し指ではらう。

　今度は、優雅というよりは、こびるような動作。

　こ、この子、かなりの高等技術を持っているじゃないの。

　さすがは正統派美少年。

　ところが、工藤君には、それが通じなかったらしく、

「おまえって、なんか、変なやつだよなー」

　そういって、へらへらと笑う。

　無理もないわね。

　杏里みたいなタイプは、彼、はじめてなのよ。

　しかし「変なやつ」はあんまりではなくって？

　さすがの杏里もほっぺたをひきつらせた。

　だけど、ググッと顔の筋肉に力をこめ、ひきつりをのばし――。

　顔面は原形にもどった。

　すごい技だわ！

　さすがは正統派美少年！（さっきから、こればっかりだわね）

　唐突に、杏里は話題を変えた。

「ぼくの夢はね、品種改良で、青いバラを作ること。だれも作ったことのない、青いバラを」

　緑がかった茶色い目が、夢みるようなやわらかい光を宿す。

「いまだ、この地球上に存在したことのない青いバラ。それを、この手で、作る。ぼくは、ぜったいにあきらめないつもりだよ」

「へーえ。そりゃ、すごいや」

　工藤君は心底、感心している。

「成功したら、その花に、きみの名前をつけたいな。圭一、って」

　おお！

　すでに、魚（＝杏里）はエサ（＝工藤君）にくらいついてるわ！

　あとは、慎重に、エサをこっちにひきもどせばＯＫだわ。

　ふふっ。

　あたくし、なにがなんでも、この朝あさ比ひ奈な杏里を手に入れてみせてよ！
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　朝、廊下で、バッタリ会うなり、アクタガワは、

「もーっ。綾小路さん、なんとかしてよー、あの朝比奈杏里！」

「そうよね……」

　あたくしは考えこむ。

「なんとかして、あたくしの親衛隊に加えたいものだけど……ここは慎重にいったほうが、よさそうだわ」

「やめてよーっ！」

　アクタガワは力をこめていう。

「なんとかして、工藤をあいつから引きはなしたいっていうのにっ」

「まあ。どうして？」

「だって、あいつ、見るからにあぶないじゃないかっ。工藤が心配だよっ。ぼくやお杉とちがって、工藤はほんとに純真なんだからっ」

「それはそうだけど……そのほうが、あたくしにとっては、利用しやすくてつごうがいいわ」

「え？」

　アクタガワの表情は、不安にかげる。

「ふふっ。工藤君をエサに、杏里を釣るのよ。どう？　すごい作戦でしょ？」

「あ、あ、綾小路さん……な、なに考えてるんだよーっ！　工藤はミミズかよーっ？」

「ホホホ。エサが最高なら、かかる獲物も最高よ」

　アクタガワはなにか抗議しようとしたらしいけど、それをのみこみ、あきらめたように、ため息をついた。

「工藤の愛情運の悪さも、ここに極まったよなー。女運だけをとっても最低なのに、今度は、あんな変な野郎に好かれて……。男は、お杉だけにしてほしかったよなぁ。もう、ぼくも、神経もたないよっ」

「なんだか、あなたって、苦労性よね。ひとりで、あたふた、もがいてて」

　あたくしがいったら、彼はがくぜんとする。

　どうやら、はじめて受けた指摘であるうえ、図星だったようね。

「と、とにかく、撃退されてないのは綾小路さんだけなんだからねっ。がんばって、工藤をやつの毒牙から守ってよねっ」

「どうして、あたくしが、工藤君を守らなくちゃなのよ」

「だって、ぜったい、杏里はあぶないやつだよっ。あんな変なのにとりつかれちゃって、工藤の青春はどうなるんだよぉ……」

「あら。平気よ」

「平気じゃないよっ。平気に見えるのは、綾小路さんが欲の皮つっぱらせてあいつを見てるからだよっ。杏里がほしい、杏里がほしい――って」

　ベシッ！

　あたくしは、カバンでアクタガワの頭をたたいた。

「い、いたいなーっ。なにすんだよーっ」

「下品なこと、おっしゃらないで！」

「本当のこと、いっただけじゃないかーっ」

　あたくしは、ふたたび、カバンをふりあげる。

「あたくしの華麗なる平手打ちは、あなたなんかには、もったいないわ！　これで充分よ！」

　アクタガワは、あとずさりつつ、

「あっ……。も、もったいのうございます！　ぼくなんかのために、綾小路麗花さまのカバンが使用されるなんて！」

　そういうと、バッと近くの教室にとびこんだ。

　ふんっ。

　最近、逃げ足がはやくなったようじゃないの。











第三章　あなた、どういうおつもりっ？







　あたくしは、工く藤どう君をエサに、バラ園に釣り糸を垂らした。

　ねらう魚は、バラ園の主・朝あさ比ひ奈な杏あん里り。

　あっ！　浮きが沈んだ！

　糸が引いてる！

　かかったんだわ！

　獲物は大きい。

　さあ、ここで糸を引くのよ、綾あや小のこ路うじ麗れい花か！

　で、でも、この魚……すごい力だわ！

　くくっ……。

　だけど、あたくしの魅力とプライドをよりあわせた糸は、そう簡単には切れたりしなくってよ！　負けるものですか！

　――と、いわば、こういうわけよ。今の状態って。
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「ひどい。だれが、こんなことを……」

　工藤君はそれっきり、絶句した。

　目の前には、メチャメチャにされたバラの木。

　この庭の中でも、けっこう、立派だった一本よ。

　花や葉はむしられ、枝はボキボキに折られている。

　地面には、オレンジ色がかった黄色のつぼみが、散らばっている。

　だれかが悪意を持ってやったことは、あきらかだわ。

　杏里は、ぼうぜんと立ちつくしている。

　ひどくショックを受けているようだわね。無理もないけど。

「だれのしわざか、心あたりないの？　たとえば、あなたをうらんでいる人がいるとか……」

　あたくしがきいたら、工藤君がとがめるようなまなざしを送ってきた。

　な、なによっ。

　別に、これぐらいはきいてもいいでしょ。ひとつの可能性として。

　まったく、工藤君ったら、必要以上に平和主義してるんだから。

「ひどいよ……！」

　やっとのことで、杏里は声をしぼりだした。

「ぼく、圭けい一いち君に贈るつもりだったのに！　いっしょうけんめい、育てていたのに！」

　それはお気の毒にねぇ。

「きっと、だれか、ぼくたちが仲いいのをやっかんでるやつのしわざだよ！」

　あら。

　それって、あたくしのことかしら？

　だったら、いい度胸だと、ほめてあげるわ。

　でも、そこまで言われるようなこと、あたくしはしてないわよ。

「わかってるよ。圭一君って、人気あるものね。だけど、ぼくは、おばあさまにもうとまれている、きらわれ者。きっと、麗花さんのいうとおり、ぼくはだれかにうらまれてるんだ！」

「そんな……杏里をうらんでるやつなんて、いないよ」

　工藤君はいった。

　けど、そんなの、ただの気やすめでしかないわよね。

　杏里に嫉妬する可能性のある人といえば、花はな園ぞの学園には、アケミをはじめとして、ザッと一〇〇万人ほどいるもの。

　その中には、お杉すぎ君もいたりして……世の中って、複雑ね。

　まあ、やきもちなんて高等な感情、お杉君が持ちあわせているかどうかは、あたくしにはわからないけど。

「ぼく、きっと、どこかの女の子に殺されるんだ！　このバラのように！　……そんなの、やだよ！」

　杏里は言い放つと――。

　いきなり、工藤君の胸にとびこんだ！

　こ、この子、けっこう、大胆じゃないの……。

　恥ずかしげもなく、こんな行動に出るなんてっ。

　小学校の「道徳」や中学校の「保健体育」の教科書には記されていない行動パターンだわ！

　さあ、優等生・工藤君、どう出る？

「女の子に殺される……？」

　工藤君はキョトンとして、杏里の言葉をくりかえした。

　杏里は工藤君にすがりついたまま、うるんだ瞳で、ヒタと彼を見あげる。

　そして、工藤君は――。

　いきなり、杏里の両肩をつかんだ。

　杏里は、ハッと身を硬くする。

　ああ、いけないわ、工藤君！

　一時のムードで、禁断の愛の世界に足をふみいれてしまうなんて！

　グイッ。

　工藤君は、もたれかかる杏里を、ムードもクソもない動作でひきはがした。

　そして、妙にさめた声で、

「あのさぁ。落ち着いて、考えてくれよ」

　ひとりで盛りあがってた杏里は目をパチクリさせる。

「だれかと仲よくしたぐらいで、殺される？　ふつう」

　そ、それは、もっともだわね、工藤君。

「だいたい、お杉もアクタガワも、殺されそうになったことなんて、一度もないぜ。アクタガワとは、仲よくなって一年たってないけど、お杉なんて、一〇年以上のつきあいだよ。あいつらでさえ平気なのに、杏里が殺されるはずないだろ？」

　工藤君、その説明って……。

　つまり、杏里に対して特別な感情が入る可能性なんてないということよね？

　しかも、友達としては、アクタガワやお杉君ほど親しくなってはいないということをみとめているわけよね？

　杏里も、工藤君の考えを理解したらしい。

　くやしそうに、無言のまま、唇をかみしめる。

　そんな古典的・少女まんが的感情表現も、彼にはサマになってるのよね。

「結局、圭一君も、ぼくのことなんて、全然気にかけてくれてないんだ！」

「え？」

　これまでの人生では縁のなかったセリフをぶつけられ、工藤君はとっさに反応できない。

　ふつうの男子中学生は、こんなセリフを友人の口から聞かされるなんてこと、ないでしょうしねぇ。

　杏里の日常が美少年耽たん美び小説だとすると、工藤君の日常は単なるさわやか学園物。

　日常世界のギャップは、ふたりの会話にタイム・ラグをもたらした。

「もう、圭一君なんて、知らない！」

　杏里は、ダッと駆けだした。

　工藤君はあっけにとられている。

　もうっ！

　じれったいわね！

「追うのよ！」

　あたくしが命じたら、

「あ……うん」

　工藤君は、杏里を追って駆けだした。

　すでに、杏里は、茂みの向こうに消えてしまっている。

　工藤君……あなたはエサなんだから、もっとしっかりしてちょうだい。

　ガッシャーン！

　なにかがこわれる音。

　と同時に、杏里の悲鳴。

　ガシャーン！

　ガシャーン！

　なに？

　たてつづけに……。

　あたくし、思わず駆けだす。

「どうしたのよっ？」

　杏里と工藤君は、地面に身を投げ出していた。

　すぐそばには、こわれた植木鉢が三つ。

　それぞれ、赤、白、ピンクのミニ・バラ。

　杏里は、上体をおこしつつ、ふるえ声で、

「いきなり、塀のうえにあった鉢植えが落ちてきたんだ。圭一君がとっさにつきとばしてくれなかったら、今ごろ……」

　そこまでいって、バッと立ちあがると、

「圭一君、きみは、ぼくの命の恩人だ！　これからは、きみが望むなら、ぼくは、なんだってするよ！」

「な、なにもしてくれなくていいよ……」

　工藤君は、ヨロヨロと起きあがりつつ、

「命を失わなかっただけ、めっけもんだよ……」

　どうやら、工藤君のほうが精神的ダメージが大きかったようだわ。

　杏里はピンピンしているどころか、あきらかに、この状況に盛りあがっている。

　彼は思いっきりシリアスな顔を作ると、

「やっぱり、だれかが、ぼくの命をねらっているんだ！」

　……うーん。

　そうねぇ。

　あたくしも、そんな気がしてきたわ。

　工藤君も、やっぱり、否定できない。

　それでも、ちょっとは反論したいらしく、

「でも、だれが、そんなことするんだよ」

　そのとき、杏里はハッと塀のほうに視線をはしらせた。

「だれっ？」

　塀が大きくくずれているところ。

　そこには、あたかも盗み聞きしているかのような影！

　そして、影は動き、その主があらわれた。

「お杉君！」

　彼は仏頂面のまま、箱をひとつ、こっちにさし出した。

「お嬢さん。佐さ伯えきさん手作りのカボチャのプリンです。三人でどうぞ、ということです」

「まあ。おつかい、ごくろうさま。佐伯も、気がきくわね」

　あたくしが、その箱を受けとったとき。

「ま、まさか、杉すぎ本もと君、きみが、あの鉢植えを落としたんじゃ……」

　杏里が、おびえた顔できいた。

　しかも、すでに彼、ちゃっかりと、工藤君のうでにすがりついている。

「杉本君……ぼくの命をねらっているのは、きみなの？」

「まさか！」

　すかさず否定したのは、お杉君本人ではなく、工藤君。

　でも、命はねらわなかったとしても、いやがらせという可能性はあるわよ。

　まあ、お杉君なら、もっと気のきいたいやがらせをするでしょうけど。

　で、今度は、工藤君、お杉君に向かって、

「ちがうよな？」

「……綾小路さんでさえもしない外道なまねを、おれがするとでも思うか？」

「そうだな」

　工藤君は納得したようにうなずく。

「ちょっとっ！　あなたがた、失礼よ！　ふざけてる場合じゃないのよ！」

「ふざけてなんかいませんよ。おれは本気です」

　お杉君……あなた、かなりの無礼者ではなくって？

　そのとき、杏里が、

「杉本君、きみ、おもしろがってるんだねっ？　ぼくがこんな目にあって、それを、よろこんでるんだねっ？」

「よ、よせよ」

　工藤君は杏里をなだめようとしたけど、杏里はかなり興奮しているらしく、ふるえ声でつづける。

「これがきみのしわざじゃないというのは、信用してもいいよ！　いや、そう信じたいぐらいだ！　でも、きみは、おもしろがっている！　ぼくにはわかるよ！」

　うそおっしゃい。

　この程度で、お杉君がおもしろがるわけないじゃない。

「杉本君には、わからないんだ！　ぼくが、どんなにこわい思いをしたかなんて！　ぼくは、ひとりぼっちなんだ！　だれも、ぼくを守ってなんかくれないんだ！　圭一君は別として！」

　お杉君は、表情を変えない。

　というか、あっけにとられてしまって、表情が変えられないのかもしれないわね。

　工藤君は、ほとほと、こまりはてている様子。

「お杉、おまえ、なんとかいえよ。ちがうなら、しっかり否定しろよ」

　すると、ようやく、お杉君は、

「おれは、やってない。おもしろがってもいない」

　だけど、杏里の目には、まだ不信の色がある。

　工藤君は、この程度の弁解では、まだまだ充分でないと見たらしい。

　さらに、お杉君に、

「ほんとうに、おまえはやってないし、おもしろがってもいないよな？」

「ああ。命かけるよ」

　お杉君はきっぱりという。

　工藤君は、杏里を安心させるように、

「ほら。お杉は、ああいってるよ」

　不安は消えたようだけど、なぜか、杏里は不満げな顔になる。

　お杉君が悪人でなかったのが、残念なのかしら？

　一方、お杉君はしゃがみこむと、木の枝をひろって、それで地面をひっかく。

　で、顔をあげると、工藤君に、

「ほら、『命』かけた」

　地面には「命」という字が書かれていた。

　たちまち、杏里は、おびえのまざった不信のまなざしをお杉君に向ける。

「お杉、おまえなぁ！　どうして、ここで、茶化すんだよっ！　時と場所と状況をえらべよっ！」

　工藤君はしかりつけ、杏里は、

「もう、杉本君のいうことなんて、信じないから！　ぼくの命をねらったのも、きみなんだ！」

　言い放つと、ダッと駆けだした。

「杏里！」

　あわてて、工藤君は、あとを追う。

　ちゃんと要領がわかったようね。

　ふたりのすがたは、バラ園に消えた。

　お杉君は「命」を書き終えた姿勢のまま、それを見送った。

「ばかね！　これで、完全に、信用失ったわよ！　あそこで、受けようなんてバカな気おこすからよ！」

「昔、この手でよく工藤にかつがれたことを思い出して、つい……」

「なにが『つい』よ」

「でも、工藤と杏里は、見事にひっかかりましたよね。お嬢さんも、ひっかかったでしょう？」

「あたくしは、ひっかかってなんかいないわ！」

「あいかわらず、徹底した負けずぎらいですね」

　お杉君は木の枝をほっぽり出し、鉢植えの残ざん骸がいをかたづけはじめる。

　鉢は粉々だけど、バラの木は無事みたい。

　あたくしは、お杉君から渡された箱を開けてみた。

　ホイップ・クリームとミントの葉でかざられたカボチャのプリンが三つと、プラスチック・スプーンが入っていた。

　あたくしはひとつを取った。

「お杉君、あとのふたつ、あげるわ。食べていきなさいよ」

「いいんですか？」

「ええ。どうせ、ふたりは、もどってこないわよ。あなた、杏里にきらわれたもの。ふたつとも、あなたのものよ」

「きらわれたけど、ラッキー」

　ボソッといいながらも、おかたづけ作業はやめない。

　けっこう、まめな性格だったのね。

　そのとき、あたくしの脳裏に、パッとおそろしい推理が浮かんだ。

「あ、あなた、まさかとは思うけど、カボチャのプリンを食べたいがために、杏里を消そうとしたとか？」

「いいえ。ただ――」

「ただ、なによ？」

「ただ、途中でこっそり三つとも食って、なにくわぬ顔をしてもどろうかとは、何度か思いました。正直いって」

　……ほんとに正直な人ね。

「ほら。あとかたづけは、いいわよ。ほっとけば杏里がやるわ。それとも、あなた、じつはそれをかたづけなくちゃならないようなこと、したわけ？」

「植木鉢を落としたのは、おれじゃありませんよ」

「おれじゃない、って……。じゃあ、あなた、だれのしわざか、知ってるの？」

「塀の外で見ましたよ。その犯行現場」

「だ、だれのしわざよっ？」

「女の人でした。二〇歳ぐらいの。塀の上にあった植木鉢を、つぎつぎと内側に落としていったんです」

「な、なんで、それをいわなかったのよっ！」

「いいにくかったんです。杏里が、あんなに盛りあがっていたから……」

「あ、あなた……ひょっとして、バカ？」

　あたくしが、がくぜんとしていったら、お杉君はきっぱりと首を横に振り、

「じつは、その女、杏里とそっくりだったんですよ」

「ええっ？」

「髪の毛は長かったけど、あんな色してました。顔も、そっくりでした。目の色も、おなじでしたよ」

「じゃあ、お姉さん？」

「そんなところでしょうね。あれだけ似ていれば」

「だとしたら、どうして、彼の命をねらうのよっ？　まさか、骨肉の争い？　……でも、お姉さんがいるなんて、あの子、ひとことも言ってなかったわよ！」

「不思議ですねぇ」

　お杉君は、のんびりという。

　逃げたわね。

　……あっ！

　もしかしたら、バラの木をメチャメチャにしたのも、彼女なのっ？

　だとすると、彼女、相当、杏里を憎んでいるのではなくて？

「お嬢さん」

「なによ」

「杏里、釣れそうですか？」

「なんで、そのこと、あなたが知ってるのよっ？」

　……あっ！

　アクタガワがしゃべったのね！

「どうでもいいですけど、エサ、とられないようにしてくださいね」

「うるさいわねっ。よけいな口出ししないでちょうだいっ。今度は、あなたをエサにするわよっ」

「やめてください」

　ちょっとだけ、お杉君、青ざめた。

　どうやら、硬派の彼にとって、キラキラピラピラの杏里は苦手な部類に入るようね。

　そろそろ、杏里は落ち着いたころかしら。

「あたくし、もう、行くわ。佐伯には、おいしかったと伝えておいてちょうだい」

　お杉君に言い、あたくしはその場をはなれた。
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　パチン。

　パチン。

　工藤君は、花ばさみで、紫のバラを切っている。

　杏里が部屋にかざるのだとか……。

　で、杏里はひとり、テラスで優雅にバラの写真集をながめている。

　ちょうどいいわ。

　今なら、工藤君に聞かれる心配はない。

　あたくしは彼の背中に向かって言った。

「真犯人、教えてさしあげるわ」

「え？」

　彼はふりむく。

「さっき、あなたの命をねらった人よ」

　杏里は形のいい眉をひそめる。

「あなたとそっくりな女の人のしわざよ。二〇歳ぐらいで、髪が長い」

「……そんな人、知らない」

　杏里はいったけど、語尾が少しばかりふるえた。

「お杉君は、それを目撃してるわ」

「彼は、うそをついてるんだよ」

　そういって、そっぽを向く。

「うそをついてるのは、どなたかしら？　あなたは、彼女を知っているはずよ。歳が近くて顔がそっくりだっていえば、お姉さんよね？　どうして、あなたは、他人を中傷してまで、彼女の存在をかくそうとするわけ？」

　ふっ。

　ここは、落ち着いて、追いつめてさしあげてよ。

　彼がすっとぼけていることは、あきらかですもの。

「だいたい、想像はつくわ。他人に知られてはならない秘密なんでしょ？　たとえば、財産をめぐる骨肉の争いとか……」

「ちがう！」

「ふふっ。とりみだしちゃって、変な方」

　あたくしは、余裕を見せて、微ほほ笑えむ。

　正真正銘本物のお嬢さまの実力を、見せてさしあげてよ。

「まあ、あたくしも、深くは追及しないことにするわ。命がおしいもの」

　そして、自分が最も美しく見える角度で、彼を見ながら、

「工藤君には、だまっておいてあげるわ」

　杏里は、いぶかしげな目で、あたくしを見る。

　そんなにおびえなくっても、よろしくってよ。

「ねえ、杏里君、あたくしのとりまきのひとりにならない？」

「あ、あなた……なんて人だよ！」

　杏里の声は、完全にうわずっていた。

「ふっ。あたくし、人間関係においては、さまざまな交渉が必要だと思うの。これも、そのひとつ。……どう？　あたくしのそばには、いつも工藤君がいるわよ」

　杏里は、ゴクリとつばをのみこんだ。

　そして、むこうにいる工藤君を、ちらりと見る。

　心はグラグラとゆれているようね。

　工藤君は、あたくしと杏里が見ているのに気づき、仕事の手をやすめた。

　で、にっこり笑う。

「さあ、どうする？　今すぐ、あやしいお姉さんのこと、彼に話してもいいのよ。イエスかノーか、はっきりさせてちょうだい」

「うっ……」

　杏里は絶句した。

　工藤君は、紫のバラの束を手に、こっちに来る。

「さあ、杏里君、お返事は？」

　あたくしは、ささやき声で、杏里に返答をせまる。

　そのとき、いきなり――。

「ああっ……！」

　杏里は左胸をおさえると、その場にくずれるように、しゃがみこんだ。

「杏里！」

　おどろいて、工藤君が駆けよる。

「どうしたんだよっ！　どっか、悪いのかっ？」

　仮病？

　でも、息が荒い。

「発作……。よく……あるんだ。ぼく、三歳のとき……お医者さまに……あと半年の命だっていわれたんだ」

　苦しげに、言葉をしぼりだす。

　仮病なんかではないんだわ！

「ぼくが……生まれたせいで……お母さまは亡くなった。これは……当然の……むくいなんだ……」

　苦痛に顔をゆがめながらも、不幸な身の上を語る余裕は、さすがだわ！

　――じゃなくって。

「解説は、あとまわしにしてちょうだい！　ひとりで盛りあがるんじゃないわよっ！　あなた、どこが悪いのよっ？」

「し、心臓……。右心房と右心室の間が……ぼくの場合……」

「だから、解説はいいわよっ！　理科の授業、思い出すじゃないっ！　あなた、かかりつけのお医者さんはいないのっ？　どうすれば、発作がおさまるのよっ！」

「薬……」

「どこにあるのよっ？」

「キッチンの……冷蔵庫の上」

「工藤君、取ってきてちょうだい！」

「うんっ」

　工藤君は、駆けだした。

「しっかりするのよ！」

　あたくしは、杏里の肩に手を置いた。

　なんて、この子、たよりなげな肩をしているのかしら。

　不幸は、ますます、彼を美しく見せるのね！

「麗花さん」

　一瞬、あたくしは、わが耳をうたがった。

　うつむいたまま、いきなり、彼はクスクスと笑ったのよ。

　あたくしは、ギョッとして手をはなす。

「うまくひっかかったね」

　そして、杏里はスッと立ちあがる。

　ひえーっ！

　あたくし、思わず、しりもちをつきそうになる。

　杏里は薄笑いを浮かべ、あたくしを見おろす。

　なんて人なの！

　あたくしも、バッと立ちあがった。

「だましたのね！」

「ごめんね。ほんとうは、ぼく、男の子をだますことにしか、興味ないんだけど」

「なんですってっ？」

「だって、女の子にはまったく興味はないもの。正直いって、ほんとに、全然、少しも、まったく、これっぽっちも」

　そ、そこまで強調するということは……。

　このほこりたかく美しい綾小路麗花も永遠にアウト・オブ・眼中――つまり、眼中にない！

　しかも、未来永えい劫ごう、崇拝する可能性もゼロということではなくって？

　ハッ！

　あたくし、今、はじめておそろしい事実に気づいた。

　もし、杏里をとりまきに加えたとしても……彼は、いつ、あたくしをおとしいれ、あたくしにとって代わろうとするか、わかったものではないわ！

　工藤君だけでなく、お杉君もアクタガワも、けっこうポイント高いもの。

　それに……おお！　拓たく人とがいるわ！

　杏里が、もし、拓人をほしいと思ったら……！

　綾小路麗花、最大の危機だわ！

　ああ、なんというアンビリーバボゥ！

　ハッ！

　こんなふうに、怒ど濤とうのシリアスしている場合ではなかったわ！

　ここは、一刻も早く、反撃しなくては！

「よくもだましたわね！　あなた、どういうおつもりっ？」

「だって、不幸に見えたほうが、ぼくって美しいでしょ？」

　うっ……。

　なんなの、この子？

「――なんていうのは、冗談。まあ、ちょっとは本気だけど。本当の目的は、麗花さん、あなたとふたりきりになること。さっきの話のつづきをするために、ね」

「ま、まあ……。感心ね」

　ついに、開き直ったようね。

　それにしても、けっこう、この子、あなどれないのでは？

「ぼくを殺そうとした人、たしかに姉だよ。名前は麻ま里り衣い。一九歳」

　そして、彼は、冷ややかな微びし笑ようを浮かべた。

「彼女は、この家に入ることを、許されていない」

　許されていない？

　この家の事情って、一体、どうなっているの？

　だけど、こんなことでびびっていては、はじまらないわね。

　ここは、落ち着いて……。

「麻里衣さんは、なにが目的なの？」

「この家だよ」

　やっぱり、骨肉の争いだわ！

　建前では死んだことになっている姉が、財産を手にするため、弟を亡き者にしようとしているんだわ！

「あなたのおばあさまは、どうしてるのよっ？」

「さあね。お姉さまがぼくの命をねらっていること、気づいてはいるんじゃないかな。でも、彼女は、ぼくとお姉さまが殺しあいをして両方が死んだほうがいいって思ってるんだよ。きっと」

　な、なんて家なの！

　どうかしてるわ！

「ぼくは正直に話した。これで、気がすんだでしょ？　だから、帰って」

「え？」

「ぼく、見るからにいじわるそうな人って、苦手なの」

　うっ……！

　たしかに、あたくしは、美しくいじわるなお嬢さまよ！

　いい子ちゃんだなんて、思われたくないわ！

　でも、こんなちゃちなセリフで反撃されるなんて……屈辱だわっ！

「悪いけど、帰ってくれない？　ぼく、圭一君とふたりきりになりたいんだ」

　おお！

　豪華絢けん爛らん美少年にしては、あまりにも安っぽいいじわるぶり！

　おまけに、ここまで、おのれの欲望を率直に語るとは！

　かえって、あたくし、反撃の方法が思いつかない！

「ねえ、おねがい。帰って。麗花さんなら、ぼくの気持ち、わかってくれるよね？　たぶん、ぼくたちは、似た者どうしだよ」

「どこがよ！」

「だって、ほしいものは、なんでも手に入れる――そんな貴族的でぜいたくな独占欲、あなたも持っているはずだよ」

「も、もちろんよっ……」

「ぼく、ほんとうは、きたない手を使ってあなたを圭一君から遠ざけることもできたんだ。でも、やめた。なぜなら、あなたは、ぼくととても似ているから」

「あ、あなたなんかと、いっしょにしないでちょうだい！　自分を弱く見せて同情を買うなんてこと、あたくしはしていなくってよ！」

「麗花さんって、けっこう、潔癖なんだね」

「少なくとも、仮病は使わないわよ！　なにが、発作よ！　なにが、あと半年の命よ！　あなたの心臓って、毛がはえているのではなくって？」

「たしかに、ね」

　杏里はクスッと笑う。

　こ、これは、想像していたよりも、性格悪そうだわ！

　彼は、まさしくバラのように、美しいと同時にトゲも持っているわ。

　しかも、そのトゲの、するどいこと、するどいこと……。

「麗花さん、わかった？　ぼくって、とってもぜいたくだし、ほしいものはなんでも手に入れる主義なんだ。でも、そのことを、あなたは圭一君に告げることはできないだろうね」

「で、できるわよっ！　洗いざらい、ぶちまけてさしあげるわよ！」

「ふーん。麗花さんが善人のふりするんだ。それはおもしろいな。あなた、どんな顔して、ぼくを告発するんだろうね」

　うっ……。

「いつもは高飛車で横暴で、それゆえに美しいあなたが、いきなり正義の味方になって、他人を守る。しかも、あなたにとっては父親の部下の息子でしかない人を」

「だ、だから、なんだとおっしゃるのっ？」

「ほんとうは、あなた、友達として圭一君を大切にしている。そのくせ、変な見栄をはっている。ここで、彼をぼくから遠ざけるのに、美しい理由をかかげるなんて、あなたには、できるかな？　彼を大切にしていること、はっきり態度に示すのは、あなたの美学に反するんじゃない？」

「な……なんて人なの、あなたって……」

「だから、言ったでしょ。ぼくたちは、似た者どうしなんだよ」

　うう……。

　思いのほか、てごわいわ！

　ここは、ひとまず退散したほうがよさそうね。

　だけど、これは、敗北ではないわ。

　勝利へのステップよ！

「はっきりいって、ぼく、友達いないんだ。彼までいなくなったら、ぼく、どうしたらいいの？」

「あ、あなた、バカじゃなくって？　友達がいないのは、その性格のせいよ！」

「でも、圭一君は、ぼくのこと、気に入ってくれてるよ」

　そ、それは、たしかだわ。

　杏里は、工藤君には、なにも悪いことはしていない。

　工藤君だって、杏里のことは、けっこう気に入っているはず。

　杏里のことがいやになったら、彼だって、ここを離れているはず。

「おねがい。帰って。いやがられてるのに居すわるなんて見苦しいこと、美しい麗花さんにはしてほしくないな」

「ふんっ。言われなくたって、さっさと帰るわよっ！　こんなとこに、これ以上、いられるものですかっ！」

　すると、彼はちょっとだけ悲しそうな顔になった。

「麗花さん……お気にさわったのなら、ごめんなさい」

「充分、お気にさわったわよっ！　このうえもなく、お気にさわったわよ！　おつりをさしあげたいぐらい、お気にさわったわよ！」

　あたくしは言いすてて、その場を去る。

　ああ、なんてこと！

　工藤君をエサに、杏里を釣るつもりだったのに！

　これでは、ねらってた魚にエサをとられたようなものだわ！

　しかも、大損害よ！

　エビでタイを釣ろうとしていたのなら、たとえエサのエビを失っても、たいしたことはないわ！

　だけど、工藤君は、エビどころではないのよ！

「花園学園の王子さま」の異名をとる、極上の男の子なのよ！

　これでは、アユの友釣りをしていて、おとりのアユを野生のアユにうばわれたようなものよ！

　くっ、くっ、くっ、くやしぃぃぃぃぃーっ！

　――なんて言ってる場合でもないような気もするわ。

　気になるのは、麻里衣のこと……。

　杏里は命をねらわれているくせに、平然としているし。

　とにかく、工藤君がこの争いにまきこまれるという事態だけは、さけたいわよね。











第四章　うちの美少年に、なんてことするのっ！







　トゥルルルル……トゥルルルル……トゥルルルル……トゥルルルル……。

　四コール、そして。

　ガチャ。

「はい、伊いじ集ゆう院いんでございます」

　受話器のむこうから、耳ざわりな鼻声。

「タカりんさん？　あたくし、麗れい花かよ」

「あらっ。あたし、貴たか子この母なんですよ」

　ええっ？

「声、そっくりなのよ。ごめんなさいね。少々お待ちくださいね。……貴子ーっ！　麗花さんからお電話よー！」

　そして、はなれたところから、またおなじ声が、

「はーい」

　うっ。

　彼女の鼻声は、母親ゆずりだったのね。

　パタパタと、近づいてくる足音。

　そして、

「はい。わたくし、東京御令嬢クラブの工作員、東京マリアでございます。おひさしぶりね、麗花さま」

「いちいち、スパイごっこしないでちょうだい！」

「花はな園ぞの学園の放送部員タカりんとは、世をしのぶ仮の姿！　して、その実体は、東京御令嬢クラブ情報部の、コードネームは東京マリア――」

「ええい！　やめなさいというのよっ！」

「ホホホホホホホホホ……。ごきげんななめでいらっしゃるのね」

「あなたのせいで、ごきげんがななめになったのよっ！」

「まあ、お気の毒。早く直してくださいませね。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「ええい、おやめ！　いちいち笑って、時間かせぎをするんじゃないわよっ！　この電話料金ドロボー！」

「あなたこそ、いちいち怒りを表明なさらないで、本題に入ってはいかが？」

　くくっ。

　ここは、そうしたほうが、よさそうね。

「タカりんさん、お聞きしたいことがあるの」

「シッ！　いつもの名前で呼ばないでいただけないこと？　コードネームの東京マリアでおねがいしますわ。盗聴されているおそれもありますのよ」

「あなたの鼻声なんか、盗聴する人がいるものですか！」

「あら。いますわよ。だって、わたくしは、有能で有名な東京マリアですもの」

「こっちは、耳栓がほしいぐらいだわ」

「それは、あんまりですわ、麗花さま！」

「おだまりっ！　本題に入るわよ！」

　東京マリア（仮名）は、口をつぐむ。

　ふっ。

　それでいいのよ。

「朝あさ比ひ奈な杏あん里り――この名前を、あなた、ごぞんじではなくって？」

「ぞんじておりますわ。佐さ伯えきさまのご近所の方ですわよね」

「どうして、あなた、そこまで知ってるのっ？」

　あたくしは、思わず、受話器をにぎる手に力をこめる。

「佐伯だって、知らなかったのよ！」

「あら。けっこう、有名ですわよ。別名『青バラの君』といえば」

「な、なによ、その『青バラの君』というのは！」

「彼、『青いバラを作るんだ』って、さんざん吹いていらっしゃるそうですわよ」

「それ、本人から聞かされたわ」

「あら。麗花さま、青バラの君とおつきあいがありますの？」

「ないわよっ！　ただ、ちょっとしたはずみで、かかわってしまっただけよ！」

「でしょうね。彼、女の子には興味ありませんもの。青バラの君がひっかけるのは、いつも、かっこいい男の子だけですわ」

「い、いつも……って……。杏里って、まえから、何人も男の子をひっかけてるの？」

「まあ。『ひっかける』だなんて、お下品ですわよ、麗花さま」

「あなたが最初におっしゃったのよ！」

「あら。ごめんあそばせ。ホホホホホホホ……」

　つ、つかれるったらないわねっ！

「青バラの君は、なかなか、純情な男の子の心をとらえるのがおじょうずですわよ。いきなり結核や心臓病やぜんそくになるし。彼が話す家族構成も、コロコロ変わりますのよ。ひとりぐらしのときもあれば、財産めあてのおばさまがいたり、彼の父親を殺してまんまと財産を手にした継まま母ははがいたり、彼を少しもかわいがらないおばあさまがいたり、寝たきりのおとっつぁんがいて『ゴホゴホゴホ……いつもすまないねぇ。おっかさんが生きてりゃ、おまえに、こんな苦労をかけずにすんだものを』『おとっつぁん、それはいわない約束よ』っていう状態になってたり……」

「お姉さんは？　彼とそっくりのお姉さんがいるという話、聞いたことない？」

「そういえば、腹違いのお姉さんが、彼の財産をねらっているという設定もありましたわね」

「腹違いなんかじゃないわよ！　母親似の杏里とそっくりのお姉さんなのよっ！　で、彼女が杏里の命をねらって、植木鉢を落としたのよ！」

「それは、はじめてきくエピソードですわね。また、新しいストーリーができたようですわね」

　作り話じゃないのよ……。

「まあ、彼の命をねらう人なら、継母とかおばさんとかっていうパターンが代表的ですわね」

「じゃあ、彼の家って、ほんとうは、どうなってるのよっ？」

「それは、だれにも、わかりませんわ。彼のいうことは、少しも信用できませんもの」

「あのねぇ……」

「青バラの君は、自分を美しく見せるためのうそなら、いくらだって、つきますのよ」

　うっ……。

　杏里の身の上話、どこからどこまでがうそで、どこからどこまでが事実なのっ？

　こうなると、もう、麻ま里り衣いのことも、どこまで信じていいのか、わからないじゃないの！

「彼は、自分を美しく見せるためなら、なんだってしますわよ。彼の美意識は、なかなか壮絶ですわよ。となると、彼にひっかけられた少年たちの末路も、想像できますでしょ？」

「で、できないわよっ」

「ひっかけた男の子たちは、青バラの君にとっては、単なるアクセサリーですわ。彼をひきたて、彼が見せびらかすための」

「なんですってぇっ？」

「さらに、最終目的がありますのよ。彼らは、青バラの君の愛を美しくかざる、打ち上げ花火のようなものですわ。ドーンと花開いたら、それでおしまい」

「なんなのよ、それ！　はっきりおっしゃってちょうだい！」

　こっちは、工く藤どう君が、その「打ち上げ花火」とやらになりかけてるのよっ！

「背徳の愛は悲劇に終わる――これが、青バラの君の信条ですわ」

「な、なによ、その信条は！　もったいぶらないで、最後まで話してちょうだいっ！」

「だから、ひっかけた男の子と自分の関係は、悲劇に終わらなくては美しくないと信じているのですわ。その有終の美が、打ち上げ花火というわけですわ」

「ええい！　わけわからないわねっ！　だから、男の子たちは、最後に、どうなるわけなのっ？」

「悲劇だから、悲惨な運命に終わるのですわ」

「たとえば、どんなのよっ？」

「過去の例をあげると……何時間も雪の中を待たされて、肺炎になった子がいましたわね。それに、彼を崇拝していた大学生に殺されそうになったり。あと、青バラの君は、心中というパターンも好みますわよ。さいわい、みんな未遂でしたけど。それから、彼にうまくおびき寄せられて山で遭難しかけた人もいましたわ。あとは、つまらないけんかに巻き込まれたり。彼を助けようとして、川でおぼれかけたとか。ほかにも、彼のもとを離れようとして殺されそうになった少年が、何人いることか……。すべて未遂に終わったのは、彼が非力だったからですわ」

「じゃあ……じゃあ、工藤君は……」

「工藤君がどうかなさいましたの？　まさか、青バラの君にひっかけられたとか？」

「その、まさかよっ！」

「んまあ！　そういえば、工藤君って、もろに彼の好みですわ！　青バラの君は、さわやかでかっこいい男の子が大好きなんですのよ！」

「そ、それじゃあ、まるでお杉すぎ君だわ！」

「でも、杉すぎ本もと君の好みは、もっと見境ないと思いますわよ。本命・工藤君のほかにも、鈴すず木き君とか、ミツグちゃんとか、代だい官かん山やま君とか……けっこう、バラエティーに富んでますわよ」

「そ、そうだったわね……。おまけに、アクタガワもだわ」

「それに、拓たく人とさんも、かなり気に入られてますわね」

「取り消してちょうだいっ！　だいたい、そんなことを討論している場合ではないのよっ！　工藤君があぶないのよ！」

「まったくですわね」

　そうよ！

　杏里は危険すぎるわ！

　謎の姉・麻里衣なんかよりも、ずっと！

　ん・もうっ！

　だれか、なんとかしてちょうだいっ！
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　お昼休みの教室。

　あたくしは東京マリアから得た朝比奈杏里に関する情報を、アクタガワとお杉君に話した。

　それから、杏里が断片的に話したお姉さんのことも。

　あたくしが話し終えたところで、アクタガワは、お杉君に、

「どうする？　このままじゃ、工藤があぶないよ！」

「シッ。声が大きいわよ」

　あたくしは彼に注意した。

　すると、今度は、声をひそめ、

「ここは、やっぱり、工藤に本当のことを告げたほうがいいんじゃないか？」

「その必要はない」

　お杉君はきっぱりとこたえる。

「なんでだよっ」

「おれは、工藤の判断にまかせればいいと思う。工藤はあいつを気に入ってる。おれたちが口をはさむ問題でもない」

「そんな、のんきなこといってていいのかよっ？」

「あいつに殺されるほど、工藤はトロくはないはずだ」

「やな言い方するなよ。まるで工藤の命が危険にさらされてるみたいじゃないかっ」

「そうじゃないのか？」

「おまえ、そこまで想定していて、よく、平然としていられるなっ」

「おれは、あまり、工藤の交友関係に干渉したくない。あいつはあいつで、きちんと判断ができるはずだ。判断ができないなら、その代償は自分ではらう。そういうものだ」

　アクタガワは、ちょっと考えこみ、

「おまえって、つくづく、男らしい性格してるよな……。これで、女の子に関心持ってくれれば、いうことなし――っていうか、女の子に関心ないままでいいから、せめて、男に無関心でいてくれればなぁ……」

　そこで、彼はハッとわれにかえり、あわてて、話を元にもどす。

「やっぱり、ぼく、心配だよ。工藤は鈍感すぎるよっ」

「じゃあ、おまえは、工藤に告げるか？　杏里が有名人だということを」

「えー。それもなー。なんだか、きたないよなー、そういうのって。それにさー、工藤、傷つくよ」

「お姉さんのこともあるぞ」

「でも、麻里衣さんとやらに殺意があったとは、かぎらないし……。単なるいやがらせっていう可能性もあるわけだろ？　それに、姉弟でいがみあってるなら、なおさら、そんなこと、工藤にコソコソ告げたりはしたくないしなぁ。……どうすりゃいいんだよー？」

　そこで、あたくし、ハッと思いついた。

「いい考えがあるわ！」

「お嬢さん……ほんとですか？」

「ええ、ほんとうよ。ここでは、だれかに聞かれるおそれがあるわ。廊下に出てちょうだい」

　あたくしは、お杉君とアクタガワを廊下に連れ出した。

　で、窓の外をながめるふりをしながら、切り出す。

「杏里にこれまでの行動パターンをあらためさせればいいのよ。工藤君にはなにも告げずに」

「そんなこと、できる？」

　アクタガワがうたがわしげにきく。

「できるわ。杏里を改心させるのよ。これまでの価値観をくつがえして」

「どうするんだよ？」

「自信を喪失させるのよ。自分がナンバー・ワンだという考えをあらためさせるのよ」

「えー。そんなことで、改心させられる？」

「できるわよ。あなたは、自分がナンバー・ワンだなんて思ったことがないから、わからないでしょうけど」

「あ。そっかー。綾小路さんがいうと、説得力あるな。杏里とは似た者どうしだもんね。プライド高くて自分が一番だって信じこんでいるけど、その価値観は、世間一般の常識からはほど遠く――」

　バシッ！

　あたくしは、防御する間をゆるさない早打ち平手打ちで、アクタガワのほっぺたをたたいた。

「い……いたい……」

　深刻なダメージを受けたアクタガワは、ほっぺたをおさえ、廊下にしゃがみこむ。

　お杉君は、一瞬、あわれみの視線を向けたものの、すぐに、あたくしに、

「具体的にいうと、どんな手を使うんですか？」

「あの子と対抗できる男の子を使うの。できれば、さらにレベルがうえの男の子。で、杏里の自信をつぶす！」

　すると、アクタガワが、ほっぺたをおさえたまま、

「そんなやつ、いるかよ。あそこまではまってるやつなんて、そうそう、いないよ」

「いるわよ」

「どこに？」

「ここに！」

　あたくしは、ビシッとアクタガワを指さした。

「えーっ！　ぼ、ぼく？　冗談やめてよーっ！」

　アクタガワは、ひきつった笑いを浮かべた。

　だけど、お杉君は彼に、

「おい、めがね取れ」

「えーっ。やだよーっ。なんでぼくが……」

「つべこべいうな」

　と、無理矢理、めがねを取りあげる。

　すると、おめめパッチリ「ボーイッシュな美少女」という顔が、あらわれる。

　美少年というよりは、この子の場合、完全に美少女だわ。

　こういうのは、使えるものかしら……。

「女とみまがうばかり――っていえばかっこいいけど、ただ単に『まるで女の子』っていってしまえば、それまでの顔よね」

「でも、たぶんいい線いきますよ、こいつ」

　アクタガワの表情は、たちまち不機嫌になる。

「でもねぇ……カリスマ性とまではいかなくても、少しでも神秘的な雰囲気がほしかったわよね。美少年らしく」

「それはまあ、そうですけど……」

「杏里は自分が女の子よりきれいだってことが自信の種なのよね。そこに、女の子そのもののアクタガワが出現して、危機感をいだくものかしら？」

「でも、ショックは受けるでしょうね」

「じゃあ、これで、決まりだわ」

　そして、あたくしは、アクタガワに、

「いいことっ？　なにがなんでも、杏里をつぶすのよ！　これが今回のあなたの任務！　お返事は？」

「えーっ。やだよーっ。あんなピラピラした雰囲気の別世界つくってるやつに、ぼくが対抗できるわけないじゃないかっ！」

「ええい！　おだまり！　これは命令よ！」

「えーっ！　やだ、やだ、やだ、やだ、やだーっ！」

「アクタガワ君……あなた、この事態の重さがわかっているのっ？　もはや、あなたの意志など考慮していられないほど、事態は深刻化しているのよ！」

　アクタガワは口をつぐんだ。

「工藤君がどうなってもいいのっ？　あなたがたの友情って、そんなものだったのっ？」

「でも、あいつ、なんだか、こわいじゃないかぁ……」

「ああ、なんてひどい人なの、あなたって！　もし、お杉君が、あなたのような容姿をしていたら、迷わずその身を挺ていして工藤君を守るにちがいないのに！」

　お杉君は、無言でうなずく。

「あーっ。お杉、なんだよーっ。ひとごとだと思って！」

「話をそらさないの！　往生際が悪いわよ、アクタガワ君！」

「だ、だって……。杏里ってさぁー、見るからにさぁー、きてるよ」

「言い訳なんて、聞きたくないわ！　お杉君、こんな人置いといて、行きましょう！　あなたとあたくしと佐伯で、また別の作戦をたてればいいわ！」

「わかったよぉ！」

　ついに、アクタガワは、やけっぱち口調で、

「やりますよっ！　やればいいんだろっ！」

　あたくしは、お杉君と顔を見合わせた。

　お杉君は、はじめて、ニンマリとした。
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　杏里の家に向かう途中。

「女装じゃなかっただけ、よかったか……」

　アクタガワは、自分をなぐさめるように言って、ため息をついた。

　ザックリと編んであるＶネックのニットは、草木染め。

　生成りのコットン・パンツと、それから、はだしにそのままズックぐつをはいてる。

　さわやかに、ナチュラルに、杏里に対抗しようというわけよ。

　ピンピンと落ち着きのない髪も、こうして見ると、なかなかいいわね。

「アクタガワ君、似合ってますよ」

　佐伯がほめても、アクタガワは素直によろこぶことができないらしい。

「この格好、やっぱり、なんだかスケベだよぉ。このＶネックのあたりとか、このダボッとした丈とか、あと、ズボンのすそからのぞく足首だとかが……なんか、やだよぉ」

「考えすぎよっ」

　あたくしはしかりつけたけど、お杉君は、

「おれは好きだが」

　変なところで、ほめるんじゃないわよっ。

　アクタガワが、おびえるでしょっ。

「このニット、なかなかセンスいいですよね」

　さ、佐伯……おまえ、センスを語るなら、自分もそれなりの格好をしたらどうなのっ？

「これ、お姉ちゃんから無断でかりてきたんだよ。よごしたら、まずいよぉ。すごく気に入ってたみたいだし……」

　アクタガワは、変なところで弱気になっている。

　あたくしは、活を入れるため、アクタガワにいった。

「いいことっ？　これは、あなたにしかできないことなのよ！　オーソドックスな美少年小説や美少年まんがには、主人公の美少年に一方的に対抗心を燃やしているいじわる役が出てくるわ。だいたい、年下だったり小柄だったり女顔だったりして、ねちっこい性格してるのよ。つまり、ちょっとかわいいのを鼻にかけている生意気な美少年なのよ。あなたは、それを演じて、主人公気取りの杏里をつぶすのよ！」

「なにいってるんだよぉ。いじわる役が、主人公に勝てるわけないじゃないかぁ」

「ばかねっ！　最後に勝つのは、いじわるで美しくプライドが高い者なのよ！　現実とは、そういうものなのよ！」

「でも、ぼくは、いじわるなんてきらいだし、美しくもないし、プライドだって低いもんっ」

　アクタガワは、とことん弱気。

「だいたい、名前で、もう負けてるよっ。やつは朝比奈杏里だぜ。こっちだって、茘レ於オとか半ハン朱スとかいう名前だったら、よかっただろうけどさ！」

「おまえだって、いい線いってるぞ。岩いわ清し水みず是これ清きよ。風流じゃないか」

　お杉君がいい、あたくしは、

「なら、あたくしが、主役級の名前をつけてあげるわ、ジルベール」

「いきなり、ひとの名前、変えないでよぉー」

　アクタガワは、なさけない声を出す。

　やがて、くずれかけたレンガの塀が見えてきた。

　おじけづいたらしく、アクタガワは、パタリと足をとめる。

「あのさぁ、よく考えたら……ぼくだって、わかっちゃうんじゃないかなぁ」

「平気よっ。女の子にしか見えないから」

　あたくしはズバリいったけど、アクタガワはムッとする心の余裕もないらしい。

「やっぱり、ぼくには無理だよっ。どうやりゃいいのか、見当もつかないよっ」

　すると、お杉君が、

「高飛車なかんじでな。綾小路さんの男版のつもりでやれ」

「あー？」

「いかにも、自分がいちばんえらいと信じているようにふるまう」

「あ……なるほど」

「自分はプライドが高いということに、プライドを持っている」

「うん、うん。で、ライバルは確実につぶす」

「しかも、目的のためなら、手段をえらばない」

「……よし。わかった」

　アクタガワは、お杉君の指示に、あっさりとうなずく。

　ワナワナワナ……。

　今のは、かなり無礼な会話よ。

　で、彼は、ちょっと緊張した足どりで、二、三歩、前にすすむ。

　そして、くずれかけた塀にかこまれた洋館を見あげた。

　あたくしは、そのうしろすがたに向かって、

「さあ、お行き、ジルベール！　ロスマリネなんかつぶしておしまいなさいっ！」

「勝手に、ひとの名前、変えないでよっ」

　アクタガワはふりむいていうと、ふたたび歩きはじめた。

　意外と、こまかいこと、気にするのね。

「アクタガワ君って、利用価値の高い人ですね」

　佐伯がいったので、あたくしは、

「本人の前で、それ、いうんじゃないわよ」

　あたくしたちは、庭がよく見える曲がりかどに身をひそめる。

　杏里は塀がくずれている場所の、すぐ向こうにいた。

　花ばさみを手にしている。

　アクタガワは、通りかかったふりをして、中をのぞく。

「あ……」

　杏里はアクタガワに気づく。

　そのまま、ふたりは、みつめあう。

　そして、アクタガワは、絶妙の間をおいて、

「きれいなバラだね」

　うしろすがたしか見えないけど、たぶん、にっこりときれいな笑顔を浮かべたにちがいない。

　なんだかんだ言ってても、けっこうアクタガワって本番に強いのよね。

　杏里は、うれしそうに微ほほ笑えみ、

「一瞬、女の子かと思っちゃった」

　うっ。

　これは、アクタガワ、傷ついたわよ。

　でも、杏里は彼に近づくと、ますます友好的な笑顔で、

「バラ、好きなの？」

「うん。とっても」

　アクタガワってば、けっこう、調子いいわね。

　これは、いい線いくかもしれないわね。

「よかったら、庭、見ていってよ。ここに咲いてるバラ、みんな、ぼくが育てたんだ」

　アクタガワったら、杏里に気に入られてるわ！

　けっこう、彼の顔、使えるじゃない！

「これは、作戦、変更したほうがいいかもしれないわね……」

　あたくしがつぶやいたら、お杉君が、

「どんなふうにです？」

「アクタガワに、杏里をたぶらかさせるのよ」

「なるほど。お嬢さん、あいかわらず、非情ですね」

「その評価、ほめ言葉としていただいておくわ」

　アクタガワは、くずれた塀を身軽にとびこえた。

「おじゃましまーす」

「どうぞ」

　明るいアクタガワに、杏里は好感をいだいているらしいわ。

　ふたりは、塀の向こうに消えた。

「アクタガワ君って、多才な方ですね」

　佐伯はしきりに感動している。

「さあ、場所、うつるわよ」

　あたくしは、佐伯とお杉君にいった。

　で、アクタガワと杏里の姿が見えるところをさがす。

　ちょうどうまい具合に塀がくずれている場所を見つけた。

　そこに身をひそめ、庭をうかがう。

「ぼく、朝比奈杏里っていうんだ」

「ぼくは岩清水是清。よろしくね」

　ふーん。

　あらためて聞くと、アクタガワの本名も、杏里に負けてないじゃないの。

「ところで、最近、工藤先輩、ここに来てない？」

　うっ。

　アクタガワ、どういうつもりよ、そのセリフは？

「え？　花園学園の工藤圭けい一いち君？」

「あ。やっぱり、工藤先輩だ」

「きみ、後輩なの？」

「うん」

　アクタガワったら、歳をごまかすなんて、なかなかやるじゃないの。

「ねえ、しつれいなこときくけど、きみって、工藤先輩のなんなの？」

「え？」

　杏里は、ちょっとギョッとしたようだけど、

「友達だよ。親友さ」

　すると、アクタガワ、冷ややかに笑い、

「ふーん。きみと工藤先輩って、なんでもなかったんだ。じゃあ、ぼくが工藤先輩にアタックしてもいいわけだ」

　ひえーっ！

　アクタガワ、やりすぎよっ！

　ところが、お杉君は、ボソリと、

「まさに、綾小路さんの男版だな」

「どこがよっ？　あれのどこが、あたくしの男版なのよっ？」

「そのものじゃないですか」

　そして、佐伯は真剣な口調で、

「題して『凄せい絶ぜつ！　美少年、バラ園の対決！』といったところでしょうか？」

「その『凄絶！』だけは、やめてちょうだいっ！　ワイドショーの嫁姑戦争の人生相談じゃないのよっ！」

　アクタガワのセリフに、杏里はかなり危機感をいだいたらしい。

　気に入った子がいきなりいじわるライバルと化したんですもの。

　で、彼は、いそいで話題を変える。

「あ、あの……是清君、飲み物、いかが？　コケモモのジュースがあるんだ」

「ふーん。いいね。いただくよ」

　いつものアクタガワだったら「わーい！　いただきまーす！」とくるはずだけど。

　ちゃんと、セリフも、それらしくなってきたじゃない。

　杏里がジュースを用意するために去ると、アクタガワはこっちに向いてＶサインを出した。

　あんなにいやがってたくせに、調子にのるんじゃないわよっ。

　やがて、杏里がテラスのテーブルにグラスをならべ、アクタガワを呼んだ。

　アクタガワは軽やかな足どりで、そこに行く。

　で、いすにかけながら、すました顔で、杏里に、

「きみって、いくつなの？」

「一五」

　杏里がこたえると、アクタガワは、

「ふーん。ぼくは一二」

　二歳ほど、サバ読んだわね。

　たいした度胸だわ。

　で、いきなり、杏里の顔をまじまじと見ながら、

「あれ？　きみ、おでこのところ、ニキビ？　……やっぱり、歳だねえ」

　そういって、ニッコリ笑う。

　これは、きついわ！

　杏里の顔が、ピクリとひきつる。

　だけど、アクタガワはそれには気づかないふりをし、

「これから、どれだけその容姿を維持できるかが、きみにとっては大きな課題なんだろうね。へたすると、工藤先輩よりも背が高くなったり、筋肉ついちゃったりしてねー。おまけに、ヒゲモジャになったりしたら、もう、見てられないよねー」

　そこで、プッと吹きだし、笑いをかみころした声で、

「ごめん。想像しちゃった」

　そして、さらにクスクス笑いを追加する。

　こ、これは、ものすごいいやみだわ！

　杏里は、もう、真っ青。

　憤怒の表情を見せまいと、必死にこらえている様子。

　でも、アクタガワの攻撃は、まだまだつづく。

「ぼくなんて、まだ一二だもんね。一二！　一五のきみが、美しい少年期に別れをつげるころにも、ぼくはどんどん美しくなっていく！　ああ、なんて、すばらしいことだろう！」

　ひえーっ！

　これは、完全にやりすぎよ、アクタガワ！

　でも、チビで童顔だという、いつもはコンプレックスの源でしかないものを、武器にしてしまうとは、なかなか、やってくれるじゃないの！

「あー、若いっていいなぁ。美しい時代は、ぼくの場合、まだまだつづくもんねー！」

　ドンッ！

　いきなり、杏里は、グラスをテーブルにたたきつけるように置いた。

　アクタガワは、身をこわばらせる。

　そんな彼を前に、杏里は陰にこもった声で、

「……終わらせてあげようか？」

「え……？」

「きみの美しい時代、ここで終わらせてあげようか？」

　そして、血に飢えた殺人鬼のごとき邪悪な微ほほ笑えみを浮かべる。

　ひええ！

　やっぱり、彼、あぶないわ！

　アクタガワも、彼の変へん貌ぼうに、度肝をぬかれたらしい。

「は……はは……」

　こわばった笑いをもらし、グラスを置いた。

　それから、半分ほどのこっているコケモモジュースをまじまじと見つめると、

「こ、このジュース、アルコール入ってる？　なんだか、クラクラするよ……」

　そういって、立ちあがったけど、すぐに、ガクリとひざをつく。

　一体、どうしたのっ？

　アクタガワはいすにつかまろうとしたけど、そのまま、ズルズルと地面にのびた。

「杏里っ……おまえ……一服、盛ったの……か……？」

「睡眠薬を、ね」

「き……きったねーっ！」

　アクタガワはわめいた。

　それっきり、グッタリとしてしまう。

「お嬢さん」

　となりで、お杉君が、どんよりとこもった声で、

「アクタガワ、取りもどしてきて、いいですか？」

「お待ちなさい。様子を見るのよっ」

　杏里は、ククッと笑うと、ポケットからなにかを取り出した。

　おお！

　あれは極太油性マジック！

　杏里ったら、なにをするつもりっ？

　彼は、楽しそうにキャップを抜いた。

　そして、アクタガワのすぐ横にしゃがみこむ。

「きみの美しい時代、ぼくがこの手で終わらせてあげるよ！」

　そういうと――。

　ああっ！

　なんて外道なことを！

　なんと、彼、アクタガワの右頰に、バツマークをつけたのよ！

　あたくしは、思わず、声をひそめて、

「うちの美少年に、なんてことするのっ！」

「お嬢さん……いきなりアクタガワを所有しないでください」

　お杉君がいい、佐伯は、

「とめたほうが、いいんじゃないですか？」

「命に別状はないわ。ギリギリまで、ねばるのよっ」

　そのあいだに、杏里は、さらに、左目のまわりにも、グルリと円を描いた。

　お杉君は、暗い口調で、

「お嬢さん、アクタガワの美しい時代が終わりましたよ。どうしてくれるんですか」

「ばかねっ。終わっちゃいないわよっ」

　杏里は立ちあがると、満足そうに、アクタガワの寝顔を見おろした。

「ふふっ。いいザマだね、是清君。目ざめてから、きみは、？マークのマジックインキのおそろしさを、思い知ることだろうね！　あーっはははははははははは……」

　佐伯は、ボソリと、

「杏里君って、ひょうきん者だったんですね」

「その斬ざん新しんすぎる評価、今度彼に伝えてあげなさいよ」

　杏里は、もう、気がすんだらしい。

　鼻歌を歌いながら、家の中に入ってしまった。

「お杉君、うちの美少年、回収してきて」

「……アクタガワを所有しないでください」

「わかったわよ。いちいち、うるさいわねっ」

　お杉君は、塀をのりこえた。

　そのとき、視界のすみで、なにか、黒い影のようなものがゆれた。

　あたくしは、とっさに、そっちのほうに目を向けた。

　んまあ！

　謎のお姉さん・麻里衣だわ！

　ほんとうに、杏里とそっくりじゃないの！

　黒いワンピースが、色白の肌に、ハッとするほどよく似合っている。

　彼女は、しきりに、塀の中をのぞこうとしている。

　でも、茂ったつるバラがじゃまをしているのよ。

　麻里衣は、いらだたしげに、バラの枝を押しのけた。

　けど――。

「いっでぇぇぇーっ！」

　わめくと、手を押さえ、

「くそっ！　なんでバラにはトゲがあるんだ！　ふざけやがって！」

　な、なんか、見かけと言動がアンバランスな方ね。

　あたくしは、スタスタと彼女に近づいていった。

「麻里衣さん、ですわね？」

「あら。たてロールね。ステキ」

　……いきなり髪型をほめられるとは、思ってもみなかったわ。

「中をのぞくなら、向こうのほうが、いいと思いますわよ」

　あたくしが親切に教えてあげたら、

「別に、いいわよっ。見たくもないわ！」

　イライラしたように、言い放つ。

　けっこう、負けずぎらいな方ね。

　で、どうしたことか、彼女は目に異様な光を宿し、

「じき、すべてが変わるのよ！　じゃま者は滅び、あたしはこの家にもどることができるのよ！」

　じゃま者って、杏里のこと？

　で、じゃま者が滅びるということは……杏里が死ぬということ？

　彼女、弟を殺す気？

　じゃあ、そのセリフは、ひょっとして、犯行声明？

　そのとき、いきなり、麻里衣は、われにかえったらしい。

　目を見開き、あたくしに、

「どうして、あなた、あたしの名前を知ってるの？」

「杏里君から、聞きましたわ」

　けっこう、この方、ぬけたところがあるようね。

「あなた、杏里のお友達なのね」

「ちがいますわ」

　あたくしはきっぱりと否定したけど、麻里衣は自分のペースをくずさず、

「悪いことはいわないわ。杏里とはこれ以上つきあわないことね。彼には、トゲがあるわ。バラのように」

　わかってるわよ。

　麻里衣は、つるバラのピンクの花を、グッとにぎった。

「早いところ、あの子からはなれないと、あなたもこうよ」

　そして、手を開き、白い指の間からハラハラと、ピンクの花びらを散らした。

　けど――。

「いってぇぇぇーっ！」

　わめくと、手を押さえた。

　また、おなじあやまちをくりかえしてしまったようね。

「ばかやろーっ！　こんな攻撃的な植物が、この世にあるなんて、許せねえ！」

　どうも、かっこつけても、すぐにボロが出てしまう人のようね。

　これでは、杏里のそばにいれば、あのトゲにやられることは必至だわ。

　彼女が弟を憎んでいても、不思議ではないわ！

「この借りは、ぜったいに返してやるわよ、杏里！」

　麻里衣は、家に向かって言い放つ。

　今どきめずらしい熱血タイプね。

　おまけに、それって、ほとんどやつあたりではなくって？

「おぼえてなさいっ！」

　と、古典的なすてゼリフをのこし、ダダッと走り去る。

「お姉さんも、ひょうきん者なんですね」

　佐伯が背後でボソリとつぶやく。

　そして、ねむりこけてるアクタガワを背負ったお杉君も、

「新しいことわざができました。杏里憎けりゃ、バラまで憎い」

　……あのねぇ。

　そんなこといってる場合ではないのよ。

　杏里の命があぶないのよ！

　まあ、朝比奈家で骨肉の争いするのは勝手だけど、へたすると、工藤君までまきこまれるかもしれないのよ！

　まったくもう、迷惑ったらないわっ！




＊




　佐伯の家で目覚めたアクタガワは、鏡を見せられ、わめいた。

「あんの野郎ーっ！　バラ食って死んじまえーっ！」

　まったくだわ。

「ばかやろーっ！　ひとの顔をなんだと思ってるんだよーっ！　どうしてくれるんだよーっ！　これ、油性じゃないかーっ！」

「おまえ、臨機応変という言葉を知らないのか？」

　いきなり、お杉君は、シリアス口調で切り出した。

「な、なにが臨機応変なんだよっ」

「最初、おまえは、あいつに気に入られた。自分でも、わかっただろ？」

「そ、そりゃ、まあ……」

「なら、なぜ、あそこでたぶらかさなかった？　あいつの興味が工藤からおまえにうつれば、それでよかったんだ」

　すると、アクタガワ、ペシッとお杉君のほっぺたを平手で打ち、

「杉本君のエッチ！」

　ぶりっ子口調で言って、ワッと泣きまねをした。

「おもしろい……」

　お杉君は、ボソリとつぶやき、アクタガワに、

「もう一回、やってもいいぞ」

「だれがやるかよっ！」

　いってから、アクタガワは、草木染めのニットに土がついてるのに気づく。

　ハッとしてから、あわてて、それをはらう。

　だけど、それは生やさしいよごれではなかった。

「わーっ！　こりゃ、お姉ちゃん、激怒だよーっ！　どうしてくれるんだよぉぉーっ！」

　思いっきりわめき、

「くそーっ！　なにが青バラだ、ふざけやがって！　だいたい、バラの花で腹がいっぱいになるか？　バラの花でしつこい油よごれがとれるか？　バラの花で肩こりがなおるかっ？」

　わけのわからないおこり方、するんじゃないわよ。

「こんにちはー」

　あらっ。

　拓人が来たわ。

「バラの花、もらっちゃったー」

　なんですってっ？

　彼は、白いバラの花束をかかえていた。

「この近所の、けっこう古そうな大きな家に住んでる男の子が、くれたんだ」

「まさか、朝比奈杏里？」

「あ。麗花ちゃんの友達だったんだ。ぼくは、今日、はじめて会ったんだけど」

　あたくしもアクタガワもお杉君も佐伯も、声が出ない。

　これは、拓人、目をつけられたわね！

　ああ、彼にまで、杏里の魔手が……。

　いいえ、それよりも工藤君よ！

　杏里の興味が拓人にうつったということは――。

　もう、工藤君は用なしということだわ。

　でも、杏里がこのままおとなしく工藤君から手をひくとは思えない。

　東京マリアの話では、彼、ひっかけた男の子との関係は、悲劇で終わらせなければ気がすまないっていうことだったわ。

　ああ、工藤君があぶないわ！

　おまけに、麻里衣対杏里の朝比奈家骨肉の争いまで加わり、事態は泥沼グッチャグチャ！

「どうしよう。ぼくが刺激したのが、いけなかったのかも……」

　アクタガワは、深刻な顔でいう。

　だけど、拓人は、のんきなもので、

「あれ？　アクタガワ君、どうしたの？　その顔」

「美しい時代が終わったんです」

　アクタガワは、暗い口調でこたえた。











第五章　……やめてくださらないこと？







　さわやかな日曜日の午前中。

　あたくしは、佐さ伯えきの家に向かった。

　ショッピングに行くのに、お供させるためよ。

　で、その途中、お杉すぎ君を見つけた。

　場所は、杏あん里りの家の前。

　彼、塀にもたれて、参考書を読んでいるのよ。

「お杉君」

　あたくしが声をかけたら、彼はギョッとしたように顔をあげた。

　この人がちょっとでも動揺するなんて、めずらしいわね。

「こんなところで、なになさってるの？」

　お杉君は、答えたくなさそうだった。

　けど、やはりあたくしの質問を無視するほどの無礼者でもなく、

「見張りですよ」

　ははーん。

　なるほど。

　塀の向こうでは、杏里と工く藤どう君が楽しそうに談笑している。

　工藤君の危機にそなえているわけね。

「あなた、ずいぶんと、非合理的なことをなさっているのね。杏里の正体を工藤君に教えてさしあげれば、それですむ問題なのに」

「アクタガワも、工藤にすべて話すっていいました。でも、おれは反対したんです。そしたら、やつはおこって、おれにこうするように命じたわけです」

　だいたい、想像できるわ。

　アクタガワのことだから「反対するなら、おまえ、責任もって工藤を守れよな！」とかなんとかいったのでしょうね。

　だけど――。

「どうして、あなた、こんなことまでして、アクタガワ君に反対なさるの？」

「なにも被害を受けてない工藤に、杏里の悪いイメージを植えつけたくなかったんです」

「ふーん。あなた、けっこう性格よかったのね」

「別に、杏里をかばったわけではありません」

「じゃあ、なによ？　まさか、工藤君のボディーガード役によろこびをかんじているわけではないでしょうねぇ？」

「それもあります」

　……たとえ事実でも、ここは否定してほしかったわね。

「でも、一番の理由はちがいます。そもそも、工藤は悪意というものを持たないやつなんです」

「で？」

「そういう人間には、悪いことは吹き込みたくないんです。工藤には、美しい心でいてほしい」

「ずいぶんと工藤君には甘いのね」

「お嬢さんも岡おか野のさんに対して、そういう気持ちあるんじゃないですか？　自分が腹黒いだけに」

「……やめてくださらないこと？」

　あたくしが怒りを胸に秘め、静かに命じたら、

「……はい」

　お杉君はそれを察したらしく、神妙な顔でこたえた。

　そのまま、あたくしたちは、無言で庭に目をうつした。

　杏里と工藤君は、紅茶を飲んでいる。

　しかも……おお！

　紅茶にバラの花びらを浮かべて！

　耽たん美びだわ……。

　あまりにも、耽美だわっ。

　杏里はカップの中の花びらを見つめながら、

「ぼく、たぶん、長生きはできない。病弱だから」

　そういう人にかぎって、殺しても死なないのよね。

「ぼく、生まれ変わるなら、バラの花になりたいな」

「そんなものになって、なにかいいことある？」

　ひえーっ！

　工藤君、なんて無粋なことをおっしゃるの！

　そんなところに素朴な疑問をかんじているようでは、耽美じゃないわよ！

　もしかしたら、工藤君、じつは杏里のペースには、はまってなかったんじゃないの？

　それでも、杏里は、陰のある微ほほ笑えみ浮かべて、

「バラになったぼくを、きみがその手でつむんだ。残酷に、ね。そして、紅茶に入れて――」

　そこで杏里は絶句した。

　なんと、ちょうどそのとき、工藤君ったら、紅茶の中のバラをつまみ出し、ピッとはじきとばしてしまったのよ！

　で、つぎの瞬間、彼は杏里の視線に気づき、

「あ。ごめん。じゃまだったもんで……。庭にゴミをふやしちゃ、だめだよね」

　そういって、とばした花びらをさがしはじめる。

　しかし「ゴミ」はあんまりではなくって？

「圭けい一いち君……さがさなくて、いいよ。バラも、土にまみれた姿をきみには見せたくないはずだよ」

　あくまでも自分のペースを守り、相手にそれを押しつけようとする態度は、称賛にあたいするわよ、杏里。

　独自の美学のもとに行動する人には、あたくし、一目置いてしまうのよね。

　だけど、工藤君に、その美学が通用するものかしら？

　工藤君はきまり悪そうに笑いながら、席にもどった。

　すると、杏里は、ポツリと、

「ぼく、きみのひざのうえで死にたいな」

「ええーっ？」

　工藤君の過剰な反応に、杏里はカップを落としそうになる。

「それって、こわいよー。あとから、夢に見るよー」

　あのね……怪談じゃないのよ。

　せっかく、杏里が「死」をほのめかしているんだから、せめて「弱気になるなよ！」ぐらいの返事はしてあげなさいよ。

　だけど、杏里は負けない。

　赤紫色の花をつけているバラの木を指さすと、

「ぼくが死んだら、あのバラの根元にうめて」

「ええっ？　おれがっ？」

　工藤君、今度は、なんなのよ？

「そ、それって、まずいんじゃないかなぁ……。庭に死体うめるなんて……警察につかまらないか？　おまえ、けっこう、平気であぶないこというよなー」

　ああああああああ……。

　その外し方は、あんまりだわ！

　悪意がないにしても、残酷すぎるわ！

　だけど、お杉君は、工藤君の言葉に深くうなずいた。

　ひそかに同意するんじゃないわよ！

「それに、カブト虫の墓なら作ったことあるけど、人間のはちょっとなぁ……。穴ほるだけでも、大変だよな」

「べ、別にぼくは、きみに墓穴をほってくれと、たのんでいるわけじゃないんだよ……」

「なーんだ。よかった。力仕事ならお杉あたりにたのんだほうがいいよ」

　いきなり、杏里、お茶にむせた。

　ゲホゲホと、苦しげにセキをする。

「だ、だいじょうぶ？」

　工藤君は席を立ち、杏里の背に手をのばす。

　だけど――。

「よらないで！」

　ドン！

　いきなり、杏里は、工藤君をつきとばした。

　そして、セキをおさえながら、

「きみにはうつしたくない。ぼく、もう、あと半年の命なんだ」

「ええっ！」

　工藤君はとびすさった。

　すると、杏里はよろよろと立ちあがり、

「なぜ、逃げるの？　ぼくのこと、きらい？」

「きらいもなにも、近よっただけでうつるようなこと、いったじゃないかっ！　一体、なんの病気なんだよ！」

「ただのカゼだよ」

「カゼで、あと半年の命なのかよっ？」

「ムードを盛りあげただけだよ」

「最初、おまえ、心臓病だったよな。それがなんだよ。いきなり、結核か？　しかも、不治の病の……。で、今度はカゼになる……」

「うっ……」

　杏里は、左胸を押さえ、しゃがみこんだ。

「圭一君、それよりも、お医者さまを呼んで……」

　だけど、工藤君は、もう、だまされなかった。

「さては杏里、おまえ、ズルっ子だなっ？」

　だまされていたことを知ってしまったショックからか、工藤君は小学生の男の子のような口調になっている。

　杏里もつられて、ムスッとした小学生口調で、

「なんだよー。ぼくが、いつ、ズルした？　いってみろよー」

「ほーら。発作もおさまってる！　そうやって、おまえ、学校もズル休みしてるんだろっ。やっぱり、ズルっ子じゃないかっ」

　ああ！

　なんて、なさけ容赦ないの、工藤君！

　正統派美少年を「ズルっ子」よばわりするなんて！

「ふ……ふふ……」

　杏里はうつむいたまま、ふくみ笑いをした。

「そうさ！　きみもお察しのとおり、ぼくはズルっ子なんだよ！」

　とうとう正体をあらわしたわね！

「ついに、ぼくの秘密を知ってしまったね、圭一君！　もう、きみを生かしておくわけにはいかない！」

　そういうと、テーブルのうえのバスケットから、くだものナイフを取り出した！

「な、なに……？」

　急激な展開についていけず、工藤君は、あとずさる。

「ふふ……圭一君、きみは、もう、ぼくにとっては過去の人だよ。すでに、用なしなんだ。せめて最後の役目を、きみにあげよう。きみは、ぼくのかわいいバラたちの養分になるんだ。きみの死の寝床は、バラの根元だよ」

　ちょっとーっ！

　自分の世界に酔いしれるのも、ここまできたら、ただの迷惑な人よ！

　シュッ！

　杏里の手のナイフがひらめく。

　工藤君は、あっさりとかわした。

「お、おまえ、変だよ……」

　やっとのことで、工藤君は、声をしぼり出す。

　すぐれた運動神経のおかげで、かわすことはできたけど、精神的ダメージはかなりだわ。

「ふふ……圭一君、こわいの？」

「こ、こわいに決まってるだろっ。おまえ、正直いって、こわいよっ！」

　工藤君は、逃げ道をさがした。

　けど、背後ではバラの茂みがトゲだらけの枝をのばしている。

「あなた、とめないのっ？」

　あたくしがささやき声でいったら、お杉君、

「工藤なら、平気です」

　だけど、見たら、彼、工藤君以上に青ざめてる。

　平気だって確信しているのなら、余裕を見せていただきたいものね。

「圭一君、逃げないで。ぼくのこと、好きでしょ？」

「きらいだよっ！　さっきまで好きだったけど、もう、きらいになったからな！」

「じゃあ、さよならだね！」

　杏里は、ナイフをかまえ直した。

　工藤君は、こおりつく。

　そのとき、お杉君、いきなり、

「工藤！　昔、けんかのやりかた、教えただろっ？」

　工藤君は、一瞬、こっちを見た。

　バッ……。

　杏里はそのすきを見て、工藤君に切りつけた！

　けど、工藤君はサッとかわす。

　で、ナイフをはたきおとした。

　そして――。

　バキッ！

　杏里の顔をなぐりつけた！

　ドッ……。

　杏里は地面に倒れ、工藤君はすかさず、馬乗りになり、彼を押さえこむ。

　やっぱり、正統派美少年がふつうの男子中学生を葬り去るのは、ちょっと無理だったようね。

「ふっ……。殺せよ！　きみの手にかかるなら、ぼくも本望さ！」

　あいかわらず、杏里は酔いしれている。

　でも、目のまわりにアザ作って、なさけないわよ。

　工藤君は、杏里を押さえつけ、彼をにらんだまま、肩で大きく息をしている。

　お杉君は、あたくしの横で、ため息をつくと、ズルズルとしゃがみこんだ。

　結局、いちばん精神的にまいってしまったのは、彼のようね。

　いつもは図太いくせに、だらしないこと。

　工藤君は息が整うまで待たなかった。

　いきなり、しぼり出すような声で、

「そんなに……そんなに、おれのことがきらいかよ！　殺したいほど憎いかよ！」

　同時に――。

　杏里の頰ほおに工藤君の涙がポタポタと落ちた。

　杏里は目を見開く。

「そりゃあ、おれにも、悪いところはあったんだと思うよ！　でも、殺そうとすること、ないだろっ！　あんまりだよ！　おまえのこと、一度は友達だと思ってたおれがバカだったよ！」

　工藤君は、バッと立ちあがった。

　左うで、血がにじんでる……。

　完全には攻撃をかわせなかったんだわ。

　だけど、そのまま、彼はダッと駆けだした。

　と思ったら――。

　すぐにパタリととまり、涙をゴシゴシぬぐい、ふりむく。

　で、

「お杉、たすかったよ。ありがと」

　それだけいうと、庭の奥に走り去った。

「工藤君って、礼儀正しいのね」

　あたくしがいったら、お杉君は、

「その点では、昔から、近所で評判でした」

　で、あとには、ごじまんの顔にアザを作ってぼうぜんとする杏里がのこった。

　常に自分が主人公でなくちゃ気がすまないタイプだとは思っていたけど、ここまでゆがんでいたとは！

　人の命を、なんだと思っているのよっ！

　だいたい、工藤君を自分の世界に引きこもうったって、無理だったのよ。

　彼、あたくしたちの中ではいちばんデリケートなのに、あんなに傷ついちゃって……。

　杏里はこっちを向いた。

　あたくしと、目があう。

　彼は、なさけなさそうな笑顔を浮かべると、

「ぼく、どうしよう……」

　知るものですかっ！

　だけど、お杉君は、

「工藤はけがしてる。手当てしてやれ。それで平気だ。あいつはけっこう単純だから」

　杏里は、うれしそうにうなずいた。

　しかし、そのとき――。

「あ～ん～りぃぃぃ～、かくごおし～っ」

　うらめしげな女の声が、バラの陰から発せられた。

　そして、出てきたのは、殺意のおねーさん・麻ま里り衣い！

　手には、大きな植木ばさみ――凶器だわ！

　長い髪は乱れ、美しい顔はものすごい怒りの形相と化している！

　杏里は悲鳴をあげた。

「たすけて！　ついに実力行使に出た！　姉さまは、気が早いんだ！」

　ひえーっ！

　冗談じゃないわよーっ！

「殺されるーっ！」

　あたくしとお杉君は、塀をのりこえた。

　で、ふたりがかりで、麻里衣をとめる。

「な、なによっ？　あなたたち、関係ないでしょっ！　はなして！」

「姉さま！　そんなにこの家がほしいなら、まるごとあげるよ！　だから、殺さないで！」

　杏里は叫び、あたくしは、

「殺してもいいけど、一度、あたくしに、弟さんをひっぱたかせてちょうだい！　殺すのは、それからにして！」

　麻里衣は、植木ばさみを持つ手を、ダラリと下げた。

　そして、つかれきった声で、あたくしに、

「だれが杏里を殺すんですって？」

「決まってるじゃない。あなたよ。……あんなに殺やる気まんまんだったのに、今さらとぼけるなんて、むなしくはなくって？」

「あたしが杏里を殺す、か。……なるほど。そういう展開もおもしろいわよね」

「あら。そのつもりでいらっしゃったんじゃないの？」

「あ・の・ねぇ。いい？　あたしは、バラの木を丸坊主にするために来たの。杏里を殺そうなんて、考えちゃいないわよ」

　そこで、いきなり大きなクシャミをし、

「あたしは香料アレルギーなのよっ。バラの香りも、ダメなのよっ。いまいましいったらないわよっ！」

　それから、杏里に向かって、

「おまえ、この人たちをだましたのね？　また、財産をめぐる骨肉の争いとかいうの？　ふざけるのも、いいかげんにおし！　この超ひねくれ小僧がっ！」

　で、麻里衣はクシャミ四回。

　シーン……。

　あたくしとお杉君は、無言のまま、杏里に視線をうつした。

　すると、杏里はごまかすように、麻里衣に向かって、

「ね、姉さまなんて、ぼくのバラをメチャメチャにしたり、塀から落としたりしたじゃないか！　そのうえ、丸坊主にするなんて、ひどすぎるよ！」

「ふんっ。アレルギー体質のうらみを清算しようとしたまでのことよ。あれだけじゃ、まだ物足りないぐらいよ」

「そんなの、やつあたりじゃないか！」

「まあ、ここは、おまえが素直にお友達にあやまれば、許してあげるわよ。特別に」

　麻里衣は威圧的な調子でいった。

　すると、杏里はもじもじしながら、あたくしたちに目をうつし、

「……ごめんね」

　うっ……。

　あっさりと、犯行をみとめたわね！

　こ、このうそつき少年……ここまで、とことん、うそで身をかざっていたとは！

「あたしとおばあちゃんが留守だからって、調子にのるんじゃないわよっ！　今年は、花が長持ちして、イライラするったらないわっ！　これじゃあ、まだ帰れないじゃないっ！　こんなバラ園、ほんとに、つぶしてやりたいぐらいよっ！」

　そして、麻里衣はたてつづけにクシャミをした。

「ど、どういうことなんですの？」

　骨肉の争いが、うそとなると……。

「あたしもおばあちゃんも、強い香りでクシャミがとまらなくなるアレルギーなのよっ。だから、バラの花が散るまで、あたしたちはホテル暮らし。その間に、杏里はこの家でやりたい放題よ」

　すると、お杉君が、

「じゃあ、塀のうえにあった鉢植えを落としたのも、ただ単にそいつが気にくわなかったからですか？」

「あたりまえじゃない。バラはあたしの敵よ！」

　別に、麻里衣は、杏里をねらって鉢植えを落としたわけじゃなかったんじゃないのっ！

「その植木ばさみ、凶器じゃなかったんですね」

「なにが凶器よっ。あたしは、ただ、こいつでバラをぜーんぶ切ってやろうと……あっ……クシャミ、出そう……」

　ようするに、もともと、彼女が憎み、消そうとしていたのは、弟の杏里じゃなくて、彼が大切にしているバラ園だったのね。

　ああ……骨肉の争いじゃなくて、ただの姉弟げんかだったのね。

　いきどおりをかんじるまえに、ドドーッと力がぬけたわよー。

「いい？　おまえ、二度と、常識から外れた行為はするんじゃないわよっ」

「はい、姉さま」

　そこで、麻里衣はクシャミを三回した。

　で、涙目になった目をこすりながら、

「もういちど、おふたりに、ちゃんとあやまりなさい」

　で、クシャミ二回を追加。

「杉すぎ本もと君、麗れい花かさん、ごめんなさい」

「誠意が足りないっ！」

　麻里衣は、げんこつで、杏里の頭をたたいた。

　姉にはさからえないのか、杏里は素直にくりかえした。

「ごめんなさい」

「もう、いいわよっ。あやまってすめば、警察はいらないわよっ」

　あたくしがいい、お杉君は、

「あやまってすむ問題のうちに、あやまることができて、よかったな」

　さらに、無愛想な口調で、

「工藤にも、あやまってすむ問題のうちに、あやまっておいたほうがいいぞ」

「あ。そうだっ。救急箱、圭一君のところに、持っていかなくちゃ！」

　杏里は、いきなり、この場をスルリとぬけた。

「こらぁ！　杏里、逃げるなっ！」

　すかさず、麻里衣がおいかける。

　で、たてつづけに、クシャミを五回した。
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　教室で、お杉君は、アクタガワに事の次第を報告した。

「なんだよぉ。一発なぐれば、それでよかったのかよぉ」

　アクタガワは、つかれたように言った。

「で、杏里はちゃんと改心したのか？」

「さあな」

「じゃあ、目をつけられた岡野さんはどうなるんだ？」

「岡野さんなら、平気だろう。あの人の場合は、人徳のおかげで、戦わずしてすべてに勝つようになっている」

「なるほど」

　それ、当然、拓たく人とをほめているのよね？

　そのとき。

「ご両人、あいかわらず、仲がいいねぇ。顔寄せあって、ないしょばなしとは、見せつけてくれるねぇ」

　アクタガワとお杉君にひやかすような調子でいったのは、鈴すず木きその二！

　以前、アクタガワと工藤君をいじめて、反撃されたうえに、それがきっかけでお杉君に気に入られてしまったというあわれな男よ。

　鈴木軍団ののこりふたり――鈴木その一と鈴木その三――も、その二の背後でヘラヘラ笑う。

　アクタガワは、わざとばかにしたような調子で、

「なんだよ。また、お杉にいじめられにきたのかよ」

　けど、その二はおこったりはしなかった。

「おまえと杉本って、デキてるってうわさがあるんだよな。ほんとうかよ？」

「ば、ばかなこというなよっ！」

「でも、おまえ、まるで女の子だもんな。杉本はホモだってうわさもあるしさ。根拠は大ありだぜ」

　その一とその三も、笑い声をたてる。

　けれど、お杉君の表情は変わらない。たいしたものだわ。

　アクタガワは怒りで頰を紅潮させる。

　これは、キレかかってるわね。

「おまえらなっ。お杉が本当に好きなのはだれか、教えてやろうかっ？」

「おまえだろ？」

「ちがうっ！　お杉はなぁ――」

　言いかけたところで、ハッと口をつぐむ。

　そして、お杉君のほうをチラリと見る。

　だけど、彼は「どうぞ」といわんばかりの無表情。

「さあ、つづけろよ。杉本の好きなやつは、だれなんだ」

「うっ……」

「さあ、どうした？　だれなんだ？」

「お、おまえだっ！」

　アクタガワは、ビシッと鈴木その二を指さした！

　ひそかに聞き耳を立てていたクラスメイトは、いっせいにどよめく。

　その二は、こおりつく。

　その一、その三は、とっさに、ザザッと五メートルほど引いた。

　そして、ふたりそろって顔をひきつらせ、その二を見つめる。

「な、なんだよ、おまえら！　信じるんじゃねえよっ！」

「で、でも、おれ、そんな気はしてたんだ」

　その一がいうと、その三も、

「はっきりいって、おまえ、杉本にすっごく気に入られてるもんな」

　やっぱり、鈴木その二は、お杉君とかかわらないほうがいいみたいね。

　結局、彼にとって、まずい事態になったじゃないの。

「くそっ！　アクタガワ、取りけせっ！」

「やだね」

「取りけせよっ！」

「やだよーだ」

「てめーっ！」

　その二がアクタガワの肩に手をかけたとき――。

「鈴木」

　お杉君が、前に出た。

　その二は顔をこわばらせ、

「な、なんだよっ」

「取りけさせる必要はない」

「ば、ばかっ！　同意するんじゃねえ！」

　教室は、たちまち、ヒソヒソ話の渦と化す。

「なによ、あの、鈴木君の態度。杉本君が男らしく告白したのに。サイテー」

「そうよ、そうよっ。杉さまが、かわいそうよっ」

「二に階かい堂どうさんという人がありながら、杉本に好かれるなんて、鈴木め、なんてやつだ」

　鈴木その二は、ますますうろたえ、みんなに向かって、

「な、な、なんだよっ！　おまえら、おれをいじめるために、わざといってるんだな！」

　だけど、教室のヒソヒソは静まらない。

　それどころか、そのヒソヒソ集団をバック・コーラスに、ぶりっ子アケミがすすみ出てきた！

　すでに、その大きな瞳ひとみは、うるんでいる。

「鈴木君……あなたって、フケツよ！　あなたの存在は、あたしの楽しい学園ライフを汚したのよ！　鈴木君のエッチ！」

　それだけいうと、両手で涙をおさえ、ダダッと走り去る。

　ぶりっ子すれば、どんなメチャクチャ言っても許されるという、いい例だわね。

「アケミ！」

　すかさず、親友の幸さち子こがあとを追う。

　だけど、教室から出る直前、ふりかえると、鈴木その二に強い口調で、

「アケミは傷ついたよ！　この責任、どうとってくれるのっ？」

「な、なんで、関係ない山やま本もとさんが、傷つくんだよっ」

　まったくだわ。鈴木その二のいうとおりよ。

　だけど、幸子は負けてはいない。

「鈴木君は、このクラスのさわやか度を一気におとしたんだよ！　それに、今つきあってる二階堂さんの立場は、どうなるのっ？　鈴木君のプライベートに口出しするつもりはないけど、これだけは言わせてもらうよ！　愛のテクニシャンを気取るのも、いいかげんにして！」

　そして、幸子は出て行った。

　愛のテクニシャン……ますます、ことが大きくなってきたわね。

　鈴木その二は、とうとう、頭をかかえ、机に突っ伏した。

「なんで、おまえら、いつも杉本の味方をするわけっ？　おれをいじめるのが、そんなにおもしろいかよぉーっ！」

　鈴木その二……あわれな男。

　すでに、三年一組のおもちゃと化してるわ。

　そのとき、工藤君が、五、六人の男子生徒といっしょにドヤドヤと教室に入ってきた。

　校庭でバレーボールをしていたらしいわね。

　鈴木その二は、教祖様にすがりつこうとする信者のような足どりで、工藤君に駆けよった。

「く……工藤ーっ」

「なんだよ？　おまえ……泣いてるのか？」

「工藤、こいつら、なんとかしろっ！」

　そういって、お杉君とアクタガワを指さす。

「どうしたんだよ？　なに言われたんだよ？」

「あ、あんないまわしいこと、おれが口にできるかよーっ！」

　その二がわめいたら、鈴木その一が、

「杉本はこいつに気があるそうだな」

「そうだよ。知らなかった？」

　ひーっ！

　工藤君のクソまじめな顔に、この場をおもしろがって盛りあげていたみんなも息をのむ。

　その二は声もなく、ヘナヘナと床にすわりこむ。

　アクタガワは顔をひきつらせてお杉君を見たけど、お杉君は、やっぱり表情を変えはしなかった。

　そこで、工藤君、ニコッとさわやかな笑顔を浮かべて、

「――とか言ったりしてね。冗談だよ」

「工藤……きっさまぁぁぁーっ！」

　その二が、怒りの叫びをあげながら、立ちあがる。

「偏差値七〇以上のやつは、冗談いうんじゃねえ！　みんな、本気にするだろうがっ！」

　だけど、そんな鈴木その二を尻しり目めに、工藤君は、へらへら笑っている。

　な、なんて、お気楽極楽な人なの！

　お杉君に愛されてるのは、あなたなのよっ！

　アクタガワは、お杉君に、ささやき声で、

「おまえ、けっこう、工藤のことでは苦労してきたんじゃないか？」

「……いろいろあったが、苦にはならなかった」

　お杉君はボソリとこたえた。




＊




　朝あさ比ひ奈な家のバラは、まだまだ花盛り。

　これでは、アレルギー持ちの麻里衣さんとおばあさまは、当分、ホテル暮らしがつづくわね。

　テラスで、杏里はあたくしにお茶を入れてくれた。

「工藤君には、ちゃんとあやまったの？」

「うん」

　彼は神妙にうなずいた。

「すぐ、許してくれたでしょ？」

「うん。彼、けんかはきらいだって」

　そして、ちょっと残念そうな顔で、

「ぼくは、美しい破局の瞬間を作ったつもりだったのに……圭一君にとっては、ただのけんかだったんだ」

　工藤君の勝ちね。

「あなた、自分の価値観を相手に押しつけるようなことはしないほうがいいわよ」

「そうだね」

　杏里は素直にみとめながらも、

「でも、麗花さんがそんなこというなんて、意外だな。自分の美学でもってまわりをふりまわすような人が」

「その評価、あなたにそのまま返してあげるわ」

「やっぱり、ぼくたち、似た者どうしなんだね」

「みとめたくないけど、そのようね」

　そして、あたくしたちは、同時にフッと笑った。

「でも、あたくしのほうが、まだ常識的よ」

「そうかなぁ？」

　杏里は首をかしげる。

「そうよっ。あなた、ご自分を客観的に見ることができなくなってるようね」

「麗花さんこそ」

　うっ……。

「だいたい、あなた、花ばかり相手にしているから、人間のことがわからなくなってるのよっ」

「でも、麗花さんが常識的という説は、ちょっと……」

「しつこいわねっ。少なくともあたくしは、あなたのように不幸というものにあこがれたりはしてないわよ！　あたくしは、いつだって幸せを求めているわよっ。あなたも、常識的に幸福になろうとしてはいかがなのっ？」

「……そうだね。今度は、ぼく、幸せになってみるよ」

　そのとき、だれかが、バラのアーチをくぐってきた。

　拓人だわ！

「杏里くーん！」

　彼、手に赤いバラの花束を持っている。

　それ、まさか、杏里へのプレゼント？

　杏里はうれしそうに立ちあがると、

「拓人おにいさま！」

　ぶぶっ。

　あたくし、思わず、お茶にむせる。

　まさか、この子、拓人を相手に、幸せになるつもり？

「杏里君、『おにいさま』は、やめようよー。おかしいよー」

　まったくだわ。

「あれーっ。麗花ちゃん！　ぼく、これから、勉強会に行くつもりだったんだけど、麗花ちゃんは行かないの？」

「単なる道草よ。これから行くわよ」

「じゃあ、いっしょに行こうよ。杏里君も、どう？」

　杏里は必死に、拓人の能天気な雰囲気にまきこまれまいとしているらしい。

　シリアスな顔を作ると、きっぱりと、

「ぼくは遠慮しとく。勉強はひとりでするほうがいいもん」

「そうか。残念だな。でも、杏里君には、プレゼントがあるんだ」

　とたんに、杏里は顔をかがやかせる。

「わぁ！　拓人おにいさま、ありがとう！」

　たらーっ。

　なんで、拓人ったら、杏里のごきげんとりに、バラの花束なんて持ってくるの？

「おにいさまっていうのは、やめてよ」

　拓人はいったけど、杏里は聞こえなかったふりをし、

「わぁ、きれいなバラ」

「あ。これは、ちがうんだ。バラ作りの名人には、恥ずかしくてプレゼントできないよ。はい、こっち」

　と、スーパーの袋を出す。

　杏里はけげんそうな顔で中を見る。

　そして、絶句。

　中には、なんと、野菜がドッサリ。

「学校の園芸部の畑でとれたんだ。ひとりぐらしは、栄養に気をつけなくちゃね。ちゃんと、野菜もとるんだよ」

　子供に言い聞かせるような調子で言い、

「はい、麗花ちゃんには、こっち」

「え？」

　その花束、あたくしにだったの？

「ぼくが育てたんだ」

「まあ！　拓人、あなた、気がきくわね。ほめてあげてよ」

　そして、あたくしは、花束を受けとると、

「ありがとう、拓人」

「どういたしまして」

　拓人はにっこりと笑う。

　あたくしは杏里と顔を見あわせた。

　彼はスーパーの袋をぶら下げたまま、こまったような微ほほ笑えみを浮かべた。

　だけど、けっこう、うれしそう。

　杏里は野菜。あたくしはバラ。

　……ふっ。

　あたくし、やっと、差をつけることができたようね。











文庫版あとがき







　ポッキーつぶつぶいちごがついに東京にも上陸してしまった今日このごろ、みなさん、いかがおすごしでしょうか。

　わたくし、孤高の少女小説家、森奈津子でございます（と、一度、これを言ってみたかった）。

　じつは、わたくし、小学校時代から思っていたのです。「文士」と呼ばれた昔の物書きはかっこよかったのう、と。

　よく、ドラマや映画であるじゃありませんか。

　いきなり頭をかきむしり、発作的に原稿用紙をクシャクシャと丸めてポイとすて、いつしか部屋は紙の墓場。そして、あそこまで過激に原稿用紙をむだづかいして、はじめて生まれる傑作（とはかぎらない）。

　なにをかくそう、わたくしは、あれをやりたかった。

　しかし、夢はいとも簡単にやぶれてしまうものでございます。

　悲しい哉かな、パソコンではそれができないのでございます。あこがれの〈おのれの文学的才能のなさはさておいて、紙に怒りをぶつける〉行為は夢に終わったのであります。

　そこで、代償行為として、わたくしはとつぜん叫ぶことにしている（こんなこと、どうどうと公表してもいいものだろうか……）。

　そのセリフは、つぎの三通りであることに、最近、気づいた。

「だれか、なんとかしてくれぇぇぇぇ」

「もう、かんべんしてくれよー」

「いっそ、死ねと言ってくれーっ」

　しかし、こたえてくれる者はない。

　そこでハッとわれにかえり、自分しか頼りにならないという現実をさとり、ふたたび仕事に戻ることができるのです。

　みなさんも、勉強や仕事で苦しいときに、苦く悶もんの叫びをあげてみてはいかがでしょう？

　まわりに人がいるときには、その反応も楽しめ、一石二鳥です。

　わたくしの友人・公香さんなどは、その美しい名前にもかかわらず、とつぜん「ねみーっ！（訳・ああ、ねむいわ）」「さみーっ！（訳・さむいですわね）」「くっそーっ！（訳・おふざけにならないでいただきたいわ）」などと叫ぶことで有名です。

　若いみなさんは、どのように叫びますか？　楽しい苦悶の叫びがあったら、教えてくださいね♡（そんなもの知ってどうするのだと、われながら思うが）

　さて、さて。今回のお話ですが――。

　麗れい花かのライバルとしては、はじめて、男の子の登場です。

　正統派美少年ということで、名前はいかにもというかんじの、朝あさ比ひ奈な杏あん里り。

　古来より、少女まんがでは「不幸な身の上のハーフの美少年」というのは、よく使われる手でした。それに、さらに美少年耽美小説・少年愛物少女まんがに繰り返し使われてきた『風と木の詩』ジルベール系美少年のイメージも、プラスしてみました。

　で、被害者は、相手からの一方的な愛に翻ほん弄ろうされやすいことではナンバー・ワンの工く藤どうです。しかし、真の被害者は、最も被害者になりにくい性格であるはずの杉すぎ本もとでしょうか。

　そして、攻撃をまともにくらったのはアクタガワで、拓たく人とはまたしても戦わずして勝ってしまいました。めでたし、めでたし。

　と・こ・ろ・で、でございます。

　お嬢さまシリーズ前作『お嬢さま軽井沢の戦い』のあとがきで「育いく夫おファンはいるのか？」と訊きいたところ、「ここにいるぞ」とお手紙をくださった方が一九九二年末までの三か月で二七人にのぼりました（お手紙くれたあなた！　ちゃんとこの中に入ってますよ！）。

　わき役でしかも悪役の育夫に愛をそそいでくれる方がいらっしゃったのは、ほんとうに心強いことです。

　でも、やはりというか、なんというか……育夫ファンって、やっぱり、妙な人が多いですね。

　ここに、感想とリクエストの傾向を分類し、コメントしてみましたので、ごらんください。




■育夫ファンの感想、三タイプ

①ふつうの育夫ファン

「やっぱり、ミツグちゃんをいじめているときの育いくちゃんがいちばんステキ！」

　――これでも育夫ファンの中では、まともなほうである。

②いけない育夫ファン

「わたしも育ちゃんといっしょにミツグちゃんをいじめたい！」

　――このシリーズは、少女たちをいけない道へといざなう悪書やもしれぬ。うーむ……。

③あぶない育夫ファン

「ああ……わたしも育夫先生にいじめられたい」

　――あ、あなた、若いのに、ご自分の欲望をちゃんと把握なさってるのね。感心だこと。




■育夫ファンのリクエスト、三タイプ

①ふつうの育夫ファン

「もっと育ちゃんを出してください！」

　――ごめんね。いつかはまともな出番があるように、努力してみます。

②いけない育夫ファン

「もっとビシバシ、育ちゃんにミツグちゃんをいじめさせてあげてください！」

　――はい、わかりました。

③あぶない育夫ファン

「育夫先生とミツグ先生をくっつけてあげてください」

　――こういう人は、学研レモン文庫より、○川○ビー文庫を読んではいかがでしょうか？




　おかしかったのは「もうかわいそうだから、ミツグちゃんをいじめないで！」などというリクエストを寄せた育夫ファンはひとりとしていなかったことである。

　ミツグファンは、これを、どうかんじることだろう？

「うぬぬ。育夫ファンめ～」と歯は嚙がみするか、あるいは「そうよね。やっぱり、育ちゃんにいじめられているミツグちゃんがいちばんステキ！」と言ってくれるか……。これも、やはり、興味あるところです。

　ところで、育夫ファンからのリクエストの中でいちばんひどかったのをここにご紹介しますと――。

「拓人が杉本を好きになって、人間関係ドロドロになる話を書いてください」

　わたくし、思わず、のけぞりました。

　だいたい、どうして、育夫ファンがこんなことを望んでいるのだ？　ナゾである。

　ここまでくると「さすがは育夫ファンだ」としか言いようがありませぬ。

　それから、いつも「拓人をもっと出さんか！」というお手紙をくれる拓人ファンのみなさま、どうか、前作『帰ってきた女王様』をお読みくださいませ。

　ストーリーの中心になるのは、親友のシイちゃんこと志し村むら重しげ光みつですが、拓人もウジャウジャ掃いてすてるほど出てきます。舞台は花はな園ぞの学園高等部で、百ひや太くた郎ろうやアキも出てきます（なぜか、このふたり、時々熱狂的なファンがいる）。

　これは、一応、みなさまのリクエストにおこたえしたものでして……われながら、読者さまに対して佐さ伯えきのように忠実な作者であることよ。

　てなわけで、これからも、ご感想＆リクエストをお待ちしてます。

　念のため申しますと、お手紙のあて先は、渋谷区から品川区に変わっています。ご注意ください。去年十月、レモン文庫の編集部が、代官山のふもとから引っ越してしまったのです。

　せっかく「代だい官かん山やま昇のぼる」というキャラクターをつくったのに、残念なことです。

　ちなみに、おなじような感覚で名前をつけたキャラクターは「綾あや小のこ路うじ透とおる」です。「綾小路」というのは京都の通りの名前ですよね。そこで「通る」にかけたのです。

　ついでに言ってしまうと「綾小路美み智ち子こ」も「道」にかけてます。

　……なんだか、いいかげんな性格をさらしてしまったような気がする。

　まあ、いいか。

　と、さらにいいかげんの上塗りをしたところで――。

　みなさん、お元気で！　さらばです！

一九九三年一月　　　森　奈津子　　





















第一章　工藤君……あなた、殺されたいのっ？







　みなさま、ごきげんいかが？

　あたくしの名前は、綾あや小のこ路うじ麗れい花か。

　気高くうるわしい社長令嬢よ。

　ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。

　と、ビシッと決めたところで、いわせていただくわ。

　お嬢さま笑い――これは、いわば、お嬢さまの武器。

　決して単純なものではなくってよ。

　たとえば「基本お嬢さま笑い」は、

「ホホホホホホホホホホホホホ……」

　と、シンプルな美しさを追求しているの。

　そして、紳士淑女のつどうパーティーなどのフォーマルな場所では「お上品お嬢さま笑い」で、

「オホホホホホホホホホホホホ……」

　と、フェミニンに決めるのよ。

　また、敵をあざ笑うときには「優越感お嬢さま笑い」で、

「ホーッホホホホホホホホホホ……」

　と余裕を見せて笑うこと。

　また、敵にとどめをさすときに役に立つ、最も破壊力のある「最終お嬢さま笑い」となると、こうよ。

「オーッホホホホホホホホホホ……」

　いかが？

　これに、たてロールの髪に、ピンクのリボン、フリルにギャザーたっぷりのお嬢さまファッションで、あたくし、ただいま、向かうところ敵なしよ！

　だけど、この「お嬢さま笑い」、じつをいうと、素人さんにはかなり危険な技よ。

　決して、安易に、まねなさらないでね。

　おわかり？

　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。




　文化部の部室がおさまっている、校舎裏の部室棟。

　今日もまた、そこで、さまざまなドラマが生まれているはず。

　若き情熱を部活動にそそぐ生徒たち――彼らは、からかって遊ぶには、最高のおもちゃ。

　あの二階の窓は、文芸部だわね。

「佐さ伯えき」

「はい、麗花さま」

　背後で、あたくしの忠実な部下・佐伯がこたえる。

　背がヌボーッと高くて、ビン底めがねをかけていて、ひっつめのポニーテールという、さえない外見をしているけど、なかなか有能なのよ。

「アクタガワは部室にいるようね」

「はい。文集の編集作業でおいそがしいようです」

「なら、おじゃまして、お茶でも入れさせましょう」

「でも、麗花さま。アクタガワ君は、おいそがしいと……」

「おだまり、佐伯」

　あたくしはピシャリとさえぎり、佐伯は、

「はい、麗花さま」

　と、神妙な調子でこたえる。

　ふっ。

　それでこそ、あたくしの家来よ。

　あたくしは佐伯を従え、歩きだす。

　目指すは、クラスメイトのアクタガワが部長をしている文芸部。

　ここは、私立花はな園ぞの学園中等部。

　自由な校風で知られている中学校よ。

　あたくしたちは、ここの三年生。

　ふっ……このとおり、なかなか楽しくやっていてよ。

　部室のすぐ外の廊下で、あたくしは、足をとめた。

　中からは、アクタガワと女の子の話し声。

　佐伯がノックしようと、かまえた瞬間。

　あたくしはガラリと戸を開けた。

「わあっ！」

「キャッ！」

　ふたりはこおりつく。

　アクタガワといっしょにいたのは、色白でスリムで、大きな目が印象的な、ウサギみたいな女の子。

　たしか一年生だけど、彼よりも背が高い。

　あたくしは、カツンとくつを鳴りひびかせて、室内に入った。

　佐伯はひとこと「おじゃまします」とことわる。

「あ、綾小路さん、ノックぐらいしてよっ」

　ずり落ちた黒ぶちめがねを直しつつ、アクタガワは抗議に出てくる。

「あら。そんなにおどろいて、どうなさったの？　おふたりで、なにか、やましいことでもなさっていたのかしら？」

「やましいどころじゃないよー。ほんと、やばいことやってるところなんだからさー。おどかさないでよっ」

　アクタガワとウサギちゃん（仮名）は、作業を再開する。

　ワープロで印刷した原稿と、漫画研究会の子が描いたイラストを、大きな紙に配置して、テープで貼っている。

　小説や、詩や、短歌に俳句、川柳、それにエッセイや評論らしきものもある。

「なになさってるの？」

「レイアウトだよ。これを印刷屋に渡して、文集にしてもらうんだ」

「その作業が、どうして、やばいのよ？」

「原稿の内容だよ。ぼくが書いた小説。また、育いくちゃんににらまれそうなんだ」

　アクタガワは、てきぱきと仕事をこなしながらこたえる。

　育ちゃんというのは、ここ花園学園中等部の生徒指導担当の先生のこと。

　本名・花はな園ぞの育いく夫お、二九歳、独身。

　花園学園理事長の息子にあたる数学教師。

　で、性格は、クールで冷酷で残忍。

　人呼んで、サディスティック育ちゃん。

「文集のせいで育ちゃんににらまれるのならいいけど、それよりも前に、発行中止を命じられたら、ほんと、こまるんだよ」

「じゃあ、そんな、まずい内容のもの、書かなければいいじゃないの」

「書かずにいられなかったんだよっ」

　アクタガワがいうと、ウサギちゃんは目をかがやかせて、あたくしに、

「ほんとに、アクタガワ先輩が書いた小説、おもしろいんですよ。すっごく、笑えるんです」

　アクタガワったら、一応、後輩には尊敬されてるようじゃないの。

　だけど――。

「笑える、って……アクタガワ君、あなた、純文学をこころざしていたわけではなかったの？　芥川賞をねらっているのではなかったの？」

「ぼくが目指しているのは、笑える純文学なんだ」

　なんだか、わけのわからない人ね。

　作品を読んだ人からは「才能ある」って言われてるみたいだけど……。

　あたくしは、はっきりいって、読んだことなくてよ。

　だから、アクタガワなんて、ただのおしゃべりな男の子にしか見えないわ。

　すでに、部屋のすみでは、佐伯が勝手にお茶を入れはじめている。

　感心ね。

　半径一〇〇メートル以内は、すべて綾小路麗花の縄張りとみなし、そこに含まれる施設を最大限利用し、あたくしのために快適な環境を作るという姿勢。

　それでこそ、あたくしの部下よ。

「あら」

　あたくしは、アクタガワが手にしていたレイアウト用紙に目をとめた。

　そこには「お坊っちゃん」というタイトル。

　それに「ショー・アクタガワ」という、アメリカ製ニンジャ映画の主演俳優のような、ふざけたペンネーム。

　アクタガワが書いた小説だわ。

「ちょっと、お見せなさい」

「えーっ。やだよーっ。作業のじゃましないでよっ」

「お見せなさいってばっ。あたくしが読んであげるといってるのよっ。ありがたくお思い！」

　これだけ強くいえば、いつもの彼なら従うはず。

　けど、今回はちがっていた。

　彼は、ヒナを守る親鳥のように、ガバッと机にふせて両手でレイアウト用紙をかかえこむと、

「そんなにぼくの作品を読みたいなら、文集を買って読んでよっ」

「ふんっ。あなたが書きちらしたものになんか、あたくし、興味はなくってよ」

「だ、だったら、最初から興味を示さないでくださいっ」

「なに、むきになっていらっしゃるのよ。変な方」

「なんだよぉ……もう、ぼくは、綾小路さんの気まぐれには、ついていけませんよっ」

「ついてこなくていいわよ」

　アクタガワは、ぐっと言葉につまった。

　なにか言いかえしたいらしいけど、結局、彼はため息をつくと、作業にもどった。

「お茶、どうぞ」

　佐伯がお茶四人分と、ビスケットを運んできた。

「わーいっ」

　たちまち、アクタガワは仕事をなげだし、ウサギちゃんも、

「いただきますっ」

　と、佐伯にペコリと頭を下げる。

　この人たち、自分たちの食糧が略奪されても、その一部がもらえれば、それで納得してしまうようね。

　まあ、そのほうが、あたくしにとってはつごうがいいわ。

　これからも、最大限、利用させていただくわよ。

「あなたの小説、なにがそんなにやばいとおっしゃるの？」

　あたくしがきくと、アクタガワはお茶をちびちび飲みながら、

「主人公が、お坊ちゃま育ちの先生なんだ」

　それでタイトルが「お坊っちゃん」ね。

　夏目漱石のパロディーというわけ？

「で、主人公のモデル、ミツグちゃんなんだよ」

　アクタガワの横で、ウサギちゃんも深くうなずく。

　ミツグちゃんというのは、あたくしたちの担任、花はな園ぞの貢みつぐ先生のこと。

　二五歳、独身。国語担当。

　性格・気が弱くてなさけない。

　花園一族のひとりで、育ちゃんの甥にあたるのよね。

　歳が近いせいか、このふたり、昔からいろいろあったみたいで……。

　とにかく、現在はミツグちゃん、サディスティック育ちゃんにチクチクいじめられている状態なのよ。

　わが担任ながら、なさけないのよねぇ。

　ちなみに、花園学園には、ほかにも花園一族の先生がけっこういるの。

　だから「貢先生」とか「育夫先生」とかいうように、苗字ではなくて名前のほうで呼んでいるのよ。

「ミツグ先生がモデルとなると、当然、育夫先生がモデルの敵役も出てくるわけですね」

　佐伯がいうと、ウサギちゃんが、目をかがやかせて、

「そうなんですっ。冷酷な数学教師が出てきて、それはもう、陰険に陰湿にジワリジワリと、主人公をいたぶるんですっ。でも、かんじんなところでは、いつも失敗に終わって、読者をイライラさせるんですっ。もーっ。アクタガワ先輩ったら、うまいんだからぁ」

　しかし、賞賛を受けたアクタガワは、少しばかり身を引きつつ、

「ひょっとして、このいじめ役のほうに、感情移入して読んでくれてるの？」

「あたりまえじゃないですかっ！　冷酷な方って、ステキですもの！」

　ウサギちゃんは、指をくみ、うっとりと宙を見つめる。

　けど、すぐに、情熱にギラギラした目になって、あたくしたちに、

「でも、まだ、アクタガワ先輩、前編しか書いてないんですっ。あたし、もう、じれったくて、じれったくて！」

「あ、ありがと」

　後輩の勢いに、アクタガワは、たじたじ。

「先輩っ。育夫先生は、ミツグ先生のこと、ほんとは好きなんですよねっ？　愛ゆえに、ついつい、いじめちゃうんですよねっ？」

「そ、そんなこと、ぼくにきかないでよー」

「アクタガワ先輩っ。こたえてくださいっ」

「せ、先輩はね、まだ子供だから、そういう大人の問題はわかりませんっ」

「ちがいますっ。あたしが言ってるのは、現実のことじゃなくて、先輩の小説の中のことですっ」

「ぼくに、どういう話をかけっていうんだよーっ」

「職員室に芽生えた愛の物語ですっ」

　どひーっ！

　か、かわいい顔して、この子は……。

　アクタガワは、完全に、顔をひきつらせている。

「後輩の教育、考え直したほうがよさそうね、アクタガワ君」

「……綾小路さんにそんな忠告されるようじゃ、ぼくもおしまいだね。きっと」

「なんですってっ？」

　あたくしが右手をふりあげ、平手打ちの準備をしたとたん、アクタガワはバッととびすさり、

「ごめんなさいっ。失言でしたっ。とりけしますっ」

「……ふんっ。あなた、一段と、要領よくなったみたいじゃないの」

「綾小路さんにきたえられてますから」

　まあ！

　なんて口のへらない人なのっ。

「あなたね、もっとガンガンきたえてさしあげましょうか？」

「け、けっこうですぅー」

　アクタガワが、おびえた声を出したとき。

「大変ですっ！」

　いきなり戸があいて、部員の女の子がとびこんできた。

　今度はキツネみたいなつり目の、やせた一年生。

「アクタガワ先輩っ。育夫先生が……育夫先生が来ますっ！　文集の原稿に不適切な箇所がないかどうか、チェックするそうなんですっ」

「ええーっ！」

　アクタガワとウサギちゃんは、そろって驚きよ愕うがくする。

　全速力でぶっとばしてきたらしく、キツネちゃん（仮名）は、息もたえだえにつづける。

「ミツグ先生がこっそり教えてくださったんですっ。原稿を持って逃げなさい、って」

　じつは、ミツグちゃん、文芸部の顧問なのよね。

　日頃から、育ちゃんはミツグちゃんを、生徒を甘やかしすぎだって責めてるのよ。

「育ちゃん、いつ来るの？」

「もう、そこまで来てますっ。先輩っ。窓から逃げましょうっ」

　キツネちゃんはレイアウト用紙をかき集め、ウサギちゃんもそれを手伝う。

　だけど、アクタガワは、それをとめた。

「いいよ。ぼくは、ここにのこる。育ちゃん相手じゃ、逃げてもその場しのぎにしかならないよ。育ちゃんに原稿を見せて、指示をあおいでみるよ」

「先輩っ。だめですっ」

　ウサギちゃんがウルウルした目でアクタガワにせまり、キツネちゃんも泣きそうな声で、

「育ちゃんに、いじめ殺されますよぉ」

「平気だよ。もう、なれたもん」

「なれないでくださいっ！　なれちゃいけませんよ、先輩！」

　めんどくさいわねぇ。

　あたくしは窓を開けると、一年生ふたりに、

「ほら、出口はここよ。自宅謹慎がいやなら、ここから出ていくことね」

　すると、佐伯も、ふたりに、

「アクタガワ君なら、平気ですよ。とっくの昔に、育夫先生ににらまれてますから」

「佐伯さん……それって、ひどくない？　事実にはちがいないけど……」

「あ。すみません」

　けっこう、佐伯、いうじゃないの。

「ほらっ。なにボヤボヤしてるのよっ。一年のうちに生徒指導ににらまれると、あとがつらいわよっ。アクタガワを信用してるなら、さっさとお行きなさい！　だだこねて、部長をこまらせるものではなくってよ！」

　あたくしがどやしつけたら、ウサギちゃんたちは、ハッとした顔になる。

　そのとき、戸がノックされた。

　育ちゃんだわ！

　アクタガワは、ふたりに「まかせろ」というように、うなずいた。

　ウサギちゃんとキツネちゃんも、納得したらしい。

　こっくりとうなずくと……。

　窓を越え、ひさしの上に乗り、地面にひらりととびおりた。

　いとも簡単に二階から……元気なことね。

　いくぶんいらだたしげに、ノックがくりかえされる。

「はい。どうぞ」

　アクタガワは緊張ぎみにこたえる。

　すると、ガラリと戸があいて、育ちゃん登場！

　スラリとした長身に、ビシッとスーツを決め、髪はオールバック。

　冷たい光をたたえた切れ長の目に、酷薄そうな薄い唇。

　まさに、悪の帝国の悪役司令官といった雰囲気なのよね。

　彼は、机のうえに広げられたレイアウト用紙を見ると、威圧的な調子でいった。

「編集作業は、無事にすすんでいるようだな」

「……すでに無事ではありませんが」

　アクタガワは青ざめながらこたえる。

　育ちゃんの顔を見たとたん、早くも後悔しはじめたらしい。

　そんな彼に、育ちゃんはニヤリと笑い、

「検閲だ。原稿を見せてもらおう」

　アクタガワはムッとしたけど、おとなしく従う。

　レイアウト用紙に貼ったのとは別の、予備のために印刷したらしい原稿の束を、育ちゃんに渡す。

　育ちゃんはパラパラとめくり、アクタガワの作品を抜きだした。

「全部を点検する必要はないからな。問題あるものを書く生徒は、かぎられている」

　やっぱり、アクタガワ、にらまれているわ。

　育ちゃんは、窓ぎわのいすを陣取ると、読みはじめた。

　アクタガワは、じっと床を見つめている。

　無表情だけど、強くにぎりしめられた両手が、内心のドキドキ状態をあらわしている。

「なるほど。おもしろいな」

　途中で、いきなり、育ちゃんは低く笑った。

　アクタガワは身をこわばらせる。

「才能というものは、おそろしいな。道を誤れば、あとはただ、本人を破滅へと導くのみ」

「そ、それって、もしかしたら、ぼくの文学的才能を、ほめてくださってるんですか？」

　アクタガワは、余裕を見せようとしてか、笑顔できく。

　ただし、ほっぺたを恐怖でひきつらせながら。

「賞賛にあたいすることをしていると、おまえは思っているのか？」

「い、いいえ……」

　バン！

　育ちゃんは、いきなり、机を激しくたたき、立ちあがった。

「こんな……こんな、くだらんものを書いて……。岩いわ清し水みず是これ清きよ、きさまは、教師をなんだと思っているのだ？」

「きょ、教師は、先生だと思います」

　なに、わけのわからないこと、いってるのよ。

　彼、育ちゃんの冷ややかな声で本名を呼ばれるのが、相当こたえるようね。

　いつもはあだ名で呼ばれているだけに。

　たちまちのうちに、育ちゃんは、アクタガワを壁ぎわにおいつめた。

「これを読むかぎりでは、きさまの心には、教師に対する尊敬の念がいちじるしく欠けているようだな」

　言いながら、原稿を丸めると、それでアクタガワのあごをグイッとあげさせる。

「自分でも、そう思わないか？　ん？」

「じゃあ、たまには、生徒に尊敬されるようなこと、してくださいよーっ」

「なんだと？」

「た、たとえば、ミツグ先生ぐらい、寛大なところを見せてくださいよぉ」

　まあ！

　アクタガワったら、まずいことを……。

　たちまち、育ちゃんの顔色が変わる。

　ミツグちゃんとくらべられて、プライドが傷ついたようね。

「きさま、生徒指導室に招待されたいようだな」

「い、いいえ。そんなことありませんっ」

「遠慮することはない」

　育ちゃんに乱暴にうでをつかまれ、アクタガワはよろける。

　そのまま、育ちゃんは、彼をひきずるように歩き出した。

「佐伯、行くわよ」

「はい、麗花さま」

　あたくしたちも、あとにつづく。

「な、なにも、そんなに強くつかまなくたって、逃げやしませんよーっ」

「うるさい」

「痛いですよぉー」

「やかましい」

　育ちゃんが長い脚でサッサと歩くものだから、チビのアクタガワは、半分、小走りになっている。

　ほかの部の子たちも、こわごわと廊下をのぞいて、ふたりを見送る。

「育ちゃん、あいかわらず、横暴な……」

「おいたわしや、アクタガワ君」

「お、おれ、あの人の作品、好きなのに……」

　そして、部室棟から出たところで。

　生徒会長・代だい官かん山やま昇のぼると、バッタリ出くわした。

「おや、アクタガワ君。また、なにか悪さをなさったのですか？」

「先生が、ぼくの作品にケチつけてきたんだよぉ。生徒会長、なんとかしてよーっ」

　育ちゃんは、ジロリと代官山を無言でにらむ。

　すると、たちまち、彼はアクタガワに、

「それ以上、お上かみにたてつかないほうがいいですよ。そのことだけ、きみに忠告しておきましょう」

「薄情者ーっ！　それでも生徒会長かっ？　この悪代官っ！　権力の犬！」

　アクタガワ、ヤケになってるわね。

　育ちゃんは、そのまま、彼をひきずっていく。

　そうしながら、ふりかえらずに、

「綾小路と佐伯は、なんだ？　やじうまか？」

「あたくしたちは、文芸部の編集作業を手伝っておりましたの。いわば、アクタガワ君の共犯者ですわ」

　あたくしがこたえると、アクタガワが、

「うそだっ。綾小路さん、全然手伝ってなんかいなかったじゃないかっ。単なるやじうまだっ！　ぼくがしぼられるのを見物して、楽しむつもりなんだ！」

　すると、育ちゃん、アクタガワに、

「なるほど。綾小路と佐伯をかばうつもりか。なかなか感心だな」

　それは誤解よ。

　まあ、そのほうが、あたくしにとってはつごうがいいけど。

　あたくしと佐伯は、育ちゃんとアクタガワにつづき、生徒指導室に入った。

　ガランとした殺風景な部屋に、教師用の豪華なひじかけいすと、机をはさんで、生徒用の折りたたみいすがある。

　完全に育ちゃんのシュミで作られた部屋よ。

「そこにかけろ」

　育ちゃんが、命令のように許可を下す。

　あたくしと佐伯は、それぞれ折りたたみいすをひろげ、アクタガワをまん中に、ならんですわった。

　育ちゃんは、原稿の束を机に置くと、冷ややかな調子で切り出す。

「岩清水是清。おまえは、自分のしでかしたことの重大さがわかってないようだな」

「……」

「印刷にまわるまえに止めてもらえてよかったと、わたしに感謝すべきだぞ」

「そ、そんな……」

　アクタガワが言いかけたところで、育ちゃんはピシャリと、

「もし、発行されていたら、生徒指導室に呼び出す程度では、わたしの気はおさまらなかったぞ！」

　見事だわ。

　育ちゃんってば、どうすれば相手がびびるか、ちゃんとわかってるわね。

「このわたしも、甘く見られたものだな」

「べ、別に、なに書いたっていいじゃないですかっ。言論の自由ですっ」

「わたしは生徒に言論の自由を保障したおぼえはない！」

「そんなの、めちゃくちゃですっ」

「なにが、めちゃくちゃだ？　ん？　世の中には、言っていい事と悪い事、書いていい事と悪い事がある。それを教えるのが、教育というものだ」

　育ちゃんににらみつけられ、アクタガワは言葉を失う。

　しかし、どうして、あたくしと佐伯は完全に無視なのよっ？

　さては育ちゃん、あたくしたちをザコあつかいしてるわね？

　これは屈辱だわ！

　このあたくしではなく、アクタガワごときが大物と見られているなんて！

「こうしよう。おまえは、この作品を発表しない。わかったな？　返事は？」

「……いやです」

「なに？」

「先生の言いなりになんか、なりたくありませんっ」

「ほう」

　育ちゃんは、おもしろそうに目を細める。

「たしかに、ぼくは、数学教師が国語教師をネチネチいじめる話を書きました。だけど、どうして、それが、育夫先生のお気にさわるのでしょう？　まさか、育夫先生、身におぼえがあるとでも？　この作品中の数学教師とおなじことを、この学校の国語教師にしているとでも？」

「……」

　育ちゃんが絶句してる！

　アクタガワ、すごいわ！

　育ちゃんをやりこめるなんて！

「もし、育夫先生が、プライバシーの侵害だとおっしゃるのであれば、ぼくは掲載をとりやめてもかまいませんがね」

　んまあ！

　ミツグちゃんを陰湿にいじめてることを、みとめろっていうことなんだわ！

「ふっ……」

　育ちゃんは、低く笑った。

「ふふふふふ……ははははは……わーっははははははは……」

　なんて完かん璧ぺきな悪役笑い！

「ばかめ！　生意気な口がたたけるのも、それまでだ！　これを見ろ！」

「うっ……」

　育ちゃんが上着の内ポケットから取り出したもの。

　それは、一枚のフロッピー・ディスクだった。

「これがなにか、わかるかな？　岩清水」

「そ、それは、ぼくの……」

「そうだ。おまえのフロッピー・ディスクだ。生徒会のワープロをかりて、小説を書いていたそうだな。中には、もちろん、おまえが途中まで書いた小説が記録されている。これとは、また別の作品のようだな」

「返してください」

　アクタガワは静かにいった。

　けど、すでに顔色は真っ青。

　大切な原稿が入っていることはたしかなようね。

「ふふふ。その様子から察するに、バックアップはとってなかったようだな」

「おねがいです。返してください」

「そうはいかない」

　言いながら、育ちゃんは、別のポケットから黒板用のマグネットを取り出した。

「これがなにか、わかるか？」

「……磁石」

「そうだ。これを、フロッピー・ディスクに近づけると、どうなるかな？」

「やめてくださいっ！」

「ふっ。わかっているようだな。磁石を近づけるとフロッピーに記録したデータは破壊される。おまえが苦労して書いたものも、消えうせてしまうというわけだ」

　育ちゃんは低く笑う。

　なんて、いじわるなのっ！

「さあ。この場で誓うのだ。この作品を文集に掲載することはとりやめると！」

「くっ……」

　アクタガワはうなだれ、両手をひざのうえでにぎりしめる。

　育ちゃんは席を立つ。

　そして、アクタガワのいすの背に片手をかけ、彼の顔をのぞきこみながら、じりじりとせまる。

「さあ、どうした？　こたえは？　このフロッピーの中身が破壊されてもかまわないのか？」

　そのとき。

　ドカッ！

　窓から飛び込んできたなにかが、育ちゃんの頭に当たった！

　カシャーン。

　フロッピーが落ちる。

　育ちゃんはよろけて、床にひざをついた。

　それは、サッカーボールだった。

　アクタガワはフロッピーをひろうと、脱だつ兎とのごとく、逃げ去る。

　育ちゃんが顔をあげたときには、そこには、ザコのあたくしと佐伯がのこるのみ。

「岩清水は……どうした？」

「逃げましたわ」

「お、おのれ……！」

　育ちゃんは、バッと立ちあがると、外に向かって、

「シュートした者！　ただちに、生徒指導室に来いっ！」

　外で、どよめきが起こる。

　育ちゃんの怒りは、完全に、その犯人にうつっている。

　やっぱり、あたくしと佐伯は、ザコだったようね。

　やがて。

　生徒指導室のドアをノックして、入ってきた生徒。

　それは「花園学園の王子さま」の異名をとる、サッカー部の工く藤どう君だった。

「すみませーん。練習してたら、ヘマしちゃって……」

　彼は照れかくしに笑いながら入ってくる。

　まさか蹴けったボールが育ちゃんに当たったとは思ってもいないものだから、のんきなものよ。

「工藤っ！　きさまが、そんなにド下手なわけないだろうっ！」

「そ、そういわれても、先生……」

「口ごたえをするなっ！　きさま、岩清水を助けるために、わざと、わたしにボールをぶつけたなっ！」

「え？」

　工藤君は、ハンサムな顔に、戸惑いの表情を浮かべる。

　じつは、彼、けっこう気が弱いところがあるのよ。

　育ちゃんのけんまくにびびるだけで、状況が把握できないようね。

　そこで、あたくしは、親切に解説。

「つまり、あなたの蹴ったボールが、育夫先生の頭に当たったのよ。で、それまでお説教されていたアクタガワが、それをチャンスに、逃げたというわけ」

「ええっ！」

　工藤君は青くなったものの、自分をなぐさめるように、

「でも、綾小路さんに当たらなくてよかったよな。うん」

「そうよ。レディーに当たっていたら、あなた、紳士失格よ」

「それより、殺されていたよね」

「工藤君……あなた、殺されたいのっ？」

「……あっ。ご、ごめんっ」

　工藤君は、笑ってごまかす。

　そこへ育ちゃん、怒りをにじませ、じわじわと、

「工藤。あやまる相手を間違ってないか？」

「す、すみません」

「すみませんで、すむと思うか？」

「……す、すみませんっ。ほんとに、すみませんっ」

　サッカーボールをだきしめ、工藤君は壁ぎわで硬直する。

　スポーツ万能・成績優秀の優等生で、いつもは先生に受けがいいだけに、こういう攻撃には弱いのよね。

　そのとき。

　窓からなにかがとびこんでくると――。

　ばこっ！

　またもや、育ちゃんの頭に当たった！

　テニスボールだった。

　しかも硬式。

「う……」

　サッカーボールほどのダメージではなかったけど、育ちゃんは頭を押さえ、絶句する。

　そして。

「今、サーブした者！　とっとと、取りに来いっ！」

　今度は、育ちゃんの怒りは、工藤君からその犯人にうつる。

　一体、だれなのよ？

　あたくしたち、みんな、だまりこむ。

「よく当たりますねぇ」

　気まずい雰囲気をやわらげようとしてか、佐伯がのんびりという。

「つぎは隕いん石せきだったらどうしましょう」

　やめなさいってば。

　育ちゃんの怒りは、一瞬、佐伯にうつった。

　けど、ドアがノックされ、育ちゃんの怒りは、また、移動する。

「すみません。練習してたら、失敗してしまいまして」

　生徒指導室に入って来たのは、なんと！

　柔道着姿のお杉すぎ君だった。

「す、杉すぎ本もと、きさまっ……。どうして、柔道部員が、テニスボールで練習をするっ？」

「ほんの手すさびに」

「なにが、ほんの手すさびだっ！　きさま、わざとやったなっ？」

「……すみません」

　お杉君、犯行をみとめたわね！

　じつは、彼、アクタガワと工藤君と三人で、いつも仲よししてるのよ。

　無口な硬派で有名だけど、まあ、いってしまえば、ただの変な人なのよね。

　一方、工藤君は、親友のぶっとんだ行動をハラハラと見守るだけ。

　だけど、お杉君は、いつもの無表情でつづける。

「でも、育夫先生。ぼくはただ、育夫先生にかまってほしかっただけなんです」

　ぶぶっ。

　でかい図体して、なにが「ぼく」よ。

　がらにもなく、しおらしいふりするんじゃないわよっ。

「ぼくの問題行動は、みんな、さびしさゆえなんです」

「きさま……問題行動だとわかって、やってるんだな？」

「ごめんなさい。心のすきまをうめたいがために、つい、こんな行動に出てしまって……」

　なにが「心のすきま」よ。

　いつも、マイペースでやりたい放題の人の心に、どうすれば、そんなものができるわけ？

「今日だって、ぼく、この黒帯を育夫先生に見てほしくて……」

「ほう。初段か。学業がふるわない者はスポーツで実績をあげ、わが花園学園の名声を高める。いいこころがけだ、杉本」

「……どうして、ひとこと『似合う』って言ってくださらないんですか？」

　ぶぶっ。

　いいかげん、やめなさいよっ。

　だいたい、セリフはシリアスしても、いつもの無表情では、無気味としかいいようがないわよっ。

「きさま……まさか、ファッションで柔道をやっているのか？」

「先生まで、そんなことを……。どうして、みんな、ぼくの柔道に対する熱意をうたがうのでしょう」

「おまえ、ほかのやつらにも、言われてるのか？」

「ほかの学校の柔道部の人たちです。かげでコソコソ、ぼくの悪口をいうんです」

「なにぃ？」

「花園学園の杉本は、対戦相手がハンサムだと、かならず寝技に持ちこむ――って。あぶないやつだから、いい男とは対戦させるな――って。ひどいと思いませんか？」

　たらーっ。

　そのうわさ、かなり、事実に近いのではなくって？

　男の中の男・杉本晴はる信のぶ君は、男が大好き――それは事実ですもの。

　だけど、工藤君は、お杉君の言葉にまさか事実がふくまれているとは思ってもいない。

　みんな演技だと信じている。

　よって、サッカーボールを手に、おろおろしているだけ。

　一方、育ちゃんは、すでに、あきれてしまったらしい。

「杉本。いいか？　いい男と対戦したときには、決して寝技をしかけるな。これは、わたしからの忠告だ」

「でも、そんなの無理です」

「なにが無理だ？」

「体は正直です。いけないと思っても、つい……」

　ぷっつん。

　ついに、育ちゃんはキレた。

「杉本っ！　きっさまーっ！」

　いきなりお杉君のうでをつかむと、外に向かう。

「先生。なになさるんですか」

「きさまを花園学園大学の心理学研究所に引き渡してやるっ」

「ぼくで人体実験するおつもりですか？　さすがは育夫先生。考えることがちがう」

「ばかもんっ。カウンセリングを受けさせるだけだっ！」

「先生も、その必要がありそうですね」

「きさまといっしょにするなっ！」

　お杉君と育ちゃんのやりとりは、廊下をだんだんと遠ざかっていく。

「お杉……」

　工藤君は、ヨロヨロと、ドアに向かう。

「どうして、自分を犠牲にしてまで、おれをかばってくれたんだよ」

　別に、彼、犠牲的精神にもとづいて行動しているわけではないわよ。

　やりたいこと、やってるだけ。

　育ちゃんをからかうのが好きなのよ。

　それに加えて、工藤君をかばったもうひとつの理由はというと……じつは、愛ゆえなのよ。

　なのに、あいかわらず、工藤君は鈍感。

　彼に対する、お杉君の友情以上の想いは、いつ、むくわれるのやら。

　そのまま、工藤君は、育ちゃんとお杉君を追って出ていった。

「きっと、杉本君、よろこびますね」

　佐伯がしみじみという。

　変なところで感慨にふけるんじゃないわよ。

　それにしても。

　以上、この件にかかわって生徒指導室に招待された者五名――アクタガワ、あたくし、佐伯、工藤君、お杉君――は、みんな、おなじ三年一組。

　担任はミツグちゃん。

　これは、けっこう、ミツグちゃんがとばっちり受けるかもしれないわね。











第二章　逃げるまえに、腰ぬけたわよ







「九くじ条よう薫かお子ること申します。花はな園ぞの学園大学文学部国文科の四年生です。至らないところもあるかと思いますが、これから一週間、よろしくおねがいしますわね」

　その教育実習生は、教壇の上で、軽く頭を下げた。

　つややかな黒髪が、サラリと動く。

　みんな、パチパチと拍手をする。

　男の子の間からは、ため息さえもれる。

　彼女、いかにも大和やまと撫なで子しこといったかんじの、楚そ々そとした和風美人なのよ。

　名前がお嬢さましてるし、育ちもよさそうだわ。

　ミツグちゃんは緊張しているのか、こわばった笑顔で、

「みんな、なかよくするように」

　あのね。

　転校生じゃないのよ。

「今日は、九条先生には、うしろですわって見てもらうから、みんな、居ねむりなんかしないようにな」

　みんなの間に緊張がはしる。

　自分たちの居ねむりなんかより、ミツグちゃんの失敗のほうが、心配だわよ。

　一応、教師になって三年目なんだから、あんまり、ボロ出さないようにするのよ、ミツグちゃん。

　九条先生は、にこやかな笑顔で、教卓からはなれる。

　ミツグちゃんは、彼女のために、道をあけた。

「わっ」

　なんと！

　ミツグちゃん、足をふみ外し、教壇からドッと落ちた！

　シーン。

　今さら、見て見ぬふりもできず、みんな、だまりこむ。

　九条先生も、口に両手をあてて、立ちすくんでいる。

「は……ははは……」

　痛みをこらえ、ミツグちゃんは身を起こす。

　そして、整った繊細な顔立ちに、なさけない笑顔を浮かべて、

「教師が台から落ちて、これがほんとの、教師ラクダイ――とかねっ」

　おお！

「落台」と「落第」をかけたのね！

　でも、「教師落第」だなんて、まさしくミツグちゃんの評価を物語っているようで、みんな笑えない。

　教室は、ますます水を打ったような沈黙につつまれる。

　そのとき。

「みなさま、なぜ、お笑いになりませんの？　今のシャレは、むずかしかったのでしょうか？」

　言いながら、九条先生はチョークを取ると――。

　カッカッ、カッ、カッ……。

　いかにも若き希望をみなぎらせているような音をさせて、黒板にでかでかと「教師落第」と書いた。

　そして、ふりかえると、情熱に満ちた目で、あたくしたちを見つめ、

「貢みつぐ先生は、これをおっしゃりたかったのですわ。つまり、この『落第』と、台から落ちるの『落台』をおかけになりましたのよ」

　なにも、そこまで強調しなくたって、いいじゃないの。

「みなさん、おわかりですか？　教師落第！　理解できた方は、笑っていただけませんこと？」

　は……ははは……ははははは……。

　乾いた笑いがわきあがる。

　ミツグちゃんの名誉にもかかわるから、みんな、無理に笑ってあげてるのね。

　また、みんなに申し訳ないと思ってか、ミツグちゃんまでが、気弱に笑っている。

　まったくもう、なさけないわね。

　彼は、ふたたび立ちあがった。

　けど。

　ズデッ！

　今度は、教壇のうえで、派手にころんだ。

　また、教室は沈黙につつまれ、九条先生は立ちすくむ。

　だけど、ミツグちゃんは、転んでもただでは起きなかった。

「いたた……。『教師、キョウダンにたおれる』とかいったりして」

　つ、強くなったわね、ミツグちゃん。

　ますます、みんな沈黙。

　しかし、ただひとりには受けていた。

「お見事ですわ……！　貢先生……さすがはベテラン国語教師ですわ！」

　九条先生は、熱っぽくミツグちゃんを賞賛してから――。

　カッ、カッカッ、カッ。

　黒板に「教師、凶弾にたおれる」と書いた。

「つまり、この『凶弾』が『教壇』にかかっていたわけですわ。みなさま、おわかりですか？」

　はは……はははは……。

　みんな、返事のかわりに、むなしい笑いでこたえる。

　九条先生、外してくれるけど、いい味出してるじゃないの。

　まあ、ミツグちゃんのメンツが保てたことは、よろこばしいかぎりだわね。




＊




　お昼休みになった。

　みんな、それぞれ、パンを買いに購買部に行ったり、お弁当持って外に行ったり、教室でお弁当を広げたり。

　もう、すでに、九条先生のニックネームは決まっていた。

　ズバリ「薫子サマ」。

　いかにも深窓の令嬢といったかんじだから「様」がついたのよ。

　でも、別に、みんなふざけて呼んでいるわけで、彼女を敬っているのでもなんでもないのよ。

　その点、あたくしはちがうわ。

　人があたくしを「麗れい花かさま」と呼ぶときは、心底、あたくしを崇拝しているときよ。

　アクタガワは、薫子サマを、教室お弁当組に引きずりこんだ。

　彼女のとなりにすわって、ニコニコしちゃって、空揚げと太巻きを交換してもらったりして……調子いいのよね。

　で、大胆にも、

「先生は、彼氏いますか？」

「いたらいいのにと思いますわ。いつも」

　ということは、いないということね。

「どういうタイプが好みですか？　たとえば、ぼくみたいなのは？」

「弟には、ちょうどいいですわねぇ」

　薫子サマは、おっとりとこたえる。

　たしかに、この人、お嬢さまっぽいわね。

　ただし、あまりほこり高くない、ポワーッとしたタイプね。

　あたくしのライバルにはなりえない方だわ。

「弟かぁー」

　アクタガワは不満そう。

「妹っていわれなかっただけ、よかったじゃないか」

　工く藤どう君がいって、アタクガワに缶ペンで頭をたたかれる。

　じつは、アクタガワ、素顔が女の子みたいだってこと、気にしてるのよね。

「なんだよー。ぶつことないじゃないか。かわいいってほめたのに」

「おまえになんか、ほめられたくないよっ！」

　仲がいいだけに、学園のプリンス・工藤君にも、アクタガワは容赦ない。

　そんなふたりのやりとりを、ちょっとはなれたところで聞いていたお杉すぎ君は、ボソリと、

「おれは、ほめられたいが」

　いきなり、正直な気持ち、告白しないでいただきたいわね。

　ところが、工藤君、あっさりと、

「お杉はほめないよ。見た目がかわいくないから」

　な、なんて残酷なことを……。

　まあ、ほんとにかわいくないから、しかたないけど。

「けど、アクタガワはかわいいもんな」

　工藤君は、平然といって、たまご焼きをパクリとほおばる。

　相手が自分に寄せてる想いを知らないものだから、平和なものね。

　お杉君は、暗い視線を、アクタガワに向ける。

「あっ……」

　アクタガワは、この場は笑ってすまそうとしたらしいけど、ひきつって失敗した。

　彼、お杉君が工藤君に寄せる友情以上の想いを、知っているのよね。

　で、あわてて、薫子サマのほうを向くと、

「先生は、ミツグ先生みたいな人は、どうですか？」

「え？」

「ミツグ先生は、独身ですよ」

　アクタガワったら、うまく逃げたわね。

「九条先生から見ると、あのてのタイプは、どうですか？」

「そうね。とても尊敬できる方ですわね。教育に関して、とっても熱心でいらっしゃるし。常識的で、いつも正しいまっすぐな考えができる方ですわね。わたくしも、貢先生みたいになりたいと思いますわ」

　薫子サマは、物もの怖おじしないおっとりとした口調でこたえる。

　たしかに、ミツグちゃんは、常に正しいわ。

　ただ、その正しい考えをつらぬくための勇気に欠けているのよ。

　おかげで、いつも、育いくちゃんの管理主義に反発をかんじながらも、あの迫力に屈してしまっているのよね。

　そのとき、あたくし、思い出した。

　文集、どうなったのかしら。

「ねえ、アクタガワ君」

「なに？」

「まだ、育ちゃんから、なにも言ってこないの？」

「うん」

　アクタガワは、箸を持つ手を、パタリと落とす。

　で、ヒソヒソ声で、

「ぜったい、朝、呼び出しかかるだろうって、かくごしてきたのに。かえって気味悪いよ。これじゃあ、真綿で首をしめられてるようなもんだよぉ」

「これが育ちゃんのやり方よ」

「冗談じゃないよー。かんべんしてほしいよ、まったく」

「あるいは、ミツグちゃんに、育ちゃんの魔手がおよんでいるというおそれもあるわね。部長の代わりに、顧問に」

「ええーっ！」

　アクタガワはすっとんきょうな声をあげ、みんなの注目をあびてしまう。

　そのときだった。

　ピン・ポン・パン・ポーン。

　校内放送のチャイム。

　そして、放送部員によるアナウンスがひびいた。

「花園貢先生、花園貢先生、至急、生徒指導室までおこしください。くりかえします――」

　教室に、ざわめきが起こる。

「育ちゃんだ……！」

「育ちゃんからの、生徒指導室へのおさそいだ」

「ミツグちゃん、また、いじめられるんだわ」

　ガターン！

　アクタガワが、いすを倒して、立ちあがる。

　そして、あたふたと、教室を出ていった。

　生徒指導室に向かうつもりね。

「佐さ伯えきっ！　行きましょう！」

「はい、麗花さま」

　あたくしたちも、アクタガワを追った。




＊




　結局、生徒指導室のとなりの進学資料室には、あたくし、佐伯、アクタガワ、お杉君、工藤君の五人が集まった。

　あまり大きな声ではいえないけれど、じつは、ここ、盗み聞きするには、最適なのよ。

　となりからは、ぼそぼそと、育ちゃんとミツグちゃんの声が聞こえる。

　あたくしたち、目で合図しあって、ドアのすきまにソロソロと耳をくっつけた。

「乱れている」

　とたんに、育ちゃんの威圧的な口調が耳にとびこんでくる。

　それにつづき、気弱そうなミツグちゃんの声が、

「なにがですか？」

「乱れているのだ！　わが校の風紀が！　秩序が！　道徳が！」

　ドン！

　机をたたく音。

　育ちゃん、ビシッと決めたわね。

　しかし、ミツグちゃんも、負けてはいない。

「育いく夫お先生。生徒たちは、自由にのびのびと学園生活を楽しんでいます。それで、われわれの理想はすべて満たされていると、わたしは思いますが」

「ばかめ！　自由の名のもとに、すべてが許されるものかっ？　この学園が混沌と化すことを、おまえは許せるというのかっ？」

「あのですね、育夫おじさん……」

「おじさんではないっ！」

「では、校内では、わたしを『おまえ』呼ばわりしたり、呼びすてにするのは、つつしんでください、育夫先生」

　おお！

　ミツグちゃん、強いわっ！

「それは失礼。貢先生」

　怒りと迫力をジワジワとにじませ、育ちゃんはこたえる。

　たぶん、これで、ミツグちゃんの勇気はグラついたはず。

「ここまでご足労ねがったのは、ほかでもない。貢先生、あなたのクラスの生徒のことで、ご報告したいことがありましてね」

「な、なんです？」

　すでに、ミツグちゃん、声に動揺があらわれている。

「貢先生、あなたが顧問をされている文芸部では、来月、文集を発行するそうですね。じつは、それに掲載される予定の作品に、一部、ふさわしくないものがありましてね」

　紙の束を、たたきつけるように置く音。

　アクタガワの原稿にちがいない。

　見たら、アクタガワは、真っ青になっている。

「部長の岩いわ清し水みず是これ清きよが書いたものですよ、貢先生」

「ははぁー。『お坊っちゃん』ですか。なかなか、おもしろそうですね」

「ばかめ！　この小説の内容は、完全におまえを愚ぐ弄ろうしたものだぞ！」

　早くも「貢先生」から「おまえ」にもどったわね。

　幼少のころからの上下関係は、成人してからもなお、尾を引くものなのね。

　よろこばしいことだわ。

　あたくし綾あや小のこ路うじ麗花も、この学園における自分の地位を、将来まで保持するつもりですもの。

「いいかっ？　これは、お坊ちゃん育ちの男が、中学の国語教師になったものの、教育の現場のきびしさに、身も心もボロボロになるという話だっ！　この主人公の性格・境遇・行動パターン、すべておまえだとしか考えられん！」

「で、それが？」

「な、なにを平然としているのだ！　きさま、それでも教師かっ？」

「だから、どうして、それがあなたの怒りをかきたてるのでしょう？　不思議ですね」

「な……に……？」

「とにかく、わたしが侮辱されたことで、あなたが本気で怒り狂うなど、まったくもって、よろこばしいかぎりですね」

　おお！

　そういえば、そうよ！

「み、貢っ、わたしはだなっ……」

「わかってますよ。どうせ、わき役に、あなたそっくりの数学教師が出てくるのでしょう。で、主人公にネチネチいやがらせをする。あなた、それが気にくわなかっただけの話なんでしょう？」

　どうやら、育ちゃん、絶句しているようね。

　もしかしたら、ミツグちゃん、勝てるのではなくって？

　ただ気が弱いだけの青年教師かと思うと、たまには、骨があるところも見せてくれるのよね。

「生徒が教師をモデルに小説を書いた。――けっこうなことじゃないですか」

「けっこうなものかっ！」

「わたしは、これを書いた生徒をよく知っているつもりです。他人を侮辱するために小説を書くほど、性格のゆがんだ子ではありませんよ。彼は、読者である本校生徒たちに楽しんでもらおうと、書いただけですよ」

「その軽率さが、許せんというのだ！」

「でも、あなたも学生時代は、教師の立場を茶化すことぐらいはしたでしょう？　たとえば、物まねをするとか、ばかにするとか、批判するとか……。そうやって、子供は成長するものですよ。わたしも、そうでした」

「おまえといっしょにするなっ！」

　バン！

　育ちゃんは、ヒステリックに、机をたたいた。

「だいたいだな、貢、おまえが教師になったのからして、間違っていたのだ。生徒に寛大なふりをし、甘やかしては、結果としてわたしの足をひっぱる」

「あなたこそ、わたしの足をひっぱってるじゃないですか」

　しばし沈黙。

　アクタガワは、自分のひきおこした事態に完全におじけづいたらしく、ズルズルと床にすわりこんでしまう。

　心配そうに、工藤君は彼の肩に手を置く。

　お杉君はお杉君で、となりの会話を熱心に聞いてる。

　佐伯も、くそまじめな顔で、壁に耳をくっつけている。

　育ちゃんが低く笑う。

「一族の落ちこぼれが、今や、中学校の国語教師とはな。人生とは、わからぬものだな、貢」

「まったくですね。花園一族の神童といわれた方が、今や、かつての落ちこぼれとおなじ中学校の教師とは。はたちすぎればただの人、というわけですか、育夫おじさん。人生とは、わからないものですね」

　こ、このいやみは、百点満点よ、ミツグちゃん！

　あたくしたち五人、思わず、顔を見あわせる。

「ふっ……ふふふ……」

　育ちゃんは、ふくみ笑いで応じる。

　さて。つぎの攻撃は？

　ガタッ。

　育ちゃん、立ちあがったらしいわ。

　しかも、かなり、いらだたしげに。

「な、なんですか？」

「うでを見せろ、貢」

　声からすると、ふたりの距離は、グッとせばまっている。

「刑事ドラマのまねですか？　しかし、やばい薬を打った跡なんて、ありませんよ」

「茶化すなっ！」

「な、なにするんですかっ」

　育ちゃん、実力行使に出たわね。

「ふふ……やはりな」

「な、なんなんですか、あなたは！　わたしのうでの、どこがそんなにおもしろいんですかっ？」

「これだ。このホクロだ。おまえは、おぼえていないのか？」

「これが、どうかしましたか？」

「わすれたとはいわせないぞ。ふたりですごした幼い日々のことを。あれは、伊豆の別荘で夏休みをすごしたときのことだった」

「あーっ！」

　ミツグちゃん、いきなり驚きよ愕うがく。

　一体、なんの話よ？

「あれは……わたしが四歳になったばかり……あなたが花園学園初等部の二年生のとき……。あなたは、虫めがねで……このホクロを焼こうとしたんだ……！」

「太陽光線が人体におよぼす影響をしらべたかっただけだ」

「じゃあ、あなたは、ふざけてやったわけじゃなかったんですねっ？　わたしで……わたしで人体実験をしたのですね！」

「人体実験？　とんでもない。あれは単なる動物実験だ。わたしにとって、おまえはいわば、モルモットだった」

　ひええ！

　工藤君とアクタガワは、そろって、あとずさる。

「い、育ちゃん、変態……」

「鬼っ。悪魔っ」

　育ちゃんったら、ミツグちゃんをびびらせるためなら、どんな外道な発言も辞さないのよね。

「そのモルモットが、わたしと肩をならべ、未来をになう子供たちを教育する立場にちゃっかりおさまるとは……まったくもって、なげかわしいことだ」

「な、なにが、なげかわしいものですか！　あなたこそ、それでも教師なんですかっ？　だいたい、昔自分がしたいじめを反省するどころか、それをどうどうと語るとは！　いじめというのは、今や、教育の現場では、深刻な問題になってるんですよっ！　それを、あなたって人は……！」

「おろか者め！　昨今のガキの陰湿な集団いじめに、わたしとおなじ美学があるかっ？　ええ？」

「い、いじめられる側には、美学もなにも、関係ありませんってば……。あなた、ほんとに救いようがない人ですね……」

「ふん。まだ、口ごたえするつもりか。しぶとくなったな、貢。あの女に会ってからか？」

「え？　だれに、ですか？」

「九条薫子だ。教育実習生の」

　おお！

　なんというドラマチックな展開！

「ば、ばかなこと、いわないでくださいよっ」

　まさか、ミツグちゃん、図星なの？

「照れる必要はない。彼女のことは、わたしにまかせろ」

「な、なんのことです？」

「彼女はわたしがもらった」

「……あ、あなたって人は、どうして、そう、考えがポンポン先に行くんですかっ？」

「おまえがトロトロしているだけだ。とにかく、わたしは彼女が気に入った」

「な、なにいってるんですかっ。育夫おじさん、先月、見合いの話をことわったばかりじゃないですか！　自分は女性にかまけていられるほどひまな人間ではない、とかなんとかいって！　おばあさま、カンカンだったんですよ！」

「気がかわったのだ」

　とかなんとかいって、ミツグちゃんの恋路をじゃまして、いじめるつもりなんでしょうね。

「とにかく、おまえにはアキをやる。いとこ同士で、気もあうだろう」

「あ、あなた、昔から変わりませんね。ライダー・スナックのおまけのカードをわたしから取りあげ、スナックを押しつけた、あのころのあなたと！」

「なんのことかな？」

「とぼけないでくださいっ。ライダー・スナックは、おまけの仮面ライダーのカードに価値があったんですっ。あれを手に入れるために、当時の子供たちは、わざわざほしくもないスナックを買っていたんです！　カードだけ取って、スナックをすてる子供もいて、問題になったでしょうっ？」

　じゃあ、薫子サマが貴重なライダー・カードで、ご親しん戚せきのアキさんは価値のグンと下がるスナックだとおっしゃるの？

「貢……よく、おぼえていたものだな。意外と、おまえ、執念深かったんだな」

「ものおぼえがいいだけです！」

「そうか。では、わたしにさからうとどうなるか、もっとじっくり、教えてやろう。うでを出せ」

「な、なんのつもりですっ？」

「こんなこともあろうかと、虫めがねを用意してきた。さいわい、天もわたしに味方してくれた。ほぅら、ごらん、あの太陽のまぶしさを」

「あ、あなたねぇ、ちょっとおかしいんじゃないですかっ？」

　さすがに、ミツグちゃんも、あきれたようね。

「なんとでもいえ」

「……ひ、人を呼びますよっ」

「呼んでどうする？　わたしがしようとしたことを、うったえるか？　しかし、それを、だれが信じる？　生徒指導担当の教師が、同僚のうでのホクロを虫めがねで焼こうとしたなどという、そんな、現実ばなれしたことを！」

　だから、そういう現実ばなれしたことをするんじゃないわよ、育ちゃん。

　しかし、ミツグちゃんは素直におじけづいてる様子。

「さあ、貢。おとなしくいうことをきくのだ。うでを出せ」

「うっ……」

「うでを出せというのだ！」

　ミツグちゃん、大ピンチ！

　そのとき、だった。

　なんと、お杉君、なんの脈絡もなく、おもむろに、

「クッククックー♪　クッククックー♪　青い鳥ぃ～♪」

　こっち側では、みんなそろって、ぶっ飛んだ。

「だ、だれだっ？」

　育ちゃんのするどい問いに、彼は、頭のてっぺんから出たような妙に澄んだ声で、

「こんにちはー。淳じゆ子んこでーす」

「き、きさま、三年一組、柔道部部長、血液型Ｂ型、誕生日四月四日・牡羊座、東京都在住の杉すぎ本もと晴はる信のぶ！」

　どうでもいいことまで、よくチェックしておぼえてるものね。

　やっぱり、お杉君、育ちゃんに完全にマークされてるわ。

「ち、ちがいますよっ。育夫おじさん、あれは桜さく田らだ淳子ですっ」

「ええい！　おまえまで見えすいたうそをつくなっ！」

　なんとか生徒を守ろうとするミツグちゃんの努力もむなしく、育ちゃんの怒声がひびきわたる。

「こら！　杉本のほかに、まだいるなっ？」

　すると、今度は、ノリやすいアクタガワが演歌調で歌い出す。

「先生っ♪　先生っ♪　それはせん～せい～っ♪」

「き、きさま、三年一組、文芸部部長、血液型Ｏ型、誕生日二月一日・水瓶座、埼玉県在住の岩清水是清！」

「ち、ちがいますよっ。育夫おじさん、あれは森もり昌まさ子こですっ」

「ばかものがっ！　たとえ似ていても、ネタが古すぎて、だれも信じはせんぞ！」

　一方、こっちでは、工藤君があきれたように、

「なんだよー。バレてるじゃないか。ふたりとも、似てないんだよぉー」

「じゃあ、次、おまえがビシッと決めろよなっ」

　アクタガワが、ムッとしていう。

　ドアのむこうからは、育ちゃんがせかす。

「つぎは、だれだっ？　ええ？　まだほかにいるのは、わかってるんだぞ！」

「ほら、工藤、やれよっ」

　アクタガワも小声でせかす。

　となると、ことわれないのが、工藤君。

　ちょっと照れながらも、最高にかっこいい声で、

「あーなたが望むなら、わたしーなにをーされてもいいわー♪」

「き、きさま、三年一組、サッカー部在籍、血液型Ａ型、誕生日九月一五日・乙女座、東京都在住の工藤圭けい一いち！」

　すると、それ見たことかといわんばかりに、アクタガワが、

「バレバレじゃんかよーっ」

「そ、そういう問題じゃないだろっ」

　まったくだわ。

　向こうでは、あいかわらずミツグちゃんが、

「ちがいますよっ。あれは山やま口ぐち百もも恵えですっ」

「ばかものっ！　百恵はこうだっ！」

　言い放つなり、育ちゃんは歌いだす。

「あなたにー、おんなのー子ーのーいちばんー大切なーものをあげるわー♪」

　……よくやるわね。

「カ～ン。鐘ひとつ」

　お杉君、なにも、そんないじわるしなくたっていいじゃないの。

　工藤君のほうが上手だって主張したい気持ちはわかるけど……。

　ドアのむこうでは、育ちゃんが屈辱に声をふるわせ、

「きさまら、いいかげん、悪あがきはやめて出てきたらどうだっ」

「わかりました。もう、逃げもかくれもしません」

　お杉君が、静かにこたえる。

「ただし、条件があります」

「なに？」

「どうか、おれたちのことを『花の中三トリオ』と呼んでください」

　ぶぶっ！

　お杉君の言葉に、アクタガワと工藤君は、いたわりあうように、悲しげな視線を交わす。

　育ちゃんの機嫌は、さらに悪化したらしい。

「……今、なにか、うわごとのようなものが聞こえたが、空耳だったかな？」

「百恵と淳子と昌子で『花の中三トリオ』です。なつかしくありませんか？」

「おろか者め！　そのような二〇年前のネタで懐旧の情をさそい、わたしの気をそらせるつもりだろうが、そうはいかないぞ！」

　すると、横からミツグちゃんが、

「あなたが好きだったのは、山本リンダですよね」

「ばらすなっ！」

　どうでもいいじゃないの、そんなこと。

「でも、おれたちのことは『花の中三トリオ』って呼んでくださいよ」

「しつこいわよ、お杉君」

　あたくしはたしなめた。

　すると、すかさず育ちゃん、

「花の中三トリオのほかに、まだいるなっ？　今度は、だれだっ？」

　すると、あたくしをかばうように、佐伯がスッとドアの前に出て、

「はい。佐伯です」

　シーン。

　正直に名乗ったというのに、ドアの向こうは、静まりかえってしまう。

「ふっ……佐伯のふりをしても無駄だ！　二に階かい堂どう律りつ子こ！」

　がくっ。

「ブーッ。育夫先生、外れです」

　佐伯、遊んでるんじゃないわよ。

「あっ！　わかった！　育夫おじさんにも平気でそういういじわるをするのは、アキちゃんだ！」

「ブーッ。ミツグ先生、外れです」

　いいかげん、やめなさいよ。

「ええい！　正体を見せろ！」

　バターン！

　ドアが開き、育ちゃんがあらわれた。

　けど、そこで立ちすくみ、目をパチクリさせると、

「さ、佐伯……」

　だから、佐伯だって、最初からいってるじゃないのよっ。

　花の中三トリオにおちょくられて、生徒不信におちいったようね。

　こおりついてる教師ふたりを前に、佐伯はおもむろに、ポニーテールをパラリとといた。

　つややかな髪が、背中に流れる。

　それから、佐伯はビン底めがねを外し、静かに床に置いた。

　顔をあげたのは……神秘的な美び貌ぼうの超美少女。

　これが素顔の佐伯。

　あっけにとられてる教師ふたりを前に、佐伯はスッと息をすいこむと、いきなり。

「ウッララー、ウッララー、ウラウラでー♪　ウッララー、ウッララー、ウラウラよー♪」

　ひえーっ！　山やま本もとリンダ！

「ウッララー、ウッララー、ウラウラのー♪　この世はわたしのためにあるー♪」

　そこで、パッとやめると、こっちに向いて、

「さあ、みなさん、わたしが先生の気をひきつけてるうちに、逃げるんです！」

「佐伯、おまえねぇ……逃げるまえに、腰ぬけたわよ」

「じゃあ、もっとつづけたほうがいいですか？」

「おやめ。もう、いいから」

「はい、麗花さま」

　キーン・コーン・カーン・コーン。

　お昼休み終了のチャイムが鳴った。

　なぜか、妙に乾いて聞こえた。

　つかれたわ。

　ただひたすら、つかれたわ。











第三章　どこまで、あなたって、失礼な人なのっ！







　放課後、あたくしは、佐さ伯えきを連れて図書館に向かった。

　受付のところで。

「おや。これはこれは、綾あや小のこ路うじさま。いらっしゃいませ」

　いきなり、派手な柄シャツを着た男が、もみ手をしながら出てきた。

　アルバイトに来てる花はな園ぞの学園高等部の二年生よ。

「おひさしぶりね、シイちゃんさん」

「その『ちゃん』と『さん』をいっしょにつけるの、やめてくださいよ」

「いちいち注文つけるんじゃなくってよ。あたくしに名を呼ばれるだけ、ありがたいとお思いっ」

「はっ。もうしわけございません」

　彼は深々と頭を下げる。

　あいかわらずのお調子者ね。

「ところで、綾小路さま」

「なによ」

「じつは、いい子が入ったんですよ。茶色い瞳ひとみに二重まぶたの、なかなかのルックスでねぇ」

　なんですって？

　あたくしがきき返すまえに、シイちゃんは、鼻にかかったアナウンス声で、

「拓たく人とさん、拓人さん、五番テーブルご指名です。拓人さん、拓人さん、五番テーブルご指名です」

　ワナワナワナワナワナ……。

　ところが、あたくしがしかりつけるまえに、事務室から、おばさん司書が、

「志し村むら君っ！　図書館はキャバレーじゃないのよっ！」

「じゃあ、ホストクラブってことにしてください」

「あ・な・た・ねぇ！　いちいち中学生に悪影響あたえてないで、ちゃんと働きなさいっ！」

「はーい」

　彼は小学生のように元気にお返事する。

　佐伯はボソリと、

「悪影響……あたえられた自覚、ありませんでした」

「ふんっ。たかが一介の高校生の影響なんか受けてたら、あたくしたち、育いくちゃんの教え子なんてやってられなくてよ」

「あ。そうですね」

　あたくしたちのやりとりは聞こえなかったらしく、シイちゃんは無邪気に、

「すみません。さっきの呼び出し、岡おか野のにはとどかなかったみたいですね。もう一度、やりますね」

　そして、ふたたび、

「拓人さん、拓人さん、五番テーブルご指名です。拓人さん、拓人さん、五番テーブルご指名です」

「シイちゃーん。五番テーブルって、どこだよー？」

　やっと拓人が、本棚の間から出てきた。

　そして、あたくしたちの姿をみとめると、

「あ。麗れい花かちゃんに佐伯ちゃん！」

　うれしそうに、ニコーッと笑う。

　あんな、無防備な笑顔を見せて、みっともないったらないわっ。

　まあ、この人、あたくしを心から崇拝しているから、無理もないけど。

　なんたって、拓人は、あたくしの家来兼彼氏ですもの。

「今日はなに？　貸し出し？　返却？　今週は、何冊か新刊も入ってるよ」

　すると、シイちゃんが横から、

「岡野よぉ、まーったく、おまえってやつは、乙女心がわかってねえよな。麗花さまは、わざわざおまえに会うために、おいでになったんだぞ」

「いいかげんなこと、おっしゃらないでちょうだい！」

　あたくしは、ピシャリとしかりつける。

「いいことっ？　あたくしは、ただ、アクタガワをさがしに来ただけよっ」

「がーん！」

　シイちゃんは、わざとらしく大ショックの表情を作り、

「麗花さまに、愛人発覚！」

「シイちゃんさん！　あなたねっ、おふざけになるのも、いいかげんにしてちょうだいっ！　なにが愛人よっ！　アクタガワは、ウジャウジャいるあたくしの取り巻きのひとりで、単なる家来よっ！」

　すると、本棚の向こうから。

「みなさん、あまり、変なこと、勝手に言わないでくださいよ」

　出てきたのは、アクタガワだった。

「愛人だの、取り巻きだの、家来だの、ステキだの、天才だのと……」

「ステキとか天才とかは、いってないわよ」

　すかさず、あたくしは訂正した。




＊




　図書館を出てから、アクタガワは、あたくしにきいた。

「で、なんの用？」

「たいした用事じゃないわよ。ただ、育ちゃんの圧力に対してあなたがどう出るのか、気になっただけよ。ミツグちゃんも巻きこまれていることだし」

　少しばかり動揺したのか、アクタガワは、両手にかかえてた本の山を、くずしそうになる。

　細いうでで、力もないくせに、よくばるからよ。

　見かねた佐伯が、上半分をひょいと取ってあげる。

「お持ちします」

「わーい。ありがと。助かったー」

　まったくもう、女の子にも、平気で甘えるんだから。

「で、なんだっけ？　綾小路さん」

「あの文集、どうするのか、あなたにはっきりおききするつもりだったのよ」

「……問題はそれなんだよね」

　アクタガワは、ちょっと神妙な顔つきになる。

「やっぱり、ここは、もう一度ミツグちゃんに相談しようかと思うんだ」

　それがよさそうね。

「だけど、ミツグちゃん、自分が小説の中で茶化されているっていうのに、よくおこらないものよね」

「そんな、茶化してないよ。ぼくは、すごくかっこよく書いたつもりだよ。ミツグちゃんも、育ちゃんも」

「かっこよく書いたかどうかよりも、ネタに使われれば、それで、ふつうはおこるわよっ」

「そうかなぁ……」

　すると、いつもは自分の意見をあまり口にしない佐伯が、淡々とした口調で、

「ミツグ先生は、自分よりも、生徒のことを第一に考えてるんです。気が弱いから、あまり、そんなふうには見えませんが。今回も、ミツグ先生は、注意しないほうがアクタガワ君のためだと思ったにちがいありません。アクタガワ君の才能の芽をつむようなことは、したくなかったんですよ」

「そ、そうだったのか！　この多感でデリケートでナイーブな中学生であるぼくを傷つけまいとして、ミツグ先生……！」

「なにが、多感でデリケートでナイーブな中学生よ。あなた、大人になるまで、ガンガンたたかれて、その性格、矯きよう正せいしてもらったほうがいいのではなくって？」

「綾小路さんにまでそんなこといわれるぼくって、一体、どんな最低な人間なんだろう……あっ。ごめんなさいっ」

　あたくしが平手打ちの準備をしたのに気づき、アクタガワはとびすさる。

　まったく、いい性格してるわ。

　あたくしたちは、そのまま部室棟に向かった。

　二階にあがって、そして――。

　アクタガワは文芸部の部室の戸に手をかけたものの、そのまま、止まってしまう。

「どうなさったの？」

「シッ」

「なによ？」

　あたくしも、声をおとす。

「ミツグちゃんといっしょに、薫かお子るこサマも来てる」

　別にいいじゃないの――と言いかけて、あたくしはやめた。

　どうも、ふたりは、あの文集のことを話しているらしいのよ。

　別に盗み聞きするつもりでなくても、けっこういいかげんな造りの建物だから、聞こえてしまう。

「ああ、こんなに笑ったの、ひさしぶりですわ」

　薫子サマ、声がヒクヒクしてる。

「だって、この主人公のなさけなさっていったら、もう……」

　そこで、彼女は、こらえきれないように、いきなり。

　オホホホホホホホホホ……。

　なんと、お嬢さま笑い！

　あたくしたち、思わず、愕がく然ぜん。

　やはり、この方、オホホなお育ちだったのね。

　ミツグちゃんは、圧倒されたかのように、おずおずと、

「それ、わたしがモデルになっているようなんです」

「まあ……。ごめんあそばせ」

　まだ、薫子サマの声は、フルフルふるえている。

　ほこり高きお嬢さまが、アクタガワごときが書いたものに、受けるんじゃないわよっ。

「では、敵役の数学教師は……まさか、育いく夫お先生ですの？」

「やはり、わかりますか？」

「でも、このお話、わたくしは好きですわよ。文章は整っていて読みやすいし、表現もお上手ですし、なかなかよくできたお話だと思いますわ。やはり、部長さんが書いたものですわね」

　賞賛されて、アクタガワは、ひそかに舞いあがってる。

　単純な人ね。

「しかし、ここまでモデルが特定されてしまうと、やはり問題でしょうか……」

「あら。でも、好意的に書かれてますわよ。貢みつぐ先生も、育夫先生も」

「じつは、文集の発行に対して圧力がかかってるんです。育夫先生から」

「まあ……。でも、このお話のどこがいけないのか、わたくしには、わかりませんわ」

「教師をばかにしているように見えるそうです」

「あら。そんなふうには、思えませんわ。わたくしが読んだかぎりでは」

「掲載をとりやめるようにいっても、書いた本人が従わないものだから、それでますます、育夫先生は態度を硬化しているのです」

「でも、これだけ才能ある子を押さえつけるのは、なんだか、もったいないですわね」

　薫子サマ、あまりアクタガワを増長させるような発言は、つつしんでいただきたいものね。

「とにかく、あの人は、従順な生徒が好きなんです。教師をうやまい、礼儀正しく、なんでもいうことをきく生徒が」

　そこまで言って、ミツグちゃんは、ため息をはさみ、

「でも、従順すぎる子供ばかりになってしまうのも、問題ですよ」

「あら。そうですの？」

「教師も親も、絶対的に正しいわけではないんです。人間ですから、間違いもおかすでしょう。わたしは、間違いをちゃんと指摘できる人間を、育てたいのです。自分なりの価値基準で判断できる人間を、です」

「そう……ですわね」

　薫子サマ、どうやら、ミツグちゃんの意見に感動したようね。

　でも、いくら正しい考えができても、それをつらぬくだけの勇気と押しの強さがなくては、どうにもならないものなのよね（例・花園貢教諭）。

　ミツグちゃんは、つづける。

「これを書いたアクタガワは、たしかに、大人から見たら、反抗的なところもあります。ですが、彼は正義感が強く、勇気があり、曲がったことがきらいです。たとえ孤立しても、自分の正しいと信じるところを押し通す人間です」

　まあ、おしゃべりで、わがままで、無礼者だけど、それはたしかかもしれないわね。

　アクタガワは、あたくしたちに、Ｖサインを出す。

　ついでに、加えて、お調子者なのよね。

「中学時代、わたしは、ちょうどこんな人間になりたいと思ってました。わたしは、ずっと、教師や親の言いなりでしたから……。彼は、昔のわたしの理想の姿です。こんなふうに青春時代をすごせたら、どんなに楽しかったことでしょうね」

　アクタガワはパタリと手を落とす。

　見たら、かすかに、涙ぐんでるじゃないの。

　ふんっ。

　単純でお幸せなこと。

「貢先生は、優等生でいらっしゃいましたの？」

「いいえ。成績は、ふるいませんでした。うしろから数えたほうが早い順位でしたよ」

　こんなところが、また、痛々しいのよね。

「わたしとおなじクラスに、やっぱり、教師からは反抗的だと見られている生徒がいましてね。正義感が強くて、まっすぐで、平気で教師を批判しました。だけど、友達思いで、成績もよくて、明るくて、人気者で……わたしは、ずっと、彼みたいになりたかった」

　ミツグちゃんは、照れかくしのように、声をたてて笑った。

「わたしは、この仕事について三年目で、やっと、クラスを担任させてもらえたんです。個性的な生徒が多くて、おもしろいですよ。だから、育夫先生には、目をつけられるんでしょうけど」

「でも、そんな、悪い子たちには見えませんけど……」

「みんな、いい子ですよ。でも、従順な生徒が好きな教師から見れば、いい子には見えないんでしょうね。まあ、おもしろいクラスですよ」

　ミツグちゃん、いつも、みんなにふりまわされてるくせに……。

　このけなげさには、アクタガワじゃなくても、思わずホロリよ。

「わたしはといえば、親が敷いたレールのうえを通って、一族の経営している小学校に入学して、なんの問題もおこさずに大学まで行きました。おまけに、選んだ職場が、ここです。昔から、親しん戚せきには『おまえは気が弱いから社会では生きのこれない』って、おどされてましてね。花園学園に来るのが、いちばん、楽だったんですよ」

　これは、ミツグちゃん、薫子サマに、心を許しはじめてるわね。

「教師になって、ちょっと後悔しました。一〇代の前半の、大切な時間を過ごす子供たちに、自分が影響をあたえるのだと思うと、その責任に、こわくなりましてね。やっぱり、いいかげんな気持ちではできない仕事ですね。今では、毎日、必死ですよ」

「……貢先生のお話は、とっても参考になりますわ」

「いや。こんな話、するつもりはなかったのですが……。不思議ですね。あなたには、すべて話してしまいそうになる」

　なんだか、いいムードじゃないの。

「貢先生、いろいろおっしゃっていても、結局、育夫先生のことが気になってしかたないのではありませんこと？」

「そうですね。悪い意味で、ですけど」

「そうかしら？」

　薫子サマは、フフと笑った。

　なによ、その、意味深な笑いは。

　自分でも、ちょっと妙だったとかんじたのか、あわてて、彼女は話題をもとにもどす。

「文集、どうなさいますの？」

「わたしは、アクタガワの作品を、ちゃんとのせるつもりです。今回の前編と、次回の後編。まだ、後編はできてないようですが、もちろん、最後まで書かせます。途中で無理矢理やめさせるのは、彼のためにはなりません」

「たしかに、そうですわよね」

「育夫先生は、卒業までに、アクタガワを更正させるといってます。言いなりにさせることが『更正』だなんて……」

　せっかくふたりきりだというのに、ミツグちゃんの声は沈みがち。

　それを変えようとしてか、薫子サマは明るい調子で、

「教え子をあだ名で呼んでらっしゃいますのね」

「え？」

「アクタガワ君のことですわ」

「ああ。これは、なんとなく……。育夫先生には、けじめをつけろって、おこられますがね」

「ふふ。結局、あなたのお話は、育夫先生のことにもどってしまいますのね」

「あ……」

「あの方の存在は、あなたが信念をつらぬくことにつながっていますのね」

「は……はは……。昔から、いじめられてましたから」

「すてきですわ」

「え？」

「貢先生の、その姿勢。わたくしも、そんなふうに、自分の信念をつらぬける教師になりたい……」

「ははは……。ただ、必死で生きてるだけです。葬り去られないように」

「そんな。貢先生は、生徒思いですわ。そんなふうに、大切にされている生徒がうらやましい……」

「え？」

「……」

「……」

　な、なによ、この沈黙は。

　中では、なにが起きてるのっ？

　気になるじゃないのっ。

　ソロソロと、アクタガワが、戸にすきまを作って、目をくっつける。

　まったくもう、無粋な人ね。

「だれっ？」

　薫子サマの声がとんだ。

　アクタガワは、ギクリと硬直する。

　彼女、おっとりしているように見えて、意外とするどいわね。

　ガラッ。

　戸が開き、ミツグちゃんが顔を出した。

　少し青ざめ、表情がこわばってる。

　そして、なにか問いたそうに、あたくしたちを順番に見る。

　すると、アクタガワ、いきなり、

「ミツグ先生っ！」

　学園ドラマの熱血口調でいうと、バッとミツグちゃんの胸にとびこんだ。

「先生っ！　ぼく、感動しましたっ！　あんなに、先生が、ぼくたち生徒のこと、いっしょうけんめい考えてくれてたなんて！」

「こらこら」

　ミツグちゃんは笑いながら、アクタガワの両肩を持って引きはなすと、

「くさいことやって、ごまかすんじゃない。こっちが、恥ずかしくなる」

「ばれましたか」

　薫子サマは、そのうしろで、クスクス笑っている。

　佐伯はボソリと、ひとりごとのように、

「さきほど、アクタガワ君の目にうつったのは、どんな光景だったのでしょう？」

　そうよ。

　気になるじゃないの。

　すると、アクタガワは、ささやき声で、コソコソッと、

「薫子サマが、ミツグちゃんをうっとりと見つめてた」

　なんですってっ？

「でも、ミツグちゃんは、完全に顔ひきつらせてた」

　なれない状況に、おびえてたわけね。

「こら。なにを楽しそうに相談してるんだ？」

　ミツグちゃんにいわれて、あたくしたちは、パッとはなれた。

　で、アクタガワは、笑ってごまかし、

「文集、どうするか、相談してたんです」

　どうして、あたくしと佐伯が、そんな相談に加わるというわけ？

　勝手に共犯者にしないでいただきたいわ。

　あたくしたちは、部室に入った。

　ミツグちゃんは、きっぱりと、

「育夫先生はわたしが説得するから、安心して文集を出しなさい」

　そういわれてもねぇ。

　かぎりなく不安だわよ。

　アクタガワも、ちょっと返答にこまっている様子。

　すると、薫子サマがスッと前に出てくると、

「貢先生。わたくしも、できれば、力になりたいと思いますわ」

「九条先生……」

　ふたりは、見つめあう。

　生徒の前で、大胆だわね。

　そのとき。

　ノックもなしに、ガラッと戸が開いた。

「おや。貢にも、ついに春が……」

「アキ先輩！」

　アクタガワが、目を丸くする。

　あらわれたのは、花園アキさんだった。

　もと文芸部の部長で、今は花園学園高等部の二年生。

　理事長・花園ハルの孫で、育ちゃんの姪めいで、ミツグちゃんのいとこにあたる人よ。

　ミツグちゃんは、あせったように、

「ア、アキちゃんっ。入るときは、ノックぐらいしなさいっ」

「それは失礼」

　アキさんは、長い髪をひるがえし、クルリとふりかえると、戸をしめて去っていこうとする。

「アキちゃんっ！」

　ミツグちゃんは、あわてて、彼女を引きとめた。

「な、なんで出ていくんだっ。出ていかなくちゃならない状況でもないだろっ？」

「あ。そうか。神聖なる学び舎やで、大人の恋愛を見てしまったため、つい、動揺してしまって……」

「な、なにいってるんだよ、アキちゃん」

　ミツグちゃんは冗談にしてごまかそうとしたけど、アキさんはあいかわらずの調子で、

「中等部で、職場内恋愛発覚、か。これは、ぜひとも、ばあさんにご報告して、検討をねがうべきだろうな」

「なにもありませんっ！　なにもしてませんっ！」

「そう、むきになるな。冗談だ」

「あ……」

　ミツグちゃん、いすにへたりこむ。

　これは、遊ばれてるわね。

「アキちゃん、一体、あなたは、なにしにきたんですか」

「わたくしは文芸部のＯＧだ。ここに来れば、アクタガワ君が崇敬の念を示し、お茶を入れてくれる」

　言われて、アクタガワは、あわてて、お茶の準備をはじめる。

「遠まわしに要求しないでくださいよ」

　と、ぶつくさいいながら。

　そんな彼に、アキさんは、

「アクタガワ君、おみやげをもってきたぞ」

「わーい！　なんですか？」

「幼児向け菓子だ」

「……なんですか、それ」

　アキさんは、コンビニの袋をバッとかかげると、

「『育ちざかりのお子さまに』カルケット！　『おいしくてつよくなる』ビスコ！　とどめは、タマゴボーロだ！」

「な、なつかしいわ！　なつかしすぎるわ！　でも『牛乳だけでねったビスケット』マンナがあれば、もっとよかったと思いますわ！」

　薫子サマが両手をにぎりしめていうと、ミツグちゃんも、

「アキちゃん、小さいとき、よく食べてたよね」

「ふっふっふ。これを食べれば、このわたくしも、気分はいたいけな幼女だ」

「いたいけって柄ですか。いたいけって」

　アクタガワがつっこむと、アキさんは青白い顔に暗い表情を浮かべて、

「どうせ、わたくしは、きみとくらべれば美少女ではないよ」

「な、なんなんですか！　その比較は！」

「単純に顔を比較しただけだ」

「いやな比較しないでくださいっ！」

　アキさん……なかなか、やるわね。

　やっぱり、腐ってもお嬢さまだわ。

「まあ、どうぞ」

　アキさんは、あたくしと佐伯にいすをすすめ、それから、

「アクタガワ君、お客様には、きれいなお湯飲みで出してくれ。いつものじゃなくて」

「はーい。でも、綾小路さんは客じゃありませんよ。ミツグ先生と九条先生と佐伯さんは、お客様ってことにしてもいいですけど」

「どこまで、あなたって、失礼な人なのっ！」

　あたくしは、すかさず、アクタガワをしかりつけた。

「日頃、あたくしから受けている恩を、おわすれになったのかしらっ？」

「なにが恩だよー。迷惑なら、けっこう受けてるけどさぁ」

「んまあ！　あたくしが特別に目をかけてあげてるのに、なんて言いぐさなの！」

「目をかけてもらってるっていうよりは、目をつけられたってかんじだよなぁ。綾小路さん、横暴だし、きついし、人づかい荒いし、高飛車だし……」

　なんて口のへらない人なの！

　ところが、あたくしが、立ちあがりかけたとき。

　いきなりアキさんが、

「アクタガワ君。綾小路さんがきみの客ではないというなら、わたくしのお客様ということにする。異存はあるかね？」

「はいはい、わかりましたよ。まったくもう、綾小路さんもアキ先輩も、客にしては、態度でかいんだからなぁ」

　あいかわらず、ぐちっぽいわね。

　もう、いちいち相手になんかしてられないわ。

　あたくしはアクタガワを無視して、

「アキさん、お心づかい、感謝いたしますわ」

「いやいや。アクタガワ君なら、ビシバシこきつかってやってくれ。たぶん、彼は、そういう星のもとに生まれているのだ」

　言いながら、アキさんは、ガサゴソとタマゴボーロを開ける。

「そんな星のもとに生まれてたら、とっくに、ぼくは過労死してます」

「なら、いくらこき使っても、過労死の心配はないわけだ。これは好都合」

　そして、アクタガワの反論を待たずに、彼女は、

「貢」

「なんですか」

　あたくしたちの前で、呼びすてにされて、ミツグちゃんは不機嫌そうにこたえる。

「育夫は、また、見合いをことわったらしいな」

「その話は、あとにしなさい」

「女には興味がないんだろうな」

「そんなことはないよ」

　薫子サマに執着しているからというわけね。

「まだ、育夫は、おまえにいじわるしてるのか？」

「ええ、ええ。アキちゃんといっしょにね」

　すると、アキさん、意外そうな顔をして、

「たしかに、わたくしも、よく、おまえをいじめる。しかし、育夫と手を結んでいるわけではない。わたくしは、一匹狼だ。一族のだれとも、なれあうつもりはない」

「まあ、一族のだれも、アキちゃんとなれあいたいとは思ってないだろうね」

「そうだ。だから、ちょうどいいのだ」

　ミツグちゃんの皮肉に、アキさんは、気を悪くしたふうでもない。

　ご自分の性格、ちゃんとわかっていらっしゃるようね。

「おや」

　いきなり、アキさんは、薫子サマに目をとめる。

「はじめまして」

　薫子サマは、にっこりと微ほほ笑えむ。

「わたくし、教育実習生の九くじ条よう薫子と申します」

「花園アキです。貢のいとこで、高等部の二年です」

　そして、また、まじまじと薫子サマを見つめる。

「どうかなさって？」

「あなた、どこかで見た顔だな」

「わたくし、花園学園大学の四年生ですのよ」

「いや。学校でじゃない。ほかのところでだ」

　アキさんの目がキラリと光る。

「あら。そうかしら？　わたくしは、おぼえはありませんわ」

「しかし、こっちは、たしかにおぼえがある」

「ひ、人ちがいじゃございませんこと？」

　あら。

　薫子サマ、少しばかり動揺したようね。

「アキちゃん、そんな、失礼だよ。ジロジロ見て」

　ミツグちゃんが、たしなめる。

　すると、アキさん、ボソリと、

「そうだな。人ちがいならいいのだが……」

　どういうこと？

　見たら、薫子サマ、ちょっと青ざめてる。

　アキさんも、それに気づいたらしく、フッと笑うと、

「まあ、よい。人ちがいということにしておこう」

　なによ。

　ますます気になるじゃないの。











第四章　体に教えてさしあげただけよっ







　佐さ伯えきを連れ、拓たく人とのバイトが終わる時間にあわせて、図書館に行ったところ。

　ロビーで、拓人とシイちゃんとミツグちゃんが、なにやら、話しこんでいるじゃないの。

「なになさってるの？」

「あ。麗れい花かちゃん。今、ミツグ先生に励ましのプレゼント渡してるとこ」

　なんなのよ、一体。

　三人がかこむテーブルのうえには、変な植物。

　なにかの苗に見えるし、サボテンの一種のようにも見える。

　固いとがった葉に、根はついてない。

　植木鉢に植えてあるわけでもなく、ゴロンと置かれている。

　大きさは、手のひらに乗るほど。

「なによ、これ」

「エア・プラントだよ」

「なんなのよ、それは」

「葉っぱから、空気中の水分を吸収する植物なんだ。ほら、根っこがないでしょ？」

「最初からないの？」

「うん」

　なんと面めん妖ような……。

　そこに、シイちゃんが、横から、

「だから、ミツグ先生にも、この植物のように、しぶとく生きてほしいと思いまして、おれたち、買ってきたんですよ」

「あ。でも、先生。時々、霧吹きで水をかけてあげてくださいね」

　拓人がニコニコしながらいうと、ミツグちゃんもうれしそうに、

「ありがとう。エア・プラントか……」

「パイナップル科ティランジア属の植物なんです。これは、アコスタっていう種類です」

「大切に育てるよ」

　すると、シイちゃん、

「いやー。そんな、大切にしなくったって、枯れやしませんよ」

「そうか？」

「ええ、そうです。そこいらにほっぽっとけば、勝手にスクスク育ちます。先生のクラスの杉すぎ本もとみたいなもんですから」

　どうして、お杉すぎ君を引き合いに出すのよ。

　まあ、彼、丈夫なことは、たしかだけど。

「シイちゃん、あまり、いいかげんなこというなよ」

　拓人がたしなめる。

　すると、シイちゃん、ヘラヘラしながら、

「ま、とにかく、先生も、こいつを見習って、力強く生きてくださいよ」

「そうだな。この生命力……水を与えられるのを待つのではなく、自力で空気中から摂取する。悠然としていて、いいものだな」

　ミツグちゃんも、感銘を受けた様子。

　そこに、佐伯が、くそまじめな顔で、

「まあ、たしかに、悠然としているように見えますよね。でも、水面を優雅にすべる白鳥も、じつは水中では必死に足を動かしているものです。もしかしたら、この植物も、じつは必死になって水分をかき集めているかもしれませんよね」

「佐伯っ。変な想像、しないでちょうだいっ」

「もうしわけありません」

　ミツグちゃんとシイちゃんは、エア・プラントをまじまじと見つめる。

　さては、必死に水分をかき集めているところを想像してるわね。

　拓人は、なにやらうれしそうに、カバンの中をさぐると、

「見て、これ」

　と、また、妙にねじくれた形の植物を取り出した。

　やっぱり、エア・プラントらしい。

「これは、カプトメドウサっていうんだ」

「どうして、そんなものをカバンに入れてらっしゃるのよ……」

　たしかに、彼、園芸部に所属しているけど、ふつう、持ち歩くもの？

「はい、麗花ちゃん」

「え？」

「プレゼント」

　拓人は、あたくしの手のひらに、それを乗せてくれた。

「いいの？」

「うん。部屋で育てていたんだけど、今朝、麗花ちゃんにあげようって思いついて、カバンに入れてきたんだ」

「まあ。ありがとう、拓人」

　あたくしが言ったら、拓人はニコーッと笑った。

　やさしい茶色い瞳ひとみが、うれしそうに輝いてる。

　けっこう見栄えはする人なのに、この笑顔が、いかにもおひとよしで、緊張感がないのよね。

「いいよなぁ、岡おか野の。女の子によろこんでもらえて。おれなんか、野郎にしか感謝されてないぜ。なあ、ミツグ先生」

「野郎とは、なんだ。恩師に向かって、野郎とは」

　ミツグちゃんが、わざと不愉快そうな声でいうと、シイちゃんは、

「ごめんなさーい。ぼく、ミツグお兄さまにお礼いわれて、とってもしあわせー」

「志し村むらになつかれても、まったく、うれしくないな」

「あーっ。なんだよー。ミツグ先生、つめてえよなー。三年前、中等部に教育実習に来たときには、とっても初々しかったのによぉ」

「おまえも、昔は、かわいかったな。チビの悪ガキで」

「……最近、先生、強くなったよなぁ」

　シイちゃんが、しみじみといったとき。

　いきなり、司書のおねえさんが、

「貢みつぐ先生！　花はな園ぞの貢先生！」

「はいっ」

　ミツグちゃんは、あわてて立ちあがる。

「お車の移動、おねがいします。業者のトラックが入れないそうです」

「はい。すみません」

　ミツグちゃんは、急いで出て行った。

　一体、どこに、どんなふうに駐車していたのかしら。

　ミツグちゃんって、運転もふくめて、あまり車のあつかいは得意ではないようなのよね。

　どうも、要領悪いし。

「ミツグちゃんの車って、名前、ついてませんか？」

　シイちゃんにきかれて、あたくしは、

「すすむ君三世でしょ」

「進む」にかけた、この緊張感のない名前。

　生徒が、勝手につけたらしいのよね。

「いつの間に三代目になったんだ？　おい、岡野。初代すすむ君は、塀にぶつけただろ？」

「あの事故で『じこる君』って改名されて、廃車になっちゃったんだよね」

「で、二代目のすすむ君二世も、すぐに、電信柱にこすって、名前が『こする君』になったんだよな」

「それが、卒業近くだったよね」

　拓人とシイちゃんは、なつかしそうに、うなずきあう。

「その二台目は今年まで健在だったわ」

　あたくしがいうと、シイちゃんは、

「じゃあ、すすむ君三世は買ったばかりなんですね。車種はなんですか？」

「シティだったわ。赤い」

「どうせ、オートマなんだろうなぁ」

　シイちゃんがつぶやいたとき。

　ガッ。

　外で、なにか妙な音がした。

「あーっ！」

　シイちゃんがバカみたいな声をあげて、外を指さす。

　ガラス張りのロビーの横。

　駐車場では、血も凍るおそろしい光景が！

　赤い国産車と、派手なすみれ色のオープンカー（メイド・イン・ＵＳＡ）とが、仲よし状態！

　追突したんだわ！

　ぶつけた方は、ミツグちゃんの「すすむ君」。

　ぶつけられた方は……なんと、育ちゃんの愛車「すみれちゃん」なのよっ！

　これは最悪だわ！

　じつは、育ちゃん、カー・マニアで、ばかみたいに車を大切にしてるのよ。

　すみれちゃんは、一九六〇年代アメリカ生まれのサンダーバード。

　育ちゃんにとっては、恋人にも等しい車よ。

「よりによって、育ちゃんのアメ車にぶつけるとは……。しかも、駐車してあるやつに。信じられねえ」

　青ざめた顔で、シイちゃんがつぶやく。

　拓人は、ダダッと駆けだす。

　あたくしたちも、彼につづく。

「先生っ！　だいじょうぶですかっ？」

　拓人はミツグちゃんの安否を気づかう。

　なのに、シイちゃんは、

「ばかっ。今は、ミツグちゃんより、すみれちゃんの心配をしろっ！」

　ひどい人ねぇ。

　シティの運転席のドアが開いた。

「先生っ」

「……」

　ミツグちゃんは、無言のまま、フラリと出てくる。

　顔色は紙のように白く、その目はなにも映してはいない。

「ああ……」

　ゆっくりと、ミツグちゃんは、自分の両手を見た。

　そして。

「ああああああぁぁぁぁーっ！」

　苦く悶もんの叫びをあげつつ、両手で頭をかかえ、大地にひざをついた。

　かと思ったら、熱にうかされてるような声で、

「黒い猫が……黒い猫がいたんだ。急にとびだしてきて……だから、よけたんだ。だって、ひいたらかわいそうじゃないか。それに……それに、黒猫が前を横切ると、不幸が身にふりかかるっていうし。そうだよ。は……ははははは……よけてよかったなぁ。はははははははははははは……」

　でも、黒猫をよけたせいで、不幸が身にふりかかったわけでしょ？

「ミツグ先生、平気ですよ。これぐらいなら、すぐ直りますよ」

　拓人が、すすむ君の前面を指さしながら、なぐさめるようにいうと、シイちゃんが、すみれちゃんの後部を指さしながら、強い口調で、

「ばかっ。今は、すすむ君よりすみれちゃんの心配をしろっ」

　まったくだわ。

　しかしねぇ。

　シャープなフォルムのサンダーバードは無残にもキズモノに……あまりにも痛々しくて、見てられないわね。

　そこに、佐伯が、

「先生、元気出してください。今さら、クヨクヨしても、しかたないことじゃないですか」

　やけにあっさり言ってくれるわね。

　でも……考えてみたら、それもそうよね。

「佐伯のいうとおりですわ、先生。もう、とりかえしがつかないことですもの。さっさとわすれて、明るく生きることですわ」

　すると、シイちゃんがあきらかにうろたえつつ、

「れ、麗花さま、元気づけるのに『とりかえしがつかない』を理由にするのは、あんまりですよ」

「あら。じゃあ、シイちゃんさん、あなたは、この事態が、とりかえしがつくとおっしゃるの？」

「つくわけないじゃないですか」

「ほら、ごらんなさい」

　一方、ミツグちゃんは、ぶつぶつと、

「黒い猫が……黒い猫が来るよ……」

「先生、しっかりしてください。黒い猫なんて、どこにもいませんよ」

　拓人はミツグちゃんのすぐ横にしゃがみこみ、心配そうにいう。

　だけど、ミツグちゃんは聞いてない。

「黒い猫がいけないんだ。みんな、黒い猫のせいなんだ。ぼくは悪くない」

　でも、ミツグちゃんの運転が下手だったのが最大の原因よ。

「育いく夫おおじさん……ぼくは、ますます、あなたにきらわれてしまうんだ。でも、黒い猫がいけないんだ。それでも……きっと、もう、許してはもらえない」

　そこまで言って、ハッとミツグちゃんは顔をあげ、宙を見すえると、

「だったら、まずは、自分の命を守ろう。逃げて逃げて、逃げまくるんだ。きらわれたっていい。殺されるよりは、ましだ！」

　そして、バッと立ちあがり、ダダダッと駆けだした。

　けど。

「うわーっ！」

　数メートル先で、ミツグちゃんは急ブレーキ。

「く、黒い猫だっ！　黒い猫が来たっ！」

　なんですって？

　見たら、ほんとに、黒猫がいるじゃないの。

　まだ幼い、ほっそりとした猫。

　ミャー。

「ひっ……」

　硬直したミツグちゃんの足に、子猫は身をすりつける。

「おーい。沖おき田たやー、どこだー」

　駐車してあるワンボックス４ＷＤの向こうから、女の人の声がした。

「ミャー」

　子猫が返事をすると、

「おっ。いたか」

　出てきたのは、なんと、育ちゃんとよく似た、悪役顔の女の人だった。

　ベリーショートの髪に、完かん璧ぺきなメイク。

　美人だけど、冷酷そうな一重まぶたの目なんて、まさに育ちゃんじゃないの。

「さ、咲さく羅らおばさんっ」

「おっ。貢か」

　彼女は、ミツグちゃんの姿をみとめると、ニヤリとした。

　ひょっとしたら、育ちゃんの姉か妹？

「志村も岡野も、どうした？　……ああ。図書館のバイトか」

「咲羅先生、その猫、なんなんです？」

　シイちゃんがきくと、

「こいつか？」

　と、咲羅先生（高等部の先生のようね）は、黒猫をひょいと抱きあげ、

「沖田総そう司じだ。よろしく」

「なんですか、その名前。先生、もしかして、新撰組オタクだったんですか？」

　シイちゃんさん、あなた、妙なことをおっしゃるわね。

「いや。この名前は、飼い主がつけたんだ。一年の男子だよ。そいつが、こいつを教室に連れてきたから、取りあげたんだ。放課後、返そうとしたら、いらないから飼ってくれって言いやがる。どうも、あたしは、押しつけられたらしいよ」

　咲羅先生は、ははははと豪快に笑う。

「咲羅おばさんっ。笑い事じゃありませんっ」

　ミツグちゃんが、ついに抗議に出る。

「あー？　さっきから、おばさん、おばさんと、うるさいぞ。どうせ、あたしゃ、三〇だよ」

「あ、あなた、生徒の前で、その態度はないんじゃないですかっ？」

「じゃあ、おまえも、あたしを『おばさん』なんて呼ぶなよ。こっちだって、かわいい教え子ふたりの前なんだよ、貢先生」

「わ、わかりましたよっ。咲羅先生っ」

　ミツグちゃんったら、やりこめられている場合ではなくってよ。

　咲羅先生は、ニマーッと笑うと、ミツグちゃんに、

「じゃあ、さっそく、和解のしるしとして、沖田をやろう」

「いりませんっ！」

　ミツグちゃんは激しく拒否する。

「この黒猫のせいで、どんな事態になったか、教えてさしあげましょうか？　これを見てくださいよっ！」

　ミツグちゃんは、事故現場を指さす。

「その猫をよけて、ぶつけてしまったんですよっ！　どうしてくれるんですかっ？」

「ほほう」

　それを見た咲羅先生は、おもしろそうに目を細める。

「これは、また、思いきったことをしたなぁ、貢」

「だから、これは、その猫のせいなんですっ！　そもそも、その猫をここに持ちこんだ、あなたに責任があるんですよっ！」

「いやー。貢の車が、育夫の車をねぇ……。これは、見事にカマ掘ったものだなぁ」

「変な表現、しないでくださいっ！」

「やあ、悪い、悪い。育夫には、あたしからも、あやまっておくよ。なぁに。許さないなんて、いわせないよ。このあたしのプライドにかけて」

　すると、ミツグちゃん、少しは安あん堵どしたのか、声のトーンを落とし、

「あんまり、弟さんをいじめないでください。それが、あとで、ぼくに波及するんですから」

「別に、育夫は、おまえにやつあたりしてるわけじゃない。あいつは、昔から、ああいう性格で、おまえを気に入ってるだけだ」

「やめてくださいよっ」

　それから、ミツグちゃんは、ハッとして、

「生徒の前で話すべき話題じゃありませんよっ」

「いいじゃないか。くだらん内幕は、みんな暴露しちまえ。そのほうが、せいせいする」

　咲羅先生、なかなかの豪傑だわね。

　あたくし、気に入ってよ。

「ミツグ先生。どうぞ、ご心配なく。花園一族の事情など、あたくしたち生徒は、充分承知ですわ」

　あたくしがいったら、咲羅先生も、

「ほら、おまえの教え子も、ああいってる。いい子じゃないか」

「やめてくださいっ」

　ミツグちゃん、けっこう神経質ね。

「貢先生っ！」

　あら。

　いきなりあらわれたのは、薫かお子るこサマ。

「大変ですわ！」

「どうしたんです？」

「文集の原稿が、すべて、育夫先生に没収されて……。このままでは、発行できませんわ！」

　そのとき、薫子サマと咲羅先生の目が、バチッと合った。

　一瞬、視線がからみあう。

　薫子サマはハッとした顔になり、咲羅先生はおもしろそうに目を細める。

「おや。あなた、どこかで会ったような気がするねぇ」

「あ、あら。どちらさまです？」

　薫子サマ、うろたえた。

　アキさんのときと、おなじだわ。

　咲羅先生は、落ち着きはらった態度で、

「あたしゃ、高等部で英語を教えてる、花園咲羅です」

「は、はじめまして。わたくし、教育実習生の九くじ条ようと申します」

　ミツグちゃんは、そんなことにかまっていられないほど、うろたえた様子で、薫子サマに、

「部員は？　部室にいたんですか？」

「ええ。アクタガワ君と、それに、一年生の女の子が」

　そして、薫子サマ、ドラマチックに指を組み、

「貢先生、どうか、育夫先生を説得してくださいませ」

「わかりました。すぐ行きますっ」

　二、三歩あるいて、ミツグちゃんは、はたと止まる。

　で、ゆっくりと、こっちにふりかえる。

　まるで、悲しみにうちひしがれたような顔で、

「どうしよう。車のこと……」

「ちょうどよかったじゃないか。いじめられてきな」

　咲羅先生は、薄情に言い放つ。

「咲羅おばさん……」

「おばさんじゃないよ」

「咲羅先生、おねがいです。いっしょに来てください。……一生のおねがいです」

「……そうだな。貢の一生のおねがいは、ことわると、後味悪いんだよな」

　咲羅先生が、言いかけたところ。

「貢先生っ。早く！」

　薫子サマが、せかす。

　まるで、咲羅先生を振り切ろうとするかのように。

　ミツグちゃんは、きっちり二秒の間、咲羅先生に「一生のおねがい」を目でうったえた。

　そして、あわてて、薫子サマに追いつこうと駆けだす。

　咲羅先生は、ニヤリとする。

　それがまた、育ちゃんそっくりなのよね。

　シイちゃんは、薫子サマのうしろ姿を見つめながら、感心したように、

「いかにも深窓の令嬢じゃないか。やるなぁ、ミツグちゃんも」

　で、拓人は、こんな状況でも、いつもののんびりとした調子で、

「ミツグ先生、大変そうだね」

　そして、置いてきぼりをくった咲羅先生は、ひまそうに頭をかいてたけど、

「まあ、いい。あたしも行くか」

　そして、片手に猫をぶら下げて、歩きだした。

　佐伯は、まるでひとりごとのように、ボソリと、

「すすむ君の名前は、もう『ついとつ君』になってしまったんでしょうか？」

「……今、おまえのせいで、そうなったわよ」

「あ。すみません」

　あたくしにあやまって、どうするのよ？

「アクタガワ君、平気かなぁ」

　拓人がいっても、緊張感がないわね。

「平気じゃないでしょうから、これは見物する価値があるわよ」

　あたくしは、きっぱりといった。
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　結局、拓人とシイちゃんは、これからバイト代をもらって、新しい仕事の説明も聞かなくちゃならないとかで、図書館にもどった。

　で、あたくしと佐伯が、文芸部の部室にいるというわけ。

「もう、だめだ」

　アクタガワは弱々しく言って、グテーッと机のうえに突っ伏した。

　育ちゃんに、レイアウト用紙まるごと、取られたそうなのよ。

「先輩っ。あきらめないでくださいっ。きっと、なんとかなりますよっ」

　キツネちゃんが言い、佐伯も、

「アクタガワ君には、ミツグ先生がついてるじゃないですか」

「佐伯。残念だけど、そればかりは、なぐさめにならなくってよ」

「そうでしょうか？」

「そうよ」

　それが証拠に、アクタガワは少しも元気回復することなく、

「もう、決めた。ぼくの小説は、のせないよ」

「ええっ？　先輩っ。そんなの、だめですよぉ！　みんな、楽しみにしてるのにっ！」

「でも、これ以上、部員のみんなに迷惑かけるわけにはいかないよ。すでに、レイアウト用紙、とられちゃってるし。あれには、さし絵が貼りつけてあったんだよ。もし、返してもらえなかったら、あれを描いてくれた漫研と美術部のやつらに、申し訳がたたないよ」

　それは、こまったことね。

　キツネちゃんも、だまりこんでしまう。

　ガラッ。

　いきなり、ノックもなしに、戸が開いた。

　入ってきたのは、体操着姿の、おそろしくハンサムでかわいい男の子だった。

「お、おまえ……」

　アクタガワは、顔をひきつらせた。

　相手は、工く藤どう君につづく次期「学園の王子さま」といわれている、サッカー部の一年生・星ほし君。

　じつは、以前、アクタガワは女装して星君をだまし、その結果、本気でせまられたという、暗い過去があるのよ。

「アクタガワさんっ」

「……！」

　アクタガワは、恐怖にこおりつく。

　もちろん、星君は、自分がせまった女の子の正体が、彼だとは気づいてない。

　そこに、あとから、ウサギちゃんが入ってきた。

「アクタガワ先輩。この子、先輩のファンなんです。あたしとおなじクラスの、星秋あき彦ひこっていいます。どうそ、この子のうったえをきいてやってくださいっ」

　すると、星君、アクタガワにズイッとせまり、

「とつぜん、すみません。おれ、じつは、まえからアクタガワさんのファンだったんですっ」

「あ、ありがと」

　言いながら、アクタガワは、あわてて、ずり落ちためがねを押さえる。

　そうよ、気をつけなさい。

　めがねを取ると、あのときの相手だって、ばれるわよ。

「おれ、読みたいんですっ。アクタガワさんの新作、読みたいんですっ！」

「で、でも、つぎの文集には、のせないことにしたんだ」

「ほ、本気ですかっ？」

　星君の端整な顔に、悲しみの色が広がる。

「そんなの、ひどいですよっ！　おれ、アクタガワさんの小説、楽しみにしてたのにっ！」

　あいかわらず、情熱的な方ね。

「ご、ごめん。ご期待にそえなくて」

　アクタガワは、立ちあがり、逃げる体勢になる。

　けど、星君は、それを許さなかった。

　いきなり、アクタガワの両手首をガシッとつかみ、いすのうえに引きもどしたのよ。

　アクタガワは、恐怖のあまり、抵抗することもわすれている。

　まあ、抵抗したとしても、無駄に終わることでしょうけどね。

　星君は、アクタガワより背が高いし、力もありそうだもの。

「逃げないでくださいっ。おれ、まえから、ファンなんですっ。二年前、アクタガワさん、『あおげば尊しわが師の怨おん』っていう小説、発表しましたよねっ。あのときから、ファンなんですっ」

「ええーっ？」

　アクタガワは恐怖に青ざめながらも、驚きよう愕がくする。

「じゃあ、小学校五年のときに？」

「はい。友達のうちに遊びに行ったとき、見せてもらったんです。そいつのお姉さんが、花園学園に通ってたんです。そのときから、おれ、アクタガワさんってどんな人なのか、すごく興味あったんです」

　そう言って、星君は、ちょっと赤くなった。

「あの話も、教師がさんざんひどい目にあう話でしたよね。大学を出たばかりの、新米の国語の先生が主人公で……今思えば、あれ、ミツグ先生のことだったんですよね」

「うん」

　アクタガワも、ちょっとは感動したのか、こくりとうなずく。

　そこに、工藤君が入ってきた。

「おじゃましまーす」

　シャワーをあびてきたらしく、髪がぬれている。

　それがまたかっこよくて、おまけにさわやかで、なのに妙になまめかしい。

　ウサギちゃん＆キツネちゃんは、ゴクリとつばをのみこむ。

　一年生の女の子には、刺激が強すぎるようね。

「星。ちゃんと、正直な気持ち、アクタガワに告白したか？」

「はい」

　星君は、アクタガワの手首をつかんだまま、きっぱりとこたえる。

　どうでもいいけど、先輩と後輩で、変な会話しないでいただきたいものね。

　工藤君は、アクタガワに視線をうつし、ニコニコしながら、

「おれからも、たのむよ。かわいい後輩が、こんなに、真剣になってるんだからさ」

「やだよぉ。いいかげん、こいつ、なんとかしてくれよーっ」

「まあまあ、この状況も、人気ゆえじゃないか。ありがたく思えよ」

　工藤君……あなた、ほんとは、お友達が男にせまられてるのを笑っていられる立場ではないのよ。

「工藤の薄情者ぉ！」

　アクタガワは、すでに、星君におびえきっている。

　それをさとったのか、ウサギちゃんとキツネちゃんは、ズイッと前に出ると、

「こらっ！　星、ずうずうしいぞ！　紹介したあたしの顔に泥をぬる気っ？　これ以上、アクタガワ先輩にベタベタするんじゃないわよっ」

「そうよっ。あんたは、ひとりで、Ｊリーグの星めざしてなさいよ。さあ、帰った、帰った」

　けっこう、この子たち、同級生の男の子はじゃけんにあつかうのね。

「なんだよぉ。おまえら、アクタガワさんのなんなんだよー」

「なんなんだよとは、なによっ？　あたしたちは、アクタガワ先輩の後輩なのよっ」

　キツネちゃんが、こわい顔でにらみつけ、ウサギちゃんは、さらにきつい口調で、

「女の子にチヤホヤされてるからって、調子に乗らないでっ。あんたなんて、アクタガワ先輩や工藤さんにくらべれば、ガキよ、ガキ！」

「ガキはおまえらだろっ！　綾あや小のこ路うじさんや佐伯さんの、大人の魅力を見習えっ！　この落ちついた美しさを！」

　んまあ！

「ホホホホ。いやだわ、星君ったら。そんな、いくら真実とはいえ、はっきりと」

「えーっ。綾小路さんのどこに大人の魅力があるんだよー。いつも、岡野さんをふりまわしてさぁ」

　バシッ！

　あたくしは、アクタガワをひっぱたいた。

「い……いたい……」

「口をつつしみなさい！」

「ぶ、ぶつことないじゃないかー」

「何度いっても、わからないから、体に教えてさしあげただけよっ」

　あたくしは、ピシャリと決めた。

　そして、佐伯はボソリと、

「拓人さんは、別に、麗花さまにふりまわされてはいませんよ。いつも楽しそうですよ。むしろ、調子くるわされてるのは、麗花さまのほうですよ」

「佐伯っ。おまえも、しゃべりすぎよっ！」

「は、はい。もうしわけありません」

　一方、星君対ウサギちゃん・キツネちゃんチームは、ますます戦闘を激化させていた。

「サッカーやってりゃ、女がチヤホヤしてくれるとでも思ってんの？　このガキ！　グラウンドで紫外線ビシバシあびて、シミ・ソバカスでも作ってな！」

「そうよ、そうよっ。だいたい、運動部の一年男子なんて下っ端だし、汗くさくて泥くさくて、きらいよっ！　血と汗と涙の青春してるなんて、あんた、マゾじゃないのっ？」

　星君、劣勢！

「な、なんだよっ！　おまえらなんか、女じゃねえ！」

「おぅおぅ、そりゃ、ありがたいわ。あんたに恋愛感情もたれた日には、女やめたくなるわ」

「なんだとっ？」

　むきになっちゃって……まったくもう、子供だわねぇ。

　工藤君は、あわてて、星君と女の子ふたりの間に、割って入る。

「星っ。やめろよっ。みっともないなっ。おまえの負けだよっ」

「工藤先輩っ。とめないでくださいっ。まだまだ、やれますっ」

「まだまだやるんじゃないよっ。女の子相手に、ヒステリー起こすなよっ。恥ずかしいやつだなっ」

　言いながら、工藤君は、部室の外に星君をひきずっていく。

「アクタガワさんっ！」

　星君は情熱的に呼びかけてくる。

　まるで、引き裂かれた恋人。

「おれ、また、来ますからねっ！　アクタガワさんが、作品発表するっていってくださる日まで、ずっと通いつづけますからねっ」

　それを聞いたアクタガワ、グッタリと机に突っ伏した。

「もう、かんべんしてくれー」

　愛されているがゆえの、苦しみね。











第五章　このあたくしに、命令しないでちょうだいっ







「綾あや小のこ路うじ麗れい花かさま」

　一階の廊下で、コソコソッと、だれかが呼びかけてきた。

　その鼻声は……。

「タカりんさん？　どこなのっ？」

「シッ」

　窓の下のほうから、制する声。

「わたくし、タカりんではございませんことよ。東京御令嬢クラブの工作員、東京マリアですわ」

「あなたね、また、スパイごっこ？　もうっ。おふざけにならないでっ」

　あたくしが、窓から顔を出そうとしたところ、

「シッ！　まわりにさとられてはいけませんわ！」

　鼻声がヒソヒソ声でシリアスする。

「どうしろとおっしゃるのよっ？」

「なにげないふりして、窓ぎわに来ていただけませんこと？　外をながめるふりをして、わたくしの話を聞いてくださいませ」

　いちいち注文がうるさいわねっ。

　あたくしは、指示どおりにする。

「で。なんのご用よっ。タカりんさん」

「『タカりん』ではなくて、コードネームの『東京マリア』で呼んでいただけませんこと？」

「うるさいわねっ。このあたくしに、命令しないでちょうだいっ」

「あら、ごきげんななめですわね、麗花さま」

「だ・か・ら、あなたとしゃべってると、必然的に、ごきげんがななめになるのよっ」

「まあ、そんなことは、おいといて、本題に入りますわよ」

「勝手においとかないでちょうだいっ」

「あら。ごめんあそばせ。ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

「やかましいわねっ。鼓膜に毒だわっ」

　あたくしがさえぎると、東京マリアはせきばらいをひとつした。

　そして、やっと本題に入る。

「じつは、お呼びだてしたのは、ほかでもございませんわ。花はな園ぞのアキさんから麗花さまに、伝言がありますの」

「まあ。なぜ、アキさんがあなたを通してあたくしに？」

「麗花さまとアキさんとわたくしは、御令嬢フレンズだからですわ。東京御令嬢クラブは、お嬢さまの味方ですのよ」

　そんな味方、いらないわよ。

「で、どんな伝言なのよ？」

「『九くじ条よう薫かお子るこには気をつけてくれ』と、アキさん、おっしゃってましたわ」

「九条先生に？　どうしてよ？」

「わかりませんわ。理由までは教えていただいてませんもの」

「ん・もうっ！　ぞんざいな報告、しないでちょうだいっ！」

「まだ、つづきはありますのよ。聞きたくありませんこと？」

「ええい！　すべて白状おし！」

　あたくしがビシッと決めたところ、東京マリアは、ちょっと絶句してから、

「ついに、育いくちゃんが、ミツグちゃんに宣戦布告したそうですわ」

「宣戦布告？」

「自分とミツグちゃん、どちらの教育理念が正しいか、決着をつけようということですわ」

「どうやってよ？」

「アクタガワ君の判断で、ですわ」

「なんですって？」

「問題の小説をのせるのをやめるように、育ちゃんがアクタガワ君を説得することができたら、育ちゃんの勝ちということですわ。反対に、発表をあきらめるなと、ミツグちゃんが説得できれば、ミツグちゃんの勝ちですわ。どちらの教師の指導が正しいか、生徒に判断させようというわけですのよ」

「アクタガワを説得するっていったって……。育ちゃんの『説得』って、一体、どんなものよ？　ただ、ジワジワと責めるだけのことではなくって？」

「そうですわよねっ？　そうに決まってますわよねっ？」

　東京マリアは、いきなり激しい口調になる。

「ああ、わたくしの愛しいアクタガワさまが育ちゃんにますますいじめられることになるなんて、わたくし、たえられませんわ！」

「うるさいわねっ。妙な場所で、わめかないでちょうだいっ。窓の下から変な鼻声が聞こえれば、注目をあびるのは、このあたくしなのよっ」

「ごめんあそばせ。つい、とりみだしてしまいましたわ」

「だいたい、どうして、そんなバカな勝負をすることになったのよ？　生徒ひとりに教育理念を賭けて、どうするのよっ？」

「育ちゃんの提案ですわ。あの方、わざとミツグちゃんを不本意な勝負にひきずりこんで、不愉快な思いをさせて、楽しんでいらっしゃるんですわ。アクタガワ君、とんだとばっちりですわよ」

「どうしてまた、ミツグちゃんは、そんな勝負にのってしまったわけよ？」

「育ちゃんに対して負い目があるから、押しまくられてしまったんですわ」

「負い目って、なによ？」

「すみれちゃんをキズモノにしたことですわよ」

　……やっぱり。

　これからも、あの事故をネタに、育ちゃんはミツグちゃんをチクチクいじめることでしょうね。

　ミツグちゃんったら、どこまで、あわれな人なのかしら。

「この話には、まだ、おまけがありますのよ、麗花さま」

「なによ？」

「この勝負に育ちゃんが勝ったら、ミツグちゃんは九条先生をあきらめるそうですわ」

「まあ！　育ちゃんったら、そんなことまで約束させたのっ？」

「らしいですわね」

「やっぱり、育ちゃんは、九条先生に本気なの？　それとも、ただ、ミツグちゃんをいじめたいだけなの？」

「本気なんじゃありませんこと？　ただ単に、ミツグちゃんの恋路をじゃまして楽しむほど、育ちゃんはひどい性格ではないと思いますわよ」

「あら。ひどい性格でないのなら、アクタガワも心配ないわよね」

「心配ないわけありませんわよっ！」

　まったくもう、アクタガワのどこが、そんなにいいのやら……。

「麗花さま、よろしくって？　アクタガワ君のことは、おまかせしましたわよ」

「あんな子、あたくしにまかせないでちょうだいっ！」

「どうか、アクタガワ君を、守ってくださいませね」

「どうして、あたくしが、アクタガワなんかを……」

「それから、アキさんも、アクタガワ君とミツグちゃんを守ってくれと、おっしゃってましたわ」

「だから、どうして、あたくしが、ミツグちゃんまで守らなくちゃなのよっ？」

「お嬢さま同士、助け合うこと。これが東京御令嬢クラブ設立の目的ですわ」

「そんな団体には、あたくし、所属したおぼえはないわよっ！」

「では、これにて、失礼いたしますわ。ごきげんよう」

「あっ。ちょっと、お待ちなさいよっ！」

　窓の下をのぞいたときには、その姿はなかった。

　ワナワナワナワナワナ……。

　なにが東京御令嬢クラブよっ。

　おふざけにならないでいただきたいわ！
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　放課後、お茶室で。

　シャカシャカシャカ……。

　わが茶道部のお下品部員・ミハルが、お茶をたててる。

　しかも、顧問の育ちゃんの目の前で。

　いつものワンレングスの髪はうしろでむすんでいるけど、タイト・ミニのスカートは感心できないわね。

　ほかの三年生は、大部屋で、下級生相手に奮闘しているはず。

「おい」

「はい」

　不機嫌そうな育ちゃんの声に、ミハルは緊張ぎみにこたえる。

「なんだ、その手つきは」

「は？　なにか変ですか？」

「まさか、ホイップ・クリームを泡立ててるつもりではなかろうな」

「いいえ。お茶をたててます。しかも、優雅に気品あふれる手つきで」

「ばかものっ」

　育ちゃんは、いらだたしげに、ミハルから茶ちや筅せんをとりあげると、

「いいか？　よく見ておけ。これが日本の美だっ」

　そういって、シャカシャカはじめた。

「おーっ。さすがは、育いく夫お先生」

　ミハルは、さも感服したようにいう。

「まさに、生まれながらの茶坊主」

「ばかもんっ。お世辞のつもりなら、せめて『千せんの利りき休ゆう』ぐらいはいったらどうだ」

　すると、ミハル、律義にも、

「おおーっ。さすがは、育夫先生。まさに、生まれながらの千利休」

「痴しれ者め。本当にいうやつがあるかっ」

「おっしゃるとおりにしただけじゃないですかー」

「冗談を本気にとるな」

　それよりも、めずらしく冗談いわないでいただきたいわ、育夫先生。

　そのとき。

　庭のほうに、人影。

　ズカズカズカズカ。

　侵入者は、てきぱきとくつをぬいで、お茶室にまで入ってきた。

　薫子サマだった。

　彼女は、正座している育ちゃんを見下ろすと、

「育夫さん」

　いきなり、この威圧的な口調は、なに？

　それに「育夫さん」ですって？

　だけど、育ちゃんは落ちついたもので、

「なんですか？　九条先生」

「なんですか、ではありませんわ！」

　なんとまあ、薫子サマ、怒りの表情。

　ミハルは、あっけにとられている。

「育夫さん、あなた、どういうおつもりですの？」

「なにがですか？」

「わたくしをかけて、貢みつぐさんと争っていらっしゃるそうですわね！」

　おお！

　すでに、本人にはばれてるじゃないの！

　ミハルは、ひとりで茶筅を振り振り、おどろきを表現している。

　育ちゃんはフッと笑うと、

「それを、だれから聞きましたか？　九条先生」

「あなたの姪めい御ごさんからですわ」

　アキさんね。

「わたくしの意志をぬきにして、殿方おふたりで話をすすめるなんて、失礼ではありませんこと？」

「では、ご自分の意志をはっきり主張すればよいではありませんか」

　薫子サマは、パッと頰ほおを紅潮させた。

　それまでの怒りの表情が、さらにグレード・アップして、激怒の表情になる。

　なぜ？

「ええ、ええ、わかりましたわ」

　腹の底から、薫子サマは、怒りの声を出す。

「わたくし、自分の意志をはっきりさせますわ」

　そして、あたくしのほうを向くと、

「綾小路さん、あなたはアクタガワ君のお友達でしたわよね？　あとで、文芸部の部室にいらしていただけませんこと？」

「ええ。よろしくってよ」

　なんだか、おもしろそうだから、つきあってさしあげようじゃないの。

　それから、薫子サマは、ミハルに、

「あなたも、貢先生のクラスの方でしたわよね？」

「はい」

「では、あなたも、綾小路さんといっしょに来てくださらない？」

「はぁ……」

　ミハルは、育ちゃんを気にしながら、あいまいにこたえる。

「では、育夫先生、失礼しますわ」

　薫子サマはツンとして、去って行った。

　けっこう、プライド高そうだわね。

　それにしても、ますます不可解なところが見えてきたわね。

　なにやら意味深な薫子サマの態度……。

　もしかしたら、彼女と育ちゃんのあいだには、もうすでに、なにかがあったの？




＊




　茶道部の活動が終わってから、あたくしとミハルは、文芸部の部室に向かった。

　なぜか、そこには、佐さ伯えきがいた。

　帰宅部でヒマそうにしてたから、召集されたようね。

　薫子サマは、あたくしと佐伯とミハルに、きっぱりと、

「あなたがたには、これから、文芸部の発行するコピー誌の製本作業をしていただきます。すでに編集は終わり、今はアクタガワ君たちがコピーをしています。そのページを半分に折り、ホチキスでとじ、仕上げに製本テープを貼っていただきます。よろしいですわね？」

　よ、よろしいですわね、っていったって……。

　このあたくしが、単純労働を？

　冗談ではなくってよ。

　帰宅部の佐伯や、茶道部のお荷物部員のミハルはいいとしても、茶道部で日本の美を極めているこの綾小路麗花が、文芸部ごときの製本作業を？

　ワナワナワナ……。

　これは、屈辱だわっ。

「おいっ。綾小路っ」

　ミハルがコソコソッとささやく。

「なんだよ、あのお嬢先生。すっげー、やりたい放題じゃねえ？　お上品そうに見えても、結局、おまえの同類だったってわけかよ」

「んまっ。それ、どういうこと？　ミハルさん」

　すると、たちまち、ミハルは逃げ腰になって、

「なんだよ。あいかわらず、おっかねーなー。綾小路はよー」

　一方、佐伯は、薫子サマの指示を、素直にうなずきながら聞いている。

　自分がだれの従者なのか、わかってるのかしら？

　ドンドンドン。

　とつぜん、せっかちなノック。

　佐伯が戸を開けると、両手に紙の束をかかえたアクタガワとウサギちゃんとキツネちゃんが入ってきた。

「わぁ！　先輩方も、手伝ってくださるんですかっ？　ありがとうございますっ」

　ウサギちゃんとキツネちゃんは、ペコリと頭を下げた。

　そして、アクタガワも、

「助かったー。三人とも、ありがとー」

　いきなり頭を下げられ、ミハルは毒気をぬかれた様子で、

「おい、アクタガワ。ほかの部員は、どうしたんだよ？」

「今日は活動日じゃないから、みんな、来てないんだよ」

「チッ。どうして、あたしらが、動員されんだよ。ついてねえぜ」

　彼女、なんだかんだいいながらも、すでに拒否できないようね。

　薫子サマは、積まれた紙の山を前に、説明をはじめる。

「これは、文集にのせる予定だったアクタガワ君の小説『お坊っちゃん』の前編の、そのまた半分にあたります。これを、宣伝もかねて、文集よりも先にコピー誌として発行します。つづきは文集でお読みください、というわけですわ」

　となると、コピー誌としてアクタガワの小説は発表されることになり、育ちゃんはミツグちゃんに敗れることになるわけね。

　そして、つづきを文集にのせると宣伝してしまえば、育ちゃんはおちおち手出しできなくなるわ。

　掲載されなかったときには、なにが起きたのかと、みんな疑問に思うもの。

　薫子サマは、作業の説明もくりかえす。

　ページの順に紙をとり、半分に折り、ホチキスでとじ、製本テープを貼る。

　漫画研究会の子が描いた表紙と、本文にさし絵もついて、けっこう見栄えもする。

　薫子サマ、アクタガワ、ウサギちゃん、キツネちゃん、佐伯、ミハル、あたくしの七人は、黙々と作業をする。

「麗花さま」

　いきなり、佐伯が話しかけてくる。

「どうして、育夫先生、ミツグ先生をいじめるんでしょうね？」

「あたくしが知るものですかっ。どうせ、好きだからに決まってるわよっ」

「ミツグ先生をですか？」

　バサバサッ。

　佐伯の言葉に動揺したかのように、薫子サマ、束にした紙を落としてしまう。

「あ、あら。ごめんあそばせ。わたくしとしたことが」

　笑ってごまかしつつ、紙をひろい集める。

　佐伯は、なおもしつこく、

「やっぱり、育夫先生は、ミツグ先生が好きなんですか？」

「ばかねっ。あたくしがいったのは、ミツグちゃんをいじめるのが好きだっていうことよっ」

「はぁー。そうですか」

　佐伯は、なんだか悲しげにいって、それから、ボソリと、

「でも、育夫先生、少しはミツグ先生に悪いと思ってますよね？」

「わかるものですか」

「でも、そんな気がするんです」

「なにを根拠にそんなことをいうの？」

「いけないと思っても、つい……っていうことは、よくあることだと思います」

「柔道の試合のとき、相手がいい男だと、つい寝技を決めてしまうというようなもの？」

　すると、すかさず、アクタガワ、

「綾小路さん、その話、やめて」

　あら。

　アクタダワも知ってたのね。

　けっこう、お杉君に関するこのうわさ、有名なのかしら。

　そして、佐伯は、

「……いけないと思っても、つい、やってしまうことって、だれにでもあることですよね？」

「な、なによ。おまえ、なにか、うしろぐらいことがあるみたいじゃないの。白状おし」

　すると、佐伯は、ちょっともじもじしてたけど、思い切ったように、語りはじめた。

「ある日、わたし、インスタント・コーヒーを入れたんです。それで、ミルクのかわりにと思って、豆乳を入れてしまったんです。そしたら……」

　佐伯は、言葉を切った。

　ごくっ。

「そ、そしたら、なによ？」

「そしたら、なぜか豆乳が固まって、コーヒーの中にお豆腐ができてしまったんです。たとえれば、お味噌汁の中にとき卵を入れたようなものでしょうか。あんな、グズグズとした形態のお豆腐ができてしまったんです」

　ひえーっ！

「で、飲んだの？」

「はい。つい……」

「お、おいしかった？」

「おいしくなかったんです」

「ええい！　だから、それがなんだというのよっ？」

「ふつう、おいしくなかったら、もう、二度とやりませんよね。でも、わたし……」

「ま、まさか、もう一度、やってしまったのっ？」

「……はい。いけないと思っても、つい……。わすれられないんです。確認したくなってしまうんです。あの現象を」

「で、目で確認したら、次は味を確認したくなるわけね？」

「はい。そうなんです」

　そこに、横から、アクタガワがシリアス口調で、

「佐伯さん、もっと、自分を大切にしなくちゃだめだよ」

　すると、すかさずミハルが、

「いいんだよ。げてもの食ったところで、死ぬような女じゃないって。でなけりゃ、綾小路の家来なんて、やってられねえぜ」

　むっ。

「ミハルさん、それ、どういう意味かしら？」

「綾小路は豆腐入りコーヒーなんかよりずっと毒々しい、って意味だよ」

「あなたって、とんでもない無礼者ねっ。手があいてたら、華麗なる平手打ちをプレゼントしていたところよっ」

「おっかねーの」

　ふんっ。

　こんな下品な者には、あたくしの平手打ちはもったいないわっ。

　今は、とにかく、ひたすら製本作業。

　しかし、それにしても……。

　薫子サマがミツグちゃんに勝利をもたらそうとしている、ということは。

　彼女、やっぱり、ミツグちゃんに気があるの？

　だとすると、相思相愛？

　でも、東京マリアの報告によると、アキさんが、彼女に気をつけるようにと言ってたというし……。

　わからないわね。

「麗花さま」

「なぁに、佐伯」

「こんな作業やってると、まるで、同人誌作りに燃えるオタクの人になったような気がしませんか？」

「どうして、あたくしが、そんな気にならなくちゃいけないのよっ？　なるわけないでしょっ！」

「は、はぁ。もうしわけありません」

　佐伯ったら、時々、変な発言をするから、こまるのよね。

　うっかり同意してしまったら、あたくしの威厳に傷がつくもの。

　やがて。

　意外と短時間で、コピー誌がドッサリできた。

　あたくしたち、それを前に、そろってニンマリする。

「やりましたわ！」

　いきなり、薫子サマは力いっぱい、勝利宣言。

「わたくし、あのサド教師に勝ったのですわ！　ざまあごらんあそばせ！　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

　ごくっ。

　一同、絶句。

　もしかして、これ、薫子サマの本性？

「あ、あら。ごめんあそばせ」

　すかさず、彼女は、最終お嬢さま笑いを、お上品お嬢さま笑いにしてごまかす。

　これが深窓の令嬢？

　どこがよ？

　けっこう好戦的で、負けずぎらいで、プライド高そうじゃないの。

　こんな人をミツグちゃんとくっつけても、いいものかしら？

　アキさんが「気をつけろ」といってたのは、このことだったの？











第六章　おほめにあずかり、光栄ですわ







　薫かお子るこサマは、佐さ伯えきを使者に、育いくちゃんに伝言を送った。

　生徒指導室に来るように、と。

　で、薫子サマとあたくしとアクタガワは、生徒指導室の机のうえに、完成したコピー誌を山積みにした。

　ミハルは、見たいテレビがあるとかで、薄情にも帰ってしまった。

　まあ、その程度の人なのよね。ふんっ。

　それから、一年生のウサギちゃん＆キツネちゃんは、アクタガワが帰してしまった。

　佐伯がもどってきてから、ちょっとして。

　ドアがノックされた。

「どうぞ」

　高飛車な口調で、薫子サマがこたえる。

　入ってくるなり、育ちゃんはいぶかしげに眉をひそめる。

　メンバーは、まず、反抗的とされてるアクタガワ。

　つぎに、ほこり高さゆえに、愚鈍な教師には問題児とみなされることしばしばの、あたくし綾あや小のこ路うじ麗れい花か。

　そして、あたくしの忠実な部下・佐伯。

　薫子サマはうでぐみをし、フッと笑う。

「おじけづかずに、いらしただけ、立派ですわね」

「九くじ条よう先生。生徒の前では、言葉や態度に注意していただけませんか。彼らの模範となるように」

　ふだんから校内でミツグちゃんをいじめてる人の言葉とは思えないわね。

「あら。わたくし、一介の教育実習生ですわ。この子たちは、あなたの生徒でしょうけど、わたくしの生徒なんかではございませんわ」

　たらーっ。

　じゃあ、あたくしたち、あなたにとって、なんなの？

　たとえれば、医学部の学生が実験に使うモルモットのようなもの？

　これは屈辱だわよ、薫子サマ。

「教員免許がほしくないと見えますね、九条先生」

「ふんっ。わたくしにそんなものが必要とでもお思い？　毎年、多額の寄付を花はな園ぞの学園におさめている九条家のひとり娘である、このわたくしが！」

「親のすねかじってる方がなにをおっしゃいますか。わたしは、あなたのお父さまには感謝していますが、あなたには、なんの義理もない」

「父のことはおっしゃらないで！　昔から、あなた、父とはグルでいらっしゃいましたわよね！　わたくし、それが、許せませんのよ！」

　な、なんですって？

　昔から？　父とはグル？

　どういうことよっ？

　育ちゃんは、フッと笑うと、

「九条先生。わたしの生徒の前で醜しゆ態うたいを見せるのは、やめていただきたいものですね。ただ、ボランティア精神で、悪い大人の見本という生きた教材になってくださるのでしたら、大歓迎ですが」

「お、おふざけにならないでっ！」

　薫子サマは、声をはりあげる。

　アクタガワは思わず硬直する。

　さすがは、お嬢さまの迫力ね。

「なによ、なによ！　わたくしが中学生のときにあなたが見せてくださった、あの優しさは、なんでしたのっ？」

　薫子サマが中学生のときというと……育ちゃんは大学生だわね。

「九条先生。生徒たちの前ですよ」

「かまうものですか！　こうなったら、あなたには、とことん、恥をかかせてさしあげますわ！　わたくしは、あなたに復ふく讐しゆうするために、教育実習生として花園学園中等部に潜入いたしましたのよ！」

　たらーっ。

　なにがあったのか知らないけど、教育の現場をそのようなことに利用するのは、感心できないわね。

　まあ、世間知らずの深窓のご令嬢は、カーッと頭に血がのぼったら、自分や相手の社会的な地位なんて考慮せず、ぶっとんだ行動に出るものなのよね。

　まったくもう、みっともないったらないわ。

　あたくしのような、プライドと威厳を最後まで守り通すほこり高きお嬢さまから見ると、甘すぎるわね。

「あなたが花園学園高等部に合格したら、結婚を前提としておつきあいしましょう――と、わたくしに言っておきながら……。どうして、家庭教師をおやめになったとたん、わたくしをさけはじめましたの？　わたくし、合格しましたのに！」

「おや。それこそが、お父上とわたしとがグルであると、あなたがさとったきっかけではありませんでしたか。わたしは、あなたのお父上にとっては、棒の先にぶら下げたニンジンでしかなかったのですよ。馬はあなたで、ゴールは花園学園高等部」

「あ、あなた……なんて人なの！　わたくしの清らかな乙女心を利用なさったのねっ？」

「ギブ・アンド・テイクですよ。九条氏は、御令嬢を花園学園高等部に入れたかった。わたしは、花園一族の一員として、九条家のもたらす巨額の寄付がほしかった。九条氏とわたしは、利害の一致を見たわけです」

「ひどい……ひどいわ！　わたくし、初恋でしたのよ！」

　薫子サマは、ヒステリックにわめく。

　やっぱり、生きた教材だわね。

　ところが、育ちゃんは、冷淡なもので、

「おやおや。そんなことで、腹をたてていらっしゃったのですか。わたしは、てっきり、先月、あなたとの見合いの話をおことわりしたからだと思っていました」

　というと、ダブル・パンチだったのね……。

　アキさんと咲さく羅ら先生は、それに気づいてたんだわ。

　薫子サマは、ワナワナとふるえつつ、

「育いく夫おさんっ。生徒たちの前で、なにも、そんなこと、おっしゃることはないんじゃありませんことっ？」

「おや、失礼。てっきり、彼らは、あなたの生徒ではないと思いこんでいましたもので」

　育ちゃん、あいかわらず、強いわね。

　これだけいさぎよく常識というものをかなぐりすてることができるなんて、おなじお坊ちゃま育ちでも、ミツグちゃんとは大ちがい。

　薫子サマは絶句したものの、

「ふ……ふふふ……。あなたがすましていられるのも、今のうちですわよ。これから、ほえづらかかせてさしあげますわ！　これをごらんなさい！」

　ジャーン！

　薫子サマの白い指がさしたのは、山積みにされたコピー誌。

「あなた、わたくしをかけて、貢みつぐさんに戦いをいどんでいらしたわよね！　あなたは、それによって貢さんの行く手をふさぎ、最終的には貢さんを負かして、わたくしに接近しないようにするおつもりでしたのよね？　だけど、ごらんなさい！　あなたが発表を阻止しようとしていた小説は、すでに、製本済みですわ！」

「で？」

　育ちゃんは、ニヤリとする。

　意味ありげなその様子に、薫子サマは一抹の不安をかんじたようだったけど、すぐに、

「これを校内にばらまけば、もう、あなたは、貢さんに負けたことになりますのよ！」

「だろうな」

　育ちゃんったら、その落ちつきようは、なんなの？

　だけど、薫子サマは、すでにひとり、自己陶酔の世界。

「ふふっ。これが最後のだめ押し。貢さんは、わたくしにゾッコン間違いなしですわ！　楚そ々そとした大和やまと撫なで子しこにひめられた情熱的な一面！　ああ、われながら、男心をくすぐる心憎い演出、完かん璧ぺきな演技。これで、あなたが昔からおもちゃにしてた貢さんは、このわたくしのものですわ！　どう？　くやしいでしょう！　オーッホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……」

　たらーっ。

　ひょっとして、彼女、最初から、育ちゃんからミツグちゃんをうばうのが目的だったわけ？

　ところが、育ちゃんは、動じたりはしなかった。

「目的を達成するまえに、虚栄心につき動かされ、おのれの陰謀をみずから暴露するとは……。やはり、甘いな」

「あら。口どめする方法なら、いくらでもありましてよ」

　薫子サマは、あたくしたちを威圧するように見る。

　美しい顔を、醜くゆがませて。

　育ちゃんを憎むあまり、深窓の令嬢にあるまじき邪悪な迫力を取得されたようね。

　感心だこと。

　見たら、彼女の迫力に、アクタガワはすくみあがってしまっている。

　だけど、佐伯は平然。

　それでこそ、あたくしの家来よ。おまえがおそれるのは、この綾小路麗花ひとりで充分。

「ふっ。青いな」

　育ちゃんは、あさっての方向を見て、つぶやく。

「なんですってっ？」

「地位と金があれば、なんでもできる――世間知らずのお嬢さまの考えそうなことだ」

「なっ……。ば、ばかにしないでちょうだい！」

「ハッ！　〈象がふんでもこわれない筆箱〉も知らない小娘が、このわたしをおとしいれようとはな！　わたしも、甘く見られたものだ！」

「な、な、なんですってっ？」

「〈象がふんでもこわれない筆箱〉も知らない女は、貢にはふさわしくないというのだ」

「な、なんですのっ？　その〈象がふんでもこわれない筆箱〉というのは！」

「昔、そのような筆箱があったのだ。テレビ・コマーシャルもやっていた」

「そ、それを知っているから、なんだっておっしゃるのよっ？」

「ふっ……。貢は知っているぞ。きみの知らないものを、貢は知っている。わたしと貢、共通の記憶だ」

「だ、だから、それが、なんだとおっしゃるのよっ？」

「深い意味はない。ただ、きみが、くやしがるだろうと思って、いってみただけだ」

「うっ……」

　本当にくやしかったらしく、薫子サマは絶句する。

　育ちゃん、徹底したいじわるね。

「わ、わたくしをかつごうとなさっても、そうはいきませんわよ。常識から考えても、そんなものが、あるわけありませんわ。〈象がふんでもこわれない筆箱〉だなんて！」

「いや。しかし、あったのだ」

　ガタッ。

　なに？

　となりの進学資料室に通じるドアのむこうで、物音。

「だれだっ？」

　育ちゃんは、バッとドアを開ける。

　そこにいたのは……。

　なんと、ミツグちゃんだった。

　真っ青になって、たたずんでいる。

　まさか、さっきから、そこにいたわけ？

　薫子サマは、両手を口にあてて、そのまま立ちすくむ。

　ミツグちゃんはつかれたように、ため息をついた。

「育夫先生。『だれだ』もなにも、あなたが、呼びつけていたんじゃありませんか。この部屋でのやりとりを、しっかり聞いていろって……」

　薫子サマはよろめき、ヘナヘナといすにくずれる。

　彼女の陰謀、すべてミツグちゃんにバレてしまったじゃないの。

「〈象がふんでもこわれない筆箱〉ですか……」

　ミツグちゃんは、うつろな声でいう。

「育夫おじさん、あれ、持ってましたよね。おばあさまに買ってもらって。それを、井の頭動物園で、実際に象にふませようとしたんですよね」

「貢、よけいなことをいうな」

　育ちゃんはピシャリとさえぎったけど、ミツグちゃんは負けなかった。

「象の囲いの中に筆箱を投げ入れたけど、象がなかなか、ふんでくれなくて……。ついに、おばあさまに見つかって、育夫おじさん、六発も平手打ちくらったんですよね。物を粗末にするなんて罰あたりな子だ、って」

　おばあさまというのは、理事長のことね。

「貢っ。だまれというのだっ」

　けど、ミツグちゃんは、なにかに憑つかれたように、しゃべりつづける。

　半分、放心状態だわ。

「本当は一発ですんだところを、『実験してなにが悪い』って言い張って、よけいに五発、ぶたれたんですよね。でも、泣きませんでしたよね」

「見ていたおまえが泣き出したから、六発ですんだのだ。本当は、もっと、ぶたれるところだった」

「そうでしたか……。そうだったんですか」

　ミツグちゃんはクスクス笑って、それから、いきなり真顔にもどった。

　で、薫子サマを、まっすぐに見ると、

「九条先生。あなたが、あのような意図をもって、教職課程を選択されていたとは、残念です。わたしは、てっきり、教育というものに希望と情熱を持っていらっしゃるのだと思っていました」

「ご、ごめんなさい」

　さきほどまでの勝ちほこった様子はどこへやら。

　薫子サマは、ポロッとあやまった。

　こっちがギョッとするほど、素直に。

　これは、ひょっとして、ひょっとしたら、薫子サマ、知らず知らずのうちにミツグちゃんのことを……。

「わかっていただければ、それでいいんです」

　ミツグちゃんは静かにいった。

　けど、たちまち、薫子サマは、

「貢先生っ。おこりたいならおこってくださってけっこうですのよっ！　わたくし、あなたをだまし、侮辱いたしましたのよ！」

「いいんです」

「い、いいわけ、ありませんわよっ。だって、仮にわたくしがあなただったら、たえられませんわ！」

「復讐のために行動することは、あなたにとって不幸なことです。そのことにあなたが気づいてくだされば、それが、わたしの存在意義だったんだと思います」

　まあ。

　ミツグちゃんったら……。

　たまには、かっこいいとこ、見せてくれるじゃないの。

　けっこう外見はいいんだから、ビシッと決めれば、決まるものなのにねぇ。

　いつもは、なんで、あんなになさけないのか……。

　薫子サマは、目を大きく見開き、立ちつくしている。

　途方に暮れていらっしゃるようね。

　ミツグちゃんは、フッと笑った。

　今まで、あたくしたちには見せたことのない、さびしげな笑顔。

「あんまり長くいると、ばかみたいだから、退散します」

　そして、あたくしたち生徒三人に、

「また、ドロドロした大人の世界を見せてしまったけど……まあ、みんな、それぞれ分別もあるから、許してもらえるかな？」

　そして、パタンとドアをしめた。

　と思ったら、あわただしく駆け去る足音がつづく。

　やっぱり、ミツグちゃん、傷ついてたわね。

「九条先生、追わなくていいのですか？」

　育ちゃんが、やんわりときく。

　薫子サマは、目をパチクリさせ、

「あなた、とことん、わたくしのじゃまをするおつもりではありませんでしたの？」

「それよりも、貢には気の毒なことをしたと思いましてね。せめてもの罪ほろぼしに」

「まあ。おどろきましたわ。育夫さんがそんなふうに思われるなんて」

「貢はバカで善人です。優秀でずるいわたしから見ると、あわれでしかたない」

「……ほめていらっしゃるのね。貢さんのこと」

　育ちゃんは、それには答えず、

「貢に弁解し、なぐさめの言葉をかけるつもりはないのですか？」

「わたくしには、そんな資格、ありませんわ」

「そうか」

　育ちゃんは、かすかに笑った。

「これで、貢に悪い虫がつかずにすんだ」

「失礼な方ねっ」

　薫子サマは、ムッとする。

「もう、わたくし、あなたの生徒さんの前で、ズケズケ言ってさしあげますわ」

「どうぞどうぞ。今さら、遠慮もないでしょう。こいつらは、他の者にしゃべったりしませんよ。決して」

　育ちゃんは、冷たい光をたたえた目で、威い嚇かくするようにあたくしたちを見る。

　少なくとも、アクタガワには効果があったわね。

　薫子サマは、窓の外に目をやり、きっぱりと、

「あなたのこと、愛し憎んでおりましたわ。だから、あなたのお気に入りである貢さんをねたみ、あなたから奪おうとしましたのよ」

「別に、わたしは、貢のことを気に入ってるわけではない」

「言い訳なら、わたくしがいなくなってからなさって。どうせ、わたくしは、信じはしませんもの」

「なかなか、強くなられたようですね、薫子さん」

「育夫さんのおかげですわ」

　それから、ちょっと視線を落とし、

「貢さんは、いい方ですわね」

「気に入りましたか？」

「ええ。とっても。いつか、あなたから、うばってみせますわ」

「それはおもしろい。楽しみにしてますよ」

　育ちゃんの言葉を背中で受けて、薫子サマは部屋から出ていった。

「さて、と」

　育ちゃんは、あたくしたちに、目をうつす。

「勉強になったかな？　諸君」

「はい。とても勉強になりました。ありがとうございました」

　佐伯はバカ丁寧に、深々と頭を下げる。

　だけど、アクタガワはわざと動揺をかくして、首をかしげると、

「ちょっと、物足りなかったかな」

　育ちゃんはあきれたような顔をしたかと思ったら、いきなり――。

　ペシッ。

　と、アクタガワの頭をたたいた。

　アクタガワは、キョトンとして、

「育夫先生の体罰、はじめて受けた」

「ばかもの。手がすべっただけだ。わたしは、体罰などという無粋なことはせぬ」

　それが美学なわけね。

　で、彼は、あたくしをチラリと見る。

　なにか言いたいのだろう――と言いたそうに。

　だったら、この綾小路麗花が、〆てさしあげようじゃないの。

　そこで、あたくしは笑顔を浮かべて、ため息つくと、

「つまらないものを見てしまいましたわ。この輝かしい青春期に、教育の現場の裏を垣かい間ま見てしまうなど、人格形成には毒だと思いますわ」

「綾小路の場合、人格そのものが毒だから、たいした影響はないだろう」

「あら。先生こそ」

　あたくしがサラリというと、育ちゃんはニヤリと邪悪な微ほほ笑えみを浮かべた。

　で、あたくしも、おなじように笑ってみせる。

「わたしは、生徒に物事の美しい面だけを見せるのは、反対だ。お美しい環境で成長してしまうと、いざ、社会に出たときに、幻滅が激しいからだ。時には毒も与える。それが、わたしの教育方針だ」

「わかっておりますわ。育夫先生からは、心理的な毒物をたくさんいただきましたもの」

「それから、もうひとつ。教師は生徒の模範となる必要などない」

「その点もご心配なく。育夫先生は、あたくしたちの模範からは、ほど遠い方ですもの」

「綾小路……つくづく、おまえは将来が楽しみだな。大物になっていることだろう」

「あら。おほめにあずかり、光栄ですわ。ホホホホホホホホホホホホ……」

　あたくしは、美しく笑ってみせる。

　だけど。

　この沈黙は、一体、なに？

「まあ、これで、大人の世界の大人の世界たるところと、子供っぽいところと、それが混ざってドロドロしたところが、なんとなくわかっただろう。大人になるまで、わすれないように。以上」

　育ちゃんは、それだけいうと、立ち去った。

　アクタガワは、しばらくぼうぜんとしていたけど、やがて、魔法がとけたようにいきなり、コピー誌の山積みされた机に駆けよると、

「これ、明日から、売らなくちゃね。綾小路さんと佐伯さんにも、ご協力おねがいします」

「どうして、あたくしたちが、こんなものを売り歩かなくちゃならないのよっ？」

「でも、佐伯さんはひそかに人気あるから、みんな買ってくれるだろうし、綾小路さんもおそれられているから、みんな買ってくれるだろうし」

　バシッ！

　あたくし、著作の束で、アクタガワの頭をたたいてやった。

「い、いたいなーっ。ぶつことないじゃないかー」

「ぶつことあるわよっ！　この無礼者！　……佐伯、帰るわよっ！」

　あたくしはピシャリと言いすてると、生徒指導室を出た。

　これで、あたくしも、薫子サマや育ちゃんとおなじく、美しく退場できたわね。











第七章　拓人も、あなたを待っていてよ







「あのぉ……すみません」

　休み時間、うしろの戸から、遠慮がちに顔をのぞかせた男の子――星ほし君だった。

　そのとたん、教室はざわめきにつつまれる。

「きゃ♡　星秋あき彦ひこ君よ♡」

「やーんっ。かわいいっ♡」

「ゆ、許せねえ。一年のくせに顔がいいなんて」

「まるで二年まえの工く藤どうだ……」

　まだまだかわいらしさがのこるけど充分すぎるほどハンサムな彼に、三年のおねえさま方からは熱い視線（ただし、恋愛感情ナシ。観賞するだけ）が、おにいさま方からは羨せん望ぼうのまなざしが集中する。

「おーい。星、どうした？」

　工藤君が片手をあげ、気さくに声をかける。

「あの……すみません。アクタガワさん、いらっしゃいますか？」

　星君は、もじもじしながらたずねる。

　注目されて、緊張しているみたいね。

「アクタガワ？　さっきまで、いたけど……」

　工藤君はキョロキョロする。

　そのとき、教卓の下からこっそりと、アクタガワが顔を出した。

　星君からは見えない位置。

　そこで彼は両手をあわせて「だまっててくれ」とサインを送る。

　よって、お杉すぎ君は、星君にきっぱりと、

「アクタガワは、ここにはいない。さっき、出て行ったようだ」

「そうですか」

　星君はあきらかに落胆している。

　さびしげな様子。かぎりなく……。

　それを見て、心動かされたのか、いきなり、お杉君は、

「ただ、芥あくた川がわ賞しよ子うこさんの行方なら、知ってる」

「え？」

「以前、おまえにせまられた三年の女の子の名前だ」

　うっ……。

　工藤君は、プッと吹きだす。

　星君は、キョトンとして、

「は？　だれです？」

「いや、とにかく、彼女は教卓の下にいる」

　……薄情な友達をもったものね、アクタガワ。

　星君は、わかってないようだけど、一応、

「おじゃまします」

　と律義にことわり、教室に入ってくる。

　そして、教卓の下をのぞくなり。

「あーっ！　アクタガワさん！」

「ほっといてくれっ。防災訓練してるんだからっ」

「うそだっ！　アクタガワさん、おれからかくれてたんですねっ？」

　星君は、アクタガワのうでをつかみ、ズルズルと引きずり出す。

「はなせよーっ。おまえの存在自体が、ぼくにとっては災害なんだよぉ！」

　自分より体格のいい一年生に、アクタガワはおびえきっている。

　過去に負った心の傷も、強く作用しているようね。

「ぼくは、おまえが苦手なんだってばーっ。育いくちゃんより、やなんだよぉ」

「ひどいっ。おれ、アクタガワさんのファンなのにっ」

「じゃあ、なにが望みなんだよぉ。握手だってサインだって、やってやるよぉ」

「そんなことじゃ、この怒ど濤とうのように押し寄せる、芽生えたばかりの欲望は満たされませんっ！」

　シーン。

　クラスのみんなは、完全にひきつってる。

　青春の入り口をすぎたばかりの方は、情熱的ね。

　アクタガワったら、こんなに強く彼に望まれて、幸せ者だこと。

「よ、欲望って……おまえ、なに考えてんだよぉっ！」

「おれ……たまらないんです。読みたくて、読みたくて、もう、がまんできないんですっ！　アクタガワさんっ！　早く『お坊っちゃん』のつづきを読ませてくださいっ！　おれ、もう、限界ですっ！」

　どうやら、あのコピー誌を買ったらしいわね。

「さあ、原稿を出してくださいっ！　今すぐにっ！」

「やだよぉー。まだ、推すい敲こうするんだからっ」

「そんな……そんなの、おれ、許しませんよっ！」

「せまるなよぉ！　おまえ、こわいんだよぉ！」

　クラスのみんなは、薄情なもので、

「アクタガワ君ったら、あんなに愛されて……。なかなか、やるわね」

「でも、ひどいわ。星君は、女の子みんなのものなのにっ」

「星って、あんな性格だったんだな。なんだか、安心したよ」

「ほんと。あれで性格までかっこよかったら、いやみだよな」

　みんなみんな、遠巻きに見物するだけで、アクタガワを助けようともしない。

「工藤ーっ！　なんとかしてくれぇーっ！」

　ついに、アクタガワは、なさけない声で工藤君に助けを求める。

　なのに、工藤君、悪意のない笑顔で、

「芥川賞子って、なかなかいい名前だよな」

「ばかやろっ！　感心するなっ！　お杉、おまえも、許さないからなっ！」

　すると、お杉君、背中に哀愁をただよわせ、

「せっかく、おまえのために源氏名を考えたのに……。結果として、おまえを傷つけてしまった。残念だ」

　そして、スタスタと教室を出ていく。

「お杉っ」

　と、工藤君までがシリアス口調で、哀愁のお杉君の後を追う。

　めずらしくノリのよさを発揮してくれたわね。

「あーっ。ふたりとも、逃げるなよーっ！　薄情者ぉ！　どうして、非力なぼくを、平気で見すてるんだよっ！」

　だけど、お杉君も工藤君も、もどってはこなかった。

「アクタガワさんこそ、おれを見すてるおつもりですかっ？」

「ばかーっ！　おまえなんて、知らないよぉ！」

「さあ、今すぐ、原稿を出してくださいっ」

「ここにはないよぉ」

「じゃあ、思い出して書いてくださいっ」

「……おまえなんか……おまえなんか、きらいだーっ！」

　アクタガワったら、どこまでも不運なくせに、人一倍、往生際が悪くて、こまったものね。




＊




　お昼休み、ふらりと進学資料室に立ちよってみたところ。

　お杉君がひとりで、資料をめくっていた。

「なにをごらんになってるの？」

　あたくしは横からのぞきこんだ。

　なぜか、彼は、ギクッと身をこわばらせる。

「なんでもありません」

　と、そのぶ厚い本をパタリととじ、大学ノートで表紙をかくす。

　あやしいわね、その態度。

「お見せなさいっ」

　あたくしが強く出たところ、彼は本とノートをかかえ、立ちあがった。

　ところが。

　バサッ。

　よほどあせっていたらしく、本を床に落としてしまった。

　彼は、すかさずしゃがみこみ、ひろおうと手をのばす。

　けど、そのときには、表紙は丸見え。

『高等学校入試ガイド・関東版』とあった。

　お杉君はその姿勢のまま、悪さを見つかった子供のように、神妙な顔つきで、あたくしを見上げる。

「見ましたね？」

「ええ、見たわ。今さらかくしたって、むだよ」

　気まずそうな顔で、彼は立ちあがる。

「どうして、あなた、そんな資料をあさっていらっしゃるの？」

「ほんの手すさびに」

「うそおっしゃい！　あなた、高等部の推薦入試、あきらめかけてるんでしょっ？　だから、ほかの高校の入試について、血眼になってしらべていらっしゃるんでしょっ？」

「別に、血眼になんかなってません。ただ……」

「ただ、なんなのよ？」

「ただ、ちょっと、自分の学力に不安があったんです。だから、ほかの高校のレベルをしらべて、気持ちを静めていたんです」

「……苦しい言い訳ね」

　お杉君は、あまり、勉強は得意じゃないのよね。

　頭の回転は速いはずなのに、奇っ怪な思考回路が、発揮されるべき能力を妨害しているわけよ。

「お嬢さん」

「なによ」

「おれがこんな資料をあさっていたこと、工藤やアクタガワには、だまっていてください」

「ふんっ。なさけなくて、話す気にもならないわよ。そんなものより、参考書でも見ていらしたらいかが？　ずっとためになってよ」

「そうですね。おれも、そう思います」

　意外にも、彼、ちょっと沈んだ面持ち。

　けっこう、これは、苦悩しているのかもしれないわね。

「お杉君」

「はい」

「いっしょに高等部に行きましょう。あたくしと、あなたと、工藤君と、アクタガワ君と、佐伯と、それにタカりんさんも。ね？」

「そうですね。そうしたいです」

　ん・もうっ。

　どうも、盛りあがりに欠けるわねっ。

「拓たく人とも、あなたを待っていてよ」

　すると、お杉君、ちょっと考え、

「……そうか。岡おか野のさんは、おれが来るのを、首を長くして、指折り数えて、一日千秋の思いで、待ちわびてくれてるんですね」

「そこまで強調するんじゃないわよっ。ずうずうしい人ねっ」

「おれ、岡野さんのおかげで、心底、やる気が出ました」

「なによっ。急に態度を変えるんじゃないわよっ。拓人があなたに、なにをしてさしあげたというのよっ！」

「冗談ですよ」

「うっとうしい冗談、おっしゃらないで！」

　まったくもう、イライラするったらないわっ！

「だいたい、あなたの苦手科目って、なんなのよ？」

「五教科全部ですけど……あえていえば、国語と数学です」

「ミツグちゃんと育ちゃんの担当教科じゃないの」

「そうなんですよね……。あ」

　お杉君は、ドアに視線をうつす。

「なによ？」

　お杉君は、声を低くして、

「となりの生徒指導室、ミツグちゃんと育ちゃんがいるようです」

　そして、席をたち、そろそろとドアに耳をくっつける。

　本当に、この人、成績のことでなやんでいるのかしら？

　疑問に思いながら、あたくしも、お杉君とおなじように、情報収集にはしる。

「貢みつぐ」

「なんですか？」

「わたしは思うよ……」

　意外にも、育ちゃん、おだやかな口調。

「もし、おまえがこの世に生まれていなかったら、わたしは、大悪党になっていただろうとな」

「……うっぷんを晴らす相手がいなくてですか？」

「別に、わたしは、うっぷんなど、ためてはいない。おまえでうっぷんを晴らしたこともない」

「じゃあ、いちいち人を呼び出しておいて、なんの用ですか？」

　けっこう、ミツグちゃん、冷たい態度。

「〈象がふんでもこわれない筆箱〉のことだ」

「は？」

「おまえは、おぼえていたのだな」

「はぁ。まあ……じつは、あのとき、幼心にも、ワクワクしていたのです。きっと象がふんでもこわれないにちがいないと確信して。だから、実験結果が出ずに終わってしまい、とても残念だったんです」

「あのとき、おまえは、わたしのために、泣いてあやまってくれた。あれが、わたしの人生を変えたのだ」

「はぁ？」

　どういうことよ？

「あのころのわたしは、神童だの天才だのと、まわりからチヤホヤされ、すっかり増長していた。親にぶたれても、自分が間違っているとは思わなかった」

「そういえば、昔から、反省を知らない人でしたね」

「『昔から』ではなく『昔は』だ」

「はい、はい」

　ミツグちゃん、不本意なお返事。

「あのころは、なにをやっても、自分は正しいと信じていた。なぜなら、わたしは、どの子供よりもすぐれていたからだ。まさに天にえらばれたかのように。よって、行く手をふさぐ者は、すべて敵だと思っていた。やりたいことをやらせてくれない大人もふくめてだ」

「あなたって人は……けっこう、昔のほうがこわい人間だったんですね」

　ミツグちゃんの指摘を無視し、育ちゃんはつづける。

「なのに、なんの才能にも恵まれず取るに足らぬ存在であるおまえが、このわたしをかばってくれたのだ。いつもは、わたしの軽けい蔑べつの対象であったおまえが……。あれは、衝撃だった」

「そんなことで衝撃を受けて、どうするんですか」

　ズケズケいわれて、ミツグちゃん、ムッときてるわね。

「おまえは、わたしをやっかみ、わたしをおとしいれようとしても、不思議ではない立場だった。いや、わたしは、おまえはそういう存在だと、信じていた。軽蔑の対象、あるいは、取るに足らぬ敵。だからこそ、わたしは、おまえがかばってくれたのをきっかけに、それまでの認識をあらためざるをえなかった」

「で、でも、相手をおとしいれるなんて、そんな小さな子供が思いつくわけ、ないでしょうっ？」

「いや。ちがう。子供は自分の気持ちに正直であるがゆえに、とことん残酷になれるのだ。わたしは常に、おなじ年頃の子供たちから、ひがみゆえの憎しみをぶつけられてきた。それをはね返すためにも、自分は正しいと信じる必要があったのだ」

　な、なんて凄せい絶ぜつな幼年時代。

「だが、あの日から、自分は間違っているかもしれないと、たびたび思うようになった」

「そ、そうは見えませんがね」

　ミツグちゃんの皮肉を意に介するでもなく、育ちゃんはきっぱりと、

「いや。愚ぐ鈍どんでのろまで、悪事などとうてい思いつくこともできないおまえに、わたしは救われたのだ」

「愚鈍でのろまは、よけいです」

　ミツグちゃんは反感の意を示し、それから、静かな口調で、

「でも、わたしも、育夫おじさんに助けられてますよ。初等部の三年生のとき、あなたに、みっちり勉強を教えてもらったおかげで、今の自分があるのだと思います。それまでは、わたしは勉強ができなくて、劣等生で、一族の鼻つまみ者でした」

「そうだったな」

　育ちゃんは、低く笑い、

「あのころのおまえは、バカなぶん、愛らしかった。それが、よけいな知恵をつけ、今ではわたしにさからうまでになった」

「この歳としであなたの言いなりになってたら、人生おしまいですよ」

「なぜ、おまえは、変わってしまったのだ」

「成長したんです」

「そうか……。おまえが、はじめて、わたしに反抗したのは、中学生のときだったな。大人のいうことをきかなくなる、いちばんあぶない時期だ」

「中学生になっても反抗しないほうが、かえって気味が悪いですよ」

「しかし、子供は、素直なのがいちばんかわいい。だから、わたしも生徒たちにそうあってほしいのだ」

　じゃあ、育ちゃんの教育方針は、ミツグちゃんが成長するにつれていうことをきかなくなった、その悲しみに由来するものだったの？

「素直な生徒って……それは、あなたにとって都合がいい生徒であるだけでしょう？　大人のいうことをホイホイきいて従うのが、子供にとっていいとはかぎりませんよ。必要なのは、なにが正しくてなにが間違っているか、自分なりに判断できるようになることです。わたしのように」

　最後のひとことをミツグちゃんは力をこめていった。

「ほぅ。では、わたしに従わなくなったのは、単なる反抗ではなく、わたしが間違っているとおまえが判断したからか？」

「あたりまえでしょう」

「ふっ。昔は、あんなに従順で愛らしかったおまえがな……」

　育ちゃんったら、盛りあげてくれるわねぇ。

　お杉君は、表情も変えず、熱心に聞いている。

「ときに、貢。九くじ条よう薫かお子るこのことだがな」

「なんですか？」

　本題に入ったようね。

「彼女は、大学卒業後はこの花園学園中等部で教きよ鞭うべんをとることを希望している」

「……そうですか。よかった。わたしは、彼女が実際に教育の現場を見て、失望するのではないかと、初日からずっとビクビクしていたのですが」

　つまり、いつボロを出してしまうかと、ヒヤヒヤしていたわけね。

「だいたい、一時は、どうなることかと思いましたよ。過去に育いく夫おおじさんにかかわったために、彼女が道を誤りかけていたなんて……。でも、結局、九条さんは、この仕事に魅力を見出してくれたんですね」

「おろか者め。彼女はこの仕事に魅力を見出したわけではない。おまえにだ」

「ええーっ！」

　なんと……まあ……これはおどろきだけど……薫子サマの気持ち、わからないでもないわよねぇ。

　ミツグちゃんには、なさけなさをおぎなってなお余りある魅力があるもの。

　本人は、それには気づいてないのでしょうけど。

　なぜか、お杉君も、育ちゃんの言葉にうなずいてるし。

「まさか、おまえが、わたし以外の人間に深い影響をあたえるようになるとはな」

「べ、別に、あたえたくてあたえたわけではありませんよ」

　ミツグちゃんったら、悪いことしたわけじゃないんだから、そんな、弁解することなんてないのに……。

「結局、おまえも、あの女に惹ひかれているのではないのか？」

「い、いいえ。ああいう猛たけ々だけしさを気品でかくした方は、ちょっと……」

　だから、どうして、そこまでミツグちゃんがビクビクしなくちゃならないわけよ？

「いつわりではないな？」

　ガタッと、いすの音。

　育ちゃん、立ちあがったわね。

「なんで、あなたは、そう疑り深いんですかっ」

「昔は、おまえも、わたしを裏切ることはなかった。わたしを崇拝し、いつも後についてきていた。だが、おまえは変わってしまった」

「い、育夫おじさんっ。はなしてくださいっ」

「おまえは美しく愛らしい子供だった。しかし、おまえがわたしの許もとを去った今となっては……むしろ、おまえの若さと美び貌ぼうがねたましい」

「あ、あ、あなた、結局、追突事故のこと、すごく根に持ってるんですねっ？」

「……すみれの声が聞こえるのだよ。かたきをとってくれと、地獄の底から、彼がわたしを呼ぶ声が……」

「ええっ？　すみれちゃんって、男だったんですかっ？　し、知らなかったなー。ははははははははは……」

「き、きさま……よく笑えるものだなっ！　うちのすみれは、すすむに陵りよう辱じよくされ、すでにキズモノだ！　わかっているのかっ？」

　育ちゃん、なかなかすごい表現をしてくれるじゃないの。

「じ、じ、事故車になってしまったのは、悪かったと思ってますよーっ。だから、修理代も出したじゃないですかーっ」

「これが、金ですむ問題かっ？　ええ？」

「い、い、育夫おじさんっ。あなた、どうして、人を威嚇するのが好きなんですかっ。ひょっとして、あなた、当たり屋ですかっ？」

　すると、育ちゃん、ドスをきかせた声で、

「ふざけるな。金を出せば、わたしの気がおさまるとでも思うか？」

「じゃあ、一体、どうすれば、あなたの気はおさまるんですかーっ」

「おまえも、すみれとおなじようにしてやる」

「わーっ！　あ、あなた、やっぱり変だっ！」

　またもや、ミツグちゃん、大ピンチ！

　すると、案の定、お杉君が立ちあがった。

「こーわくなーい♪　ア・アン・ア、こーわくなーい～♪」

「だれだっ？」

　育ちゃんがするどく問い、ミツグちゃんはあわてて、

「あ、あれは山口百恵ですよっ」

　あたくしは、他人のふりをするため、姿勢を正していすにすわり『高等学校入試ガイド・関東版』を広げる。

　バーン！

　お杉君は、いきおいよくドアを開ける。

　で、育ちゃんをまっすぐに見つめると、重々しい口調で、

「杉すぎ本もと晴はる信のぶ、一五歳。今がいちばん美しい時代」

　……あたくし、この人とかかわりあうの、もう、一切やめようかしら。

「お望みならば、お見せしましょう。心も体も、すべて」

　つくづく、想像を絶する人だわね。

　育ちゃんもミツグちゃんも、あきれて（あるいは、おどろきのあまり）声も出ないらしい。

　お杉君は、自分のペースをくずさず、スッと一歩前に出る。

「ただし、条件があります。おれを、高等部の推薦入試に合格させてください」

「おろか者め。心も体も望まれてもいないくせに、なにが『条件』だ」

　育ちゃんったら、まともにとりあうんじゃないわよ。

「だいたい、わたしが、そのような、組織の規律を乱し秩序を破壊する不正な行為を、容認すると思うか？」

「でも、育夫おじさん、昔、ぼくの『夏休みの友』の計算問題、ひそかにやってくれましたよね」

　ミツグちゃんが小声でいうと、

「ばかものっ。あれは、全面的に、おまえに非があるのだっ。わたしが劣等生を見るとイライラするのを承知で、おまえは、わたしの目の前でわざと計算を間違えた。だから、つい、わたしは、あのような不正を……。あれは、わたしの人生最大の汚点だ！」

　育ちゃんったら、変なところで、潔癖なのね。

　で、今度は、お杉君に目をうつすと、

「最近、わたしは、おまえを見ると、イライラするのだ。わかるか？」

「わかります。先生の心が、おれのために、千々に乱れているのが」

「この痴しれ者がっ。面めん妖ような表現をしおって！　来いっ！」

　いきなり、育ちゃんは、お杉君のうでをつかむと、歩き出した。

「会議室でこっそり、きさまの弱点を、すべて教えてやるっ」

「……先生の個人教授ですか。おれ、感動です」

「……」

　育ちゃんは絶句し、それから、

「貢っ！　おまえも来い！」

　お杉君とふたりきりになるのを、回避したわね。

「このばか者に、国語の知識をたたきこむのだっ！　ついでに、わたしが、おまえの教え方のどこが悪いのかも、チェックしてやる！」

　育ちゃん、脳のう味み噌そ、沸ふつ騰とうしてるわね。

　ミツグちゃんは、あたふたと出て行った。

　やれやれ。

　あたくしは『高等学校入試ガイド・関東版』をパタリととじた。

　そして、本棚にもどす。

　青春に不安をかんじて、こんな書物に救いを求めるなんて、お杉君も、まだまだ修行がたりないわね。

　育ちゃんに、みっちりきたえられるがいいわ。

　そして……合格しなさいよね。

　これは命令よ。











文庫版あとがき







　ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ……。

　と書くのは簡単だが、実際やってみると、これがむずかしいお嬢さま笑い。

　じつは、わたくしは、いつも「はははは」と笑う。

　はははははははははははははははははははは……。

　と、笑い直して、困惑を表現してみたのは、ほかでもない。

　森奈津子の本が手に入らぬ！――というお手紙を、あいかわらず、たくさんいただいているがゆえでございます。

　中には、作者の手元にある本を売ってくれと申し出てくる方もいらっしゃる。

　でも、わたくしは、本なんてものは余分に持ってはいないのであった。

　で、ついには、一冊八〇〇円で友達から買ってしまったという人も出てくる始末。

　しかしねぇ……そのあこぎな友達は、一体、何者ですかっ？　まるで『お嬢さまボロもうけ』の越えち後ご屋ではないか！（でも、こういう人、好きだ）

　絶版になったわけでもない単なる古本が、どうして、倍の価格で取り引きされるんですかー。定価は三九〇円という良心的なお値段なのに。

　うーん。読者のみなさんの中には、小さいおともだちもいらっしゃるから「取り寄せる」ということをごぞんじなかったりもするのですね。

　よろしいですか？

　今度、本屋さんで目的の本が見つからないときには、お店の人に、本の題・作者・出版社をいって「この本を取り寄せてください」とおねがいしてから帰ってみましょう。

　すると、何週間か後には、ちゃんと、本屋さんはそれを仕入れて、あなたに連絡してくれるはずです。

　手数料とか送料とかは、一切かかりません。

　これは、レモン文庫だけではなく、他の出版社の本にもいえることです。

　ほしい本は、こうやって、手に入れましょうね。あこぎな友達から、倍の値段で買うことなんてありませんよ。

　だいたい、わたくしだったら「そんな古本、半額以下だっ！」と値切っていたぞ。

　このお手紙くれた人、きっと、お友達の越後屋（仮名）に足下を見られたのね。

　まあ、手に入らないのでなんとかしてくれと言われる本は、大抵決まっているんですよね。

　花はな園ぞの学園高等部のお話『いつでもこの世は大霊界！』と『帰ってきた女王様』。

　千葉県を舞台にした妙なファンタジー『ふしぎの丘の化け猫少年』と『ふしぎの丘の妖怪変化』。

　この四冊に加えて、前作、禁断の学園コメディー『あぶない学園大さわぎ』も、どうなることやら……トホホ。

　つまり、お嬢さまシリーズ以外が、書店に入りにくいみたいなんです。

　と、わかったからには、今のうちに、つぎの本のＣＭをしておきます。

　雑誌「レモン」で連載を終えた「グースカ夢見る問題児」は、一九九三年九月下旬にレモン文庫から発売される予定です。チェックしておいてくださいな。

　内容は……あいかわらず、こまったちゃんキャラクターが出てきます。白しら川かわなんて、育いく夫おも杉すぎ本もとも祐介も超越して、こまったやつです。

　すみませんねぇ。こまったちゃんが好きで。

　でも、いちばんのこまったちゃんは、作者なのかもしれませんね。

　と、他人にいわれるまえに、自分でいっておく。

　などと書きながらも、だまっていれば、読者様にはわからなかったかもしれないとも思ってしまうぞ。

　著者略歴も、われながら、あっさりしていることだしなぁ。

　しかも、生年月日と出身地のつぎに、星座と血液型がきてしまうところなど、自分でもウットリするほど少女小説家である。

　でも、学歴も書かずに、いきなり「好きなものは植物」はないような気がしてきたなぁ。最近。

　こんな調子だから、よく「一体あなたはどんな人なんだ？」という質問がきてしまうのでしょうが……。

　はて？　わたくしは、どんな人なのであろう？

　と、そこで、友人たちの日頃の評価を思い出してみると……。




「二六年、反抗期」……一朗君（二一歳）

「笑える暗さ」……ロージー嬢（二三歳）

「最近、性格、丸くなったね。中学の時は、もっと偏屈だったのに」……裕子嬢（二七歳）

「なっちゃんの子供って、ぜったいに泣かないような気がする。生まれても『ふんっ。なにさ』ってかんじで、だまりこんでるの」……美代子女史（二九歳）




　……別に、これは陰口ではなく、面と向かって言われた言葉である。

　ということは、いかにわたくしが心の広い人間であると思われているかが、わかるというものだ。

　でなけりゃ、なんで、こんなにひどいこと言われているのだ。

　だいたい、「笑える暗さ」とか「二六年、反抗期」っていうのは、なんだね？

　偏屈な女子中学生っていうのは、一体、どんなやつだね？

　おまけに、産声もあげずにムッツリだまってる妖よう怪かいのような赤子など、わたくしが産んでたまるかというのだ。

　しかし……それぞれ、ほめ言葉であるような気もするなぁ。

　――と、まあ、今回は、あらためて自分を見つめ直してみました。

　さて。

　育夫＆ミツグを支持する全国のこまったちゃんのみなさん、おまたせいたしました。

　これで、百害あって一利なしの育夫の主張にも一理あり、ミツグにも五分の魂があることがわかっていただければ、さいわいです。

　いずれにせよ、このふたりの場合、カツオ君＆タラちゃんのような良好な関係からはほど遠いことだけは、火を見るより明らかでしょう。

　そうそう。

　若い人々のために、本書のレトロ・ネタを解説しなくては……。

　ただ、時々、一〇代の方から「こんなギャグ、一〇代の若者にわかるのか？」というご質問をいただくのですが、そういうお手紙を下さる方にはちゃんと通じているんですよね。

　では、解説、いきます。




■ライダー・スナック――スナック本体よりもおまけのライダー・カードが重視されたという点では、ちょっと前にはやったビックリマン・チョコと類似の菓子である。カードを抜いたあとのスナックが道端にすてられているのを、作者は幼稚園に行く途中、見た。

■象がふんでもこわれない筆箱――テレビＣＭでは、本当に象がふんでもこわれなかった。しかし、当時、象に筆箱をふまれるような環境で勉学にいそしむ小学生は非常に少なかったため、単なる見せびらかしグッズと化したようである。

■山やま本もとリンダ――わたくしは、二〇年前の彼女のファンである。育夫もそうだ。しかし、もっと古い人になると、四半世紀以上前からファンをしているはずだ。

■花の中三トリオ――山やま口ぐち百もも恵え、桜さく田らだ淳じゆ子んこ、森もり昌まさ子この三人がデビュー当時、そう呼ばれていた。わたくしは、ひそかに、工く藤どう・杉本・アクタガワを、そう呼んでいる。




　えー。まあ、最近、ミツグと育夫のファンが意外と多いということがわかり、ならばこのふたりの関係を赤裸々に描いてしまおうと、書いてしまったのが、この物語です。

　このように、ファンレターは、作者を動かすのであった。

　しかし、作者を動かせないファンレターもある。

　たとえば、今年の春、小学六年生の男の子から来たお手紙。

「杉本さん、好きです。一生、ついていきます。オレは美少年です」

　作者は、これを読んでやたらと笑った。笑うしかなかった。

　ともあれ、若いのにいい味出してる方に愛されて、杉本もしあわせもんである。

　それから、最後に――コーヒーの中に豆腐を作ってしまったのは、このわたくしだ。

　と、衝撃の告白をしておいて、ここは逃げます。さらばです。

一九九三年六月　　　森　奈津子　　
































　春に買った中学三年用の数学の参考書は、不親切極まりなく、すこぶるわかりにくかった。

　そう感じていたので、日曜日、わざわざターミナル駅まで出て大型書店で参考書を物色してみたのだが、どれがよいのかさっぱり見当がつかず、杉すぎ本もとは結論づけた。

（悪いのは参考書ではなく、おれの学力の欠如だったのか）

　せっかく梅雨の雨降りの中、電車に乗って、しかも湿気に弱い商品ばかりが陳列してある店に行って、服や傘についた水滴を気にしながら、様々な商品を手にとってみたのに、手ぶらで帰宅するというのは非常につまらないので、適当な少年マンガ誌を買い、そして、店を出てから気づいた。

（おれはまた、学力アップとは逆の方向に向かっている）

　こうして、杉本の学力は向上しないまま、時は過ぎてゆく。

　花はな園ぞの学園中等部に籍を置いている彼は、高等部への推薦入学を望んでいるのだが、推薦枠である学年成績上位三百人の中に入ってはいない。

　近所に暮らす幼なじみの工く藤どう圭けい一いちは優等生で合格確実であるし、もう一人の親友であるアクタガワもなんとか推薦枠には入れそうな感じである。

　もう、中学校生活の三分の二以上は過ぎてしまった。あと二回の通知表の成績で、自分は決着をつけねばならないのだ。

　無表情のまま悶々としつつ、家――たいして広くもない庭に鬱うつ蒼そうと木々が茂る古い日本家屋だ――に戻り、八畳の茶の間に入ると、中央の座卓にデパートの包装紙に包まれた箱があった。

「お帰りなさい、晴はる信のぶ」

　廊下を隔てた台所から、祖母の蕗ふき子こが杉本に声をかけてきた。足音でわかったのだろう。

「テーブルの上にある荷物だけど、ちょいと、中身を見てくださいな。お菓子だったら、賞味期限を確認して、仏様におそなえしてちょうだい」

　蕗子は手が離せないらしい。

　包みを解いたところ、それは洋菓子の詰め合わせで、賞味期限まで二週間ほどあった。杉本はその包みを隣室の仏間に持ってゆき、仏壇にそなえると、手を合わせる。

　顔を上げると、遺影の父と目が合った。今にも笑い出しそうな、楽しげな表情を見せている。

　二十二歳で交通事故死した父は、なぜか親友の工藤とよく似ている。怖いぐらいに。

　一度、杉本は蕗子に訊きいたことがある。

「ばあちゃん。まさか、工藤とおれが腹違いの兄弟ってことはないだろうな」

　変なこと言わないでくださいよ――と眉まゆをひそめてから、蕗子は続けた。

「工藤さんとこの兄弟は、そっくりじゃありませんか。あのご夫婦のＤＮＡが結合すると、ああいう顔になるのですよ。きっと」

　確かに、工藤と彼の弟はよく似ている。しかも、二人そろって、両親のどちらにも似ていない。

　茶の間に戻り、買ってきた少年マンガ誌を読んでいたところ、和服姿の蕗子が風呂敷包みを持って入ってきた。

　上品で柔和な顔立ちをしているが、ぴしっと伸びた背筋やきびきびした立ち居振る舞いには静かな気迫が伴う。着付と茶道の師範であり、和裁でも生計を立ててきた蕗子は、普段も大抵は和服で過ごしている。

　蕗子はまた、他に「裏の仕事」を請け負うこともあるのだが、こちらは和服とは関係ない。あえて言えば、ハクづけぐらいにはなっているかもしれないが。

「晴信、悪いけど、これ、工藤さんちに届けてくれませんか。たのまれていた圭一君の浴衣ゆかたなんですよ」

　杉本は受け取った。

　蕗子がその浴衣を仕立てているところを、杉本も見ていた。藍色の地にトンボをあしらった柄で、さわやかでありながら華もある工藤にはこんな落ち着いた色もよく似合いそうだった。

　杉本の頭の中では、浴衣姿の工藤が微ほほ笑えんでいた。

　なぜか、夏の花火が彼の横顔を照らし出すシーンまで克明に思い浮かべることもできた。けれど、想像の中でも、杉本と工藤とは手をつなぐことすらしなかった。工藤に対する思し慕ぼの念はつのるばかりだというのに。

　風呂敷包みを手に外に出ると、タイミングがよいことに、雨はあがっていた。灰色の雨雲は途切れ途切れになり、雲間からは青い空が見えている。

　きっちり三分後、杉本は工藤宅の門にとりつけてあるチャイムを押した。

　杉本宅とは違い、工藤の家は大手住宅メーカーが手がけた小ぎれいな今風の家だ。

　インターホンで応じたのは、工藤本人だった。杉本は名乗り、仕上がった浴衣を届けにきたと告げた。

　ドアが開き、工藤が現われた。これ以上整えようがないほど整った顔に、笑みを浮かべている。

　杉本も唇の端で少しだけ微笑んだ。元々、感情をおもてに出すのが不得手なのである。

「ありがとう、お杉すぎ」

　浴衣を受け取ると、工藤は続けて言った。

「ついでに、一杯、やってかないか？」

　杉本も「ああ。一杯やろう」と応じた。

　家にいるのは、工藤だけだった。

　工藤は杉本に手伝わせ、キッチンからリビングルームのテーブルに、丼とスプーンと氷かき器と、ボール一杯の氷と、赤と緑のシロップを運んだ。

　二人の言う「一杯」とは、丼一杯のかき氷のことである。

　杉本の家に氷かき器はない。ここのところ、杉本が訪ねるたびに、工藤はかき氷を勧めてくれるし、杉本のほうもそれを楽しみにしているのだった。

　工藤は氷かき器に氷を入れると、杉本に「あとはまかせた」と告げた。

「うむ。まかせろ」

　杉本は重々しくこたえ、氷かき器のハンドルを力の限り高速度で回した。

　みるみるうちに丼に氷が盛りあがってゆき、工藤はそれを面白がり、そうすると、杉本はますます燃えるのだった。彼は、くだらないところに情熱をそそぐのが非常に得意である。

「お杉、いちごとメロン、どっちがいい？」

「いちご」

　杉本がこたえると、工藤は丼のひとつにいちごシロップをそそぎ、自分のほうにはメロンシロップをかけた。うず高く盛りあがっていた氷はサーッと沈んでしまう。

「お杉、もうひとがんばりだ」

「よし」

　工藤はもう一度、シロップを加えた丼を氷かき器にセットし、杉本はまた、そこにかき氷を重ねる。その後にふたたびシロップをかけるのだ。

　いつしか二人はその手法を「二段スペシャル」と呼ぶようになっていた。男子中学生は基本的にアホであり、優等生の工藤にもそんな一面はしっかりあるのだった。

　そして、丼一杯の二段スペシャルかき氷を前に、二人の至福の時が始まったのである。

「うまい。かき氷はやはり、梅つ雨ゆが明ける前に解禁するべきだな」

　杉本がしみじみと言うと、工藤は明るくこたえる。

「おれは一年中、ＯＫ」

「なら、今度の冬は、寒中水泳ならぬ寒中かき氷でもするか」

「いいね！　おれ、乗った！　アクタガワも誘って、実行しよう」

「一番たくさん食べた奴が、勝ちということで」

「じゃあ、アクタガワが負けるだろうね。あいつ、覇は気きはあるけど軟弱だから」

「負けた奴は罰ゲームだな」

「罰ゲームは、なににする？」

「寒中水泳だ」

「うわー」

　工藤は笑いながら「あ。そうだ」と言いつつ席を立ち、さきほどの風呂敷包みを解くと、それをきれいに畳んだ。

「風呂敷は、お返ししなくちゃな。はい、ありがとう。おばあちゃんにも『ありがとう』って伝えといて」

　杉本は工藤から風呂敷を受け取ると、訊いた。

「しかし、なんで急に浴衣を作ろうなんて気になったんだ？」

「作りたがったのは、おれじゃなくて母親だよ。ちょっと前から和服に凝りはじめていて、着物屋のバーゲンで、男物の浴衣地を衝動買いしたらしいんだ。自分じゃ、縫えもしないくせに」

「今年の夏は、浴衣で過ごすのか？」

「近所のお祭りとか花火大会ぐらいかなぁ。まだ、自分じゃ着られないし」

「おれが教えてやろうか？」

「お杉、自分で着れるんだ」

「ああ」

「じゃあ、たのむよ。あと、おれの浴衣デビューの日は、一緒にいてくれないかな？　着くずれても、自分で直す自信はないし」

「わかった。まかせろ」

　杉本の頭の中は、妄想でいっぱいになった。

　工藤に浴衣を着つけてやり、それから、二人そろって浴衣姿で近所の神社の夏祭りに行く。金魚すくいをし、ヨーヨーを釣り、射的を楽しみ、綿あめやらお好み焼きやらソースせんべいやらを買い、そして、手をつないで歩き……。

　そこまでいったところで、杉本は罪悪感のあまり、脳内に別の想像をスライドさせた。

　それは、花園公園の花園池でアクタガワに寒中水泳を強要するという、楽しい想像だった。人一倍軟弱な彼は、きっと寒がりにちがいない。

　いやがる彼に、「おれが水着に着替えさせてやろうか？」とか「寒くても大丈夫。あとでおれが温めてやるから」などと申し出てからかうシーンや、アクタガワが目をうるませて「そういう冗談はやめろーっ！」とわめくその表情まで、はっきり思い浮かべることができた。

　なぜか、彼相手だと、なにを想像しても罪悪感は少しも感じないのである。

　窓から日の光が射してきた。梅雨の晴れ間とは違う、強い陽ひ射ざしだ。

　梅雨が明けたのだろう。




＊




　一学期の終業式が終わり、通知表が配られた。

　それなりに努力をしていたおかげか、二年生のときよりはかなりよくなっていた。しかし、推薦枠に入れるほど軌道修正できたかというと、それはかなり疑問だった。

　杉本は無表情のまま悩みつづけたうえ、その悩みを友人たちには洩もらさなかった。だれも、杉本が成績のことで悩んでいるとは気づいていないだろう。

　杉本は帰宅すると、茶の間で愛猫の藤ふじ壺つぼ（ヒマラヤン、メス）を膝に載せて撫でていた蕗子に通知表をさし出した。

「ばあちゃん、これ」

　猫を撫でる手を止め、蕗子はそれを受け取り、開く。

「おや。よくがんばりましたね。１がひとつもないうえに、２が減って３が増えている。今日はお赤飯を炊きましょう」

　蕗子は無表情のまま言った。杉本の無表情は祖母譲りだ。

「いや、この成績はかなりまずいんだよ。もしかしたら、おれ、高等部に進めないかもしれないんだよ」

「じゃあ、公立かほかの私立を受験するために、塾に通いますか」

　蕗子はやたらと頭の切り換えが早い。

　杉本はちょっとあわてて申し出た。

「もし、推薦で高等部に行かれなかったら、ほかの高校よりも、まず、高等部の一般入試を狙いたいんだけど、いいかな」

「いいですよ。好きになさい」

　蕗子が言ったのは、それだけだった。彼女は孫以上にハードボイルドだ。

　そんな祖母にすがりつくような思いで、杉本はボソッとつけ加える。

「おれ、高等部に進めるかな？」

「わたしは知りませんよ」

「おれが高等部に進めるかどうか、占ってほしいんだけど」

　とたんに、蕗子の眉み間けんには皺しわが寄った。

　実は、蕗子の裏の稼業は占い師なのである。

　しかも、一応、夢占いと称してはいるが、蕗子が見るのは予知夢であり、気味が悪いほどの的中率の高さゆえに、最近は、着付や茶道の入門者よりも占いの新規顧客のほうが多くなっているという状態だ。

　だが、蕗子はきっぱりとこたえた。

「身内のことは占いたくありません」

「わかってるよ」

　予知夢では、見たいものが見られるとはかぎらない。

　蕗子は昔、たわむれに、初孫である杉本の未来を占ってみた結果、自分と二人で暮らしている彼の姿を見てしまった。その後、息子は交通事故死し、嫁は蕗子に杉本を預けて温泉地で仲居の仕事を始めたが、そこである男性と恋に落ちてしまい、杉本を迎えに戻ることはなかった。

　それ以降、蕗子は身内を占うことをおのれに禁じたのである。

　ちなみに、杉本には、その不思議な能力はまったく遺伝していない。

「でも」

　杉本はしぶとく続ける。

「ばあちゃんの占いで、高等部に推薦で受かるとわかったら、定期テストの勉強をひたすらがんばればいいし、推薦がだめだってわかったなら、一般入試の対策を早目に立てることができるよ」

　不穏な空気を察したのか、藤壺は立ちあがり、廊下のほうにトテトテと去ってゆく。

　その後ろ姿を見送りながら、蕗子は言った。

「高等部の一般入試でも落ちるってわかってしまったら、どうするのですか」

「だったら、ほかの学校に進むための対策を立てる」

　しかし、蕗子は容赦なかった。

「どの高校にも受からないっていう占い結果が出たら、おまえはどうするのですか」

「だったら、ばあちゃんの占いが外れるように、いっそう勉強をがんばるよ」

　本当はそこまで努力を重ねられるかどうかは疑問だったが、杉本は殊しゆ勝しようにこたえた。

　それでも、なお、蕗子は気が進まないといった口調で孫を突き放す。

「でも、見られるかどうかは、わかりませんよ。わたしに見る気がないのですから」

「見られなくてもいいよ」

　杉本はきっぱりとこたえ、蕗子もそれで、意を決したらしい。

「そうですか。そこまで言うのなら、占ってあげましょう。けれど、どんな結果が出ても、くれぐれも自暴自棄になってはいけませんよ」

「うん。わかった」

　杉本の返事を確認すると、蕗子は今日の吉きつ方ぽう位いである東南東で「お水みず取とり」をするようにと、彼に言いつけた。

　つまり、東南東の方角から、自宅の神棚にそなえる水を汲んでくるということである。この場合、湧き水や井戸水がよいが、東京ではそれは難しいので、水道水でもよいし、コンビニで売っているミネラルウォーターでもよいということだった。

　そして、すぐさま杉本は東南東の方角にあるコンビニでエビアンを買い、蕗子に渡したのである。

　蕗子はその水を水玉に移して弁財天をまつった神棚にそなえ、杉本と並んで柏手を打った。

　あとは、弁天様が夢を見せてくれるのを待つだけである。

　ところが、その翌朝、蕗子は神棚がある茶の間で、杉本に硬い口調で言ったのである。

「やっぱり、失敗です。おまえの入試結果は見られませんでした。私情が入ると、だめですね。わたしにも、見るのが怖いという思いがあったのでしょう」

　がっかりする杉本に、蕗子は続けた。

「ただし、おまえの未来は見ることができました。けれど、ずっと先のことです。おそらく、十年後ぐらいでしょう」

「ええっ」

　杉本は驚き、身を乗り出した。

「ど、どうだった？」

「地雷を踏んだらサヨウナラ、です」

「へ？」

　意味がわからない。

　蕗子は淡々と続けた。

「おまえはカメラマンでした。しかも、好んで紛争地帯や戦場に行くような」

「戦場カメラマン？」

「そういうことですね」

　蕗子は息つぎのように深いため息をつく。

「おまえにも考えがあるのでしょうから、あまりとやかく言うのはどうかとも思うのですが、わたしからすれば、なにもわざわざそんな危険な仕事に就かなくてもよいと言いたくもなります」

　そして、杉本の目をまっすぐに見つめ、蕗子は気味が悪いほど慈悲深い声音で問うたのである。

「晴信や。戦場カメラマンになってしまうなんて、なにか思うところがあったのですか？」

「さあ……。なにかあったのだろうか……？」

　杉本にとっては、まったくの他人事である。そもそも、自分の知らない将来のことについて問いただされても困るというものだ。

「そして、晴信。おまえはボロいアパートに、やっぱり二十代と思われる男の子と二人で暮らしていました」

「ええっ？　だれ、それ？」

　もしや、工藤か？

「それはわたしが聞きたいですよ」

　蕗子が知らないとなると、工藤ではないのか？

「どんな男だった？」

「とてもきれいな顔立ちの青年でしたよ。二人で映写機を使って、おまえが撮った写真を部屋の壁に次々映して、楽しそうにビールを飲んでいました」

　まずい。未来の恋人を祖母に見られたのか？　まさか、大人の営み（しかも男同士だ！）のあれやこれやまで見られてはいないだろうか？

　杉本が青くなったところに、蕗子は追討ちをかけるように言った。

「まったく、どういうことなんでしょうね」

「ど、とういうことって……」

　ここでカミングアウトしろと言うのか？　杉本の緊張はいまや最高潮だ。

　しかし、蕗子は不機嫌に続けたのである。

「都内にあるこの家を離れて、友達と部屋をシェアしているなんて。もしかしたら、わたしはおまえが成人する頃には死んでいるっていうことでしょうかね」

　祖母の不機嫌の理由は、そこにあったのか。杉本は安堵しつつ、こたえた。

「じゃあ、おれは、自分で稼げるようになったらこの家を出る。そうすれば、ばあちゃんが死んだからこの家を出たわけじゃないってことになるだろ？」

「おや。そういう手がありましたね」

　蕗子の表情はやわらいだ。

「じゃあ、わたしはこの家にボーイフレンドを呼んで、楽しくやりますよ」

　不安から解放され、蕗子はご機嫌でこたえた。

　これで、収入の多た寡かにかかわらず、仕事に就いたら家を出なくてはならないことになってしまった。

　そして、杉本は、自分の未来を祖母に見てもらうことはあまりにもリスキーだと知ったのであった。
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　夏休み、杉本はクラスメイトの綾あや小のこ路うじ麗れい花かに誘われ、担任の花園貢みつぐを運転手に、総勢八名で軽井沢にある綾小路家の別荘に遊びにいった。

　帰宅後、貢が撮ってくれた写真を見つつ、杉本は思いついた。

　自分ではなくここに写っている友達のことを見てほしいと祖母に言えば、承知してもらえるかもしれない。

　映っているのは、杉本と工藤、アクタガワ、拓たく人と、そして女子は麗花と佐さ伯えき、タカりんである。

　そこで、杉本は蕗子にその写真を手に、申し出たのだった。

「ばあちゃん、たのむよ。この中のだれでもいいから、一年後の未来を見てほしいんだ。そして、そこにおれがいるかどうか、確かめてくれないかな」

　つまり、孫である自分のことを祖母が占えないのであれば、高等部に進むであろう友人たちの未来の高校生活の一シーンに自分が登場するかどうかを見てもらおうという、いわばからめ手から攻めようという作戦だ。

　蕗子は写真に目を落とし、静かに訊いた。

「この子たちは、全員、高等部に進めそうなのですか？」

「この人は、今、高等部の二年だよ」

　杉本は拓人を指して説明し、つけ加えた。

「あとのみんなは同級生だけど、たぶん、全員、高等部に進めると思う」

　蕗子はしばし、思案していたが、ため息と共に言った。

「しかたがないですねぇ。やってはみますよ。失敗するかもしれませんけれどね」

　そして、また、杉本は吉方位のコンビニでミネラルウォーターを買ってくることになり（今度は、六甲のおいしい水にしてみた）、翌朝、蕗子は杉本に言った。

「この写真の中の子たちに関することで、三件ほど、夢を見ました」

「どうだった？」

「どこかの会社の重役と思われる華やかな女性が、美人秘書にあれこれ指示を出していましたよ。二人とも三十代だと思います」

　そして、蕗子は麗花と佐伯を指さし、続けた。

「こっちの眼鏡の女の子は、たいそうな美人なのですね」

　麗花と佐伯の将来像は、だいたい予測通りだ。しかし、そんな未来を見てもらっても、杉本が高等部に進めるのかどうかは、わからずじまいだ。

「この男の子は――」

　と、蕗子は拓人を示して続ける。

「二十代で、サイクロトロンをいじっていました」

「サイクロトロン？」

「イオンを加速するための装置ですよ。おそらく、この子は、物理学の研究者になるのでしょう」

　拓人はいつもポワーンとした雰囲気を醸かもし出しているが、実は優秀な頭脳の持ち主らしい。

　感心はしたが、これもまた、自分の高等部の入試合否にはまったく関係ない情報だ。

「そして、この子は」

　蕗子はタカりんを指して、言った。

「幼稚園の先生になっていました」

　元気で明るいタカりんの性格を考えれば、その情報はものすごく納得できることではあるが、やはり、その未来像は杉本の煩はん悶もんを解消するわけではない。

　蕗子は「以上です」ときっぱり言った。

「え？　それで終わり？」

「終わりです。そんなにたくさんの夢を見たら、疲れます。神様もそこまでサービス精神旺おう盛せいではありません」

「その夢、全然、おれの悩みを解決してないんだけど……。だいたい、二十代とか三十代を見てもらっても、意味がないよ。おれは一年後を見てもらいたかったのに」

　しかも、親友である工藤とアクタガワについての夢は全然見てもらえなかったのだ。

「やっぱり、おまえの進学問題については、わたしにも不安があるのでしょう。心のどこかで『見たくない。見るのが怖い』って思っているから、あえて、そこを避けているのでしょうね」

「ばあちゃん、もう一度だけ、たのむよ。この二人の未来を見てくれないかな」

　杉本は工藤とアクタガワを示して言った。

「どっちか一人でもいいから」

　蕗子はため息混じりにこたえる。

「どうせ、おまえの進学問題はわからないと思いますけれどね」

　こうして、また、杉本はお水取りに走った。今度は、スーパー小路こうじ屋練ねり馬ま店で、ボルヴィックを買った。
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　蕗子は順調に夢を見てくれたようだ。

　翌朝、彼女は箸でアジの干物をほぐしながら、食卓の向こうから杉本に言ったのだ。

「未来の圭一君は、スーツ姿で満員電車に乗っていましたよ」

　味噌汁のワカメを口に運ぼうとしていた杉本は、思わず箸を持つ手を止めた。

「ビジネスマンでしょうかね。それとも、公務員でしょうか。おそろしいほど晴はる彦ひこに似ていましたよ」

　と、亡き息子、つまり杉本の父の名を口にしてから、続けた。

「でも、『いい男度』では晴彦よりも圭一君のほうが上ですね。仕立てのよいスーツがよく似合っていて、モデルのようでしたよ。そのせいか、電車の中で痴漢にお尻をさわられていましたけれどね」

「ええっ！」

　杉本は箸を取り落としそうになった。

「けれど、抗議もできずに我慢していましたよ。恥ずかしくて抵抗できなかったのでしょうね。気が優しい子だから」

「だ、だれか助けてやる人はいなかったのか？」

「ほかの乗客は気づいていないようでしたね」

　なんということだ！　工藤のピンチだというのに、自分はそのとき、なにをしていたのだ？

　今から、工藤に忠告しておいてやろうか？　将来、電車の中で痴漢に遭うから、気をつけろ、と。

　いや、そんな忠告をしたら、さすがにアホだろう。だいたい、未来と言っても、何年の何月何日のことなのだ？

　ああ、なんと歯は痒がゆいことか！

「あと、おまえと暮らしているきれいな青年の正体がわかりましたよ」

「ええっ！」

「あの、眼鏡をかけた子がいたでしょう」

「アクタガワ？」

「ええ。本名は是これ清きよ君というのですか？　未来のおまえは彼を是清と呼んでいましたよ」

　まさか、未来の自分はアクタガワとつきあっているのか？

　額のあたりにいやな汗がにじんでくる。

　いや、つきあっているのなら、それでもよい。アクタガワのことは大好きだし、まあ、それが将来、親友に対する以上の思いに発展しても、不思議ではないだろう。

　ただ、祖母に見られたくないシーンを見られてはいないだろうか。

「彼は駆け出しの小説家でしたね」

　では、アクタガワは少なくとも作家デビューはできるのだ。売れっ子になれるかどうかは別として。

「おまえが取材と称してどこぞの紛争地帯に出かけているときにも、彼はアルバイトをしながら、執筆活動をしていましたよ。二人仲よく貧乏しているようでしたね。まあ、おまえが楽しそうなので、よしとしましょう」

　で、自分とアクタガワはいかなる関係なのだ？

「そうそう。是清君は、おつきあいしているようでしたよ」

「だ、だれと？」

　緊張のあまり、顔が熱くなる。年寄りは簡単に目的語を省略するので困る。

「だれって、ほら……」

　どうして、そこで口ごもる？

「あの、写真の中にいた女の子ですよ。幼稚園の先生になる子です」

　タカりんだ。

　杉本は一気に脱力し、そのまま食卓の上に突っ伏しそうになるのを、かろうじてこらえた。

　自分とアクタガワは、親友のまま、それ以上の特別な絆で結ばれることはないのだろう。

　それは少々残念なことではあるが、危険な未来を祖母に垣間見られる恐れなど最初からなかったのだ。

　もう、未来のことを祖母に占ってもらうことはやめようと、杉本は心に誓った。

　とりあえず、今はただ、勉学に打ち込むしかない。
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　柔道部の活動を終え、杉本は文化部の部室棟に向かった。目指すはアクタガワが部長をつとめる文芸部だ。

　ノックをすると、アクタガワの明るい声で「はーい、どうぞー」と返事があった。

　引き戸を開けると、部室にいたのは彼一人だった。テーブルの上には、原稿用紙がある。どうやら、執筆中だったらしい。

「遊びにきた。けど、邪魔したかな」

「ううん。大丈夫」

　アクタガワの眼鏡の奥の大きな目を見つめ、杉本は思う。やっぱりかわいい、と。

「菓子、食う？」

　杉本がスポーツバッグからせんべいのバラエティセットの袋を取り出すと、アクタガワは元気に「食べる！」とこたえ、原稿用紙をテーブルの隅に押しやった。

　杉本は袋を開封してから、アクタガワを見つめて言った。

「是清さん」

「えっ。な、なんだよ、急に」

　いきなり本名で呼ばれたアクタガワは、動揺を示す。

「ちょっと呼んでみたかっただけ」

「なんなんだよっ。気持ち悪いよっ」

　アクタガワは笑いつつ、個別包装されている数種類のせんべいの中から、ザラメがまぶしてあるのを取り出した。

「いや、将来、おれはおまえを『是清』と呼んでいるらしいから、その予行演習をと思って」

「へ？　わけわからないよ！」

「実はだな」

　と、杉本は歌か舞ぶ伎き揚あげを選び取って、その小袋を開けながら言った。

「うちのばあちゃんは、予知夢を見ることができるんだが……」

「本当？　すごいね」

「夢の中で、未来のおれはおまえを『是清』と呼んでいたらしい」

「へぇー。で？」

　アクタガワは先をうながしたが、彼にとって重要と思われる部分は伏せ、杉本は続ける。

「それから、大人になった工藤は、満員電車の中で痴漢に遭っていたらしい。しかも、抵抗することもなく」

「そんなことまで、予知夢に出てくるの？」

「おれはばあちゃんに、自分が高等部に進めるかどうかを見てほしいと言ったのだが、ばあちゃん自身も、あまりそのあたりは見たくないらしくて……」

「で、結局、そんな瑣さ末まつな予知夢になっちゃったんだ」

「瑣末ではない。おれにとっては重大事だ。工藤がほかの男に襲われているのに、おれはなにもできないなんて……」

「そんなこと言われたって、ぼくは困りますっ」

　アクタガワは杉本を突き放す。ただし、人情家である彼らしく、どこか温かみも感じられる突き放し方だった。

　杉本はしみじみと言った。

「おまえはおれを変な目で見たりはしない代わりに、助言もしてくれない。つまりは放任だ」

「ぼくがあれこれ言ったって、しょうがないからね」

「でも、おまえのそんなクールな態度に、やがて、おれはグッとくるようになるのかもしれない」

「グッとくるなよ」

　また、軽く突き放されて、杉本は気づく。

（おれは、アクタガワに突き放されるのが、実は気持ちいいらしい）

　そして、彼に対して特別な思いをいだくことのないよう気をつけよう、と思った。

　もう、親友を好きになってしまって苦しむのなど、ごめんだ。特に、アクタガワは将来、親友に恋するような自分と暮らしてくれるほど度量の大きな奴であり、ありがたくも貴重な存在なのだ。

　杉本はアクタガワに言った。

「おまえは、おれを突き放すのが、非常にうまい。いわば『突き放し上手さん』だ」

「なんだよ、それ！　そんなの、聞いたことないよ！」

「だから、これからも、おれをどんどん突き放してくれ」

「ええっ？」

「すでにおれは、おまえに突き放されるのが快感となっているのだ」

「そう言われておまえを突き放すほど、ぼくは親切じゃないからねっ」

「じゃあ、おれを突き放さずに、すべてを受け入れてくれ」

「そういう冗談はやめろって言うんだよっ！」

「ああ、また、おまえはおれを突き放してくれた……」

　杉本の心は、ジーンとしびれるような快感を味わう。

　もちろん、アクタガワはわめく。

「やめろーっ！」

　こうして、杉本はまた、勉学とは別のところに悦びを見出し、推薦入試不合格への道をまっすぐに進みつつあったのだった。











あとがき







　まずは最初に、軽く、元ネタ解説をば――。

　本書収録の『お嬢さまと青バラの君』のアクタガワの台詞に「だいたい、名前で、もう負けてるよっ。やつは朝あさ比ひ奈な杏あん里りだぜ。こっちだって、茘レ於オとか半ハン朱スとかいう名前だったら、よかっただろうけどさ！」というのがありますが、この「茘於」「半朱」という名は、元祖腐女子（と私が勝手に呼んでいる）森茉莉先生の短編集『恋人たちの森』から拝借しました。

　当時、気づいてくれた読者はいたのかなぁ……。

　さて。

　十年以上前に発表したシリーズを読み返したうえで、新作短編を執筆する――そんな、なかなかにスリリングかつエキサイティングな作業も、本書収録の『杉本の煩はん悶もんの日々』で三回目となりました。

　実は、杉すぎ本もととアクタガワの微妙な関係が、私は好きです。また、杉本のように根本的なところで孤独な人物に、私は共感できるようです。この短編は、なんだかとても書きやすかったのでした。

　それに加えて、学研レモン文庫時代には「若い女の子読者にはとっつきにくいから」という理由で編集側の許可がおりなかった三人称を、初めてお嬢さまシリーズで使うこともでき、非常に伸び伸びと執筆することができました。

　なにしろ、レモン文庫編集部からの注文は、「女の子の一人称で書かれた学園ラブロマンスで、ＳＦやホラーやミステリーはダメ」という「縛り」がきついものだったのです。しかし、芸術家タイプではなく職人タイプの作家になりたかった私は、その条件に「よっしゃ！　がんばろう！」と闘志を燃やしたものでした。

　一方、当時の少女小説界で作家に求められていたのは「読者が恋愛の悩みを相談できるような親しみやすいお姉さん」というイメージでしたが、私はそれがまったく受け入れられませんでした。

　若く理想に燃えていて、今よりもずっと潔癖だった私は、正直、そのような少女小説界の戦略をあざといと感じ、それに乗る多くの少女小説家を偽善者と決めつけました。

　作家っていうのは、作品で勝負でしょ？　学園ラブロマンスが受けているのなら、面白い学園ラブロマンスを書いていればいいんですよ。なのに、まるで才能の欠如をカバーするかのように、あとがきやエッセイで悩み多き少女たちの理解者を装い、読者に擦すり寄り、彼女らの内面にまで踏み込もうとするとは……大人って、汚い！　つーか、そんな大人にだまされるなよ、女の子読者！

　いや、まあ、こんなことを考えていたのは、私が多数派である女の子たち――すなわち「かっこいい男の子と素敵な恋をしたい！」と夢見るような――の理解者にはなりえないがゆえのひがみであり、そして、私自身が少女時代に多数派にはなれなかったというルサンチマンゆえではなかったかと、今になって思うのですが。

　で、おのれは少女小説界における執筆活動によってなにをしたかったのかというと、少女たちに「こんな変なことを思いついたんだけど、いかがでしょうか？」と自作を披露して、彼女らに「あはは」と笑ってもらいたかっただけなのです。若い女の子たちに「変なことを考えてはあたしたちを笑わせてくれる変な大人」と思っていただきたかったのです。

　そんなふうに「お姉さん的存在」になるまいとしていたからでしょうか。いまだに私は、自分がすでに「おばさん」と呼ばれるような歳になっていながらも、おばさんであるような気が少しもしないのです。デビュー当時も今も、私は単に「変な大人」であり、その点はなにも変化してはいないのです。いや、「変な大人」ですらなく、単に「変な生物」のような心持ちもいたします。

　思えば、『お嬢さまとお呼び！』でデビューしたとき、私は二十四歳であり、麗れい花かたちの十歳上という若さでした。それが今では、麗花の母・美み智ち子こよりも歳上なのです。時の流れは速いものですね。

　さてさて。この復刊版お嬢さまシリーズは全四巻ですから、あと一冊を残すのみとなりました。第四巻にあたる復刊版『お嬢さま大戦』は、レモン文庫版の『お嬢さまと無礼者』『お嬢さま大戦』に加え、書き下ろし短編と復刊版あとがきが収録されます。

　発売は、四月の予定です。

　皆様に、また、お楽しみいただければ、幸いです。




二〇〇八年二月　　　　　森　奈津子　　
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